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1st episode　檻の中の檻の中の檻

2nd episode　いともたやすく行われるえげつない行為の最中に英雄ポロネーズは鳴り続ける。
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　　　　　　０




「うちのクラスからはまた免まぬかれたあ、よかったあ！」

　クラスメイトの女子、姫ひめ崎ざき柚ゆず姫きの配はい慮りよのない黄色い声に、水み無な月づき岳たけ哉やは、思わず怒いかりを込めて睨にらみ付けようとした。だが、拳こぶしを握にぎりしめるだけで堪こらえ、怒りを抑おさえつける。

　だって、どうして責められるだろうか？　いつもならば、さすがに言葉には出さないまでも、岳哉も同じように安あん堵どしていたではないか。自分たちの代わりに、犠ぎ牲せいになっている人たちがいることを知りながらも、安堵してしまっていたではないか。人ひと身み御ご供くうになるのが自分や、自分と親しい人ではないことに。

　第十八クラスの全員が、理科室に集まっていた。薬品も実験器具もない、中身が濁にごったホルマリン漬づけだけが残っている、機能を失った理科室だ。ひび割れた古い黒板は、まるで絶望を塗ぬり込んだような濃こい黒の色をしている。その中央に書かれている控ひかえめで小さい文字は、しかしそれ以外の文字がまったく書き込まれていないため、異様に目立っていた。

　書かれているのは名前だった。

『伊い集じゆう院いん麗れい歌か』

　空そら殻から市に逃にげ込んだ際、一つしか歳としが変わらないというのに、両親を失った岳哉を保護してくれた恩人。誰だれよりも優やさしく、美しい、女神のような存在。

　そして──岳哉が恋い焦こがれている相手の名前。




　この旧空殻学園校舎には、十二歳から十八歳までの未成年者が閉じ込められている。その数は現在五六八名。空殻市に家族がいる者も、岳哉のように家族を失っている者も関係なく、等しく隔かく離りされている。家族に会う事はできないし、抜ぬけ出す事もできない。ここに招かれた以上、一生をここで過ごすしかない。

　誰が呼び始めたのかは知らない。しかし、いつの間にか旧空殻学園校舎に集まる人間を『生徒』と呼び、生徒たちが集まる場を自じ虐ぎやく的にこう呼んだ。

『空殻ファーム』と。

　なぜ生徒たちが一生閉じ込められる事態になっているか？

　それは岳哉たち少年少女が、魔ま法ほう少女の食しよく糧りようだからだ。魔法少女の食事になるために、生徒は空殻ファームで生かされている。

　魔法少女が食べるのは、一週間に一人。昨日は、第四クラスの少女が喰くわれた。魔法少女は、人間を喰った翌日、いずれかの教室の黒板に、名前を書き記す。

　それは次の生いけ贄にえになる人間の名前だ。

「……姉さん」

　岳たけ哉やは小さく呟つぶやく。

　金曜日に、伊い集じゆう院いん麗れい歌かは、魔ま法ほう少女に文字通り『喰く』われる。

　いつも岳哉を護まもってくれた、愛いとしい人は、死ぬ。

　それは悲劇だったが、この世界で残ざん酷こくなことに慣れすぎた岳哉の目から、涙なみだは浮かばない。

　何度も不条理な現実は味わってきた。その度たびに思い知らされた。

　しかし、今日ほど、実感することはない。

「……ああ──」

　岳哉は黒板の文字を睨にらみ付ける。




「──僕たちは魔法少女に飼育されている」




　　　　　　１




　そのまま心しん霊れいスポットになりそうな朽くち果てた旧空そら殻から学園校舎には、灰色の曇くもり空ぞらが似合うだろう。いっそＢ級ホラー映画のように、雷かみなりがずっと鳴り続けてでもいれば、自分たちが置かれている状じよう況きようにピッタリで、岳哉はこの場所に慣れたかもしれない。

　しかし空は灰色でも、ましてや健すこやかな青色でもない。今日も、綿わた菓が子しのように淡あわいデタラメな白色だ。ファンシーな絵本に出てくるような、作り物めいた空の色。それだけならまだしも、実在するはずのない、マスコットのようなかわいらしい小鳥や魚たちが、同じ場所をぐるぐるぐるぐると、赤ちゃんをあやすメリーゴーランドのように回っている。

　異常だ。

　異世界だ。

　空模様だけなら楽しげにも見える光景に、岳哉の心が和なごむなんてことはもちろんない。自分たちが置かれている状況と、この空模様との差異が、いつでも思い知らせる。

　自分たちは魔法少女の力に支配されている。ここは家か畜ちくとなる人間を飼うための魔法による絶対の檻おり──閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーだ。

　岳哉たちこの校舎に閉じ込められた少年少女は、この空模様が元に戻もどることがなければ、ここから抜ぬけ出すことができない。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　自分の置かれている状況を思い返しながら、岳哉は荒あれた校庭を、バスタード・ソードを背負いながら走り続けていた。誰だれも手入れをしないせいで雑草があちこちに生え、石もゴロゴロしているグラウンドは走りにくい。けれど岳哉は走るのをやめられないでいた。

　思考ができなくなるほどに疲ひ労ろうしなければ、今自分に訪おとずれている絶望的な現実に押し潰つぶされそうだったからだ。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　空気は生暖かく、じめっと湿しめっている。気持ちが悪かった。まるで誰だれかの口の中にいるみたいだ。息を止めたいが、呼吸をしないわけにはいかない。湿った空気を吸い込む。吐はき出す。吸い込む。吐き出す。噴ふき出した汗あせは、砂糖菓が子しのようにべったりと肌はだに貼はり付く。すべてが不快だ。

　倒たおれ込みたい欲求と戦う岳たけ哉やの前を、何かが横切る。

（……なんだ？　……青い蝶ちよう々ちよう？）




　十年前、世界は終わった。

　十三年前から始まった世界の終焉ヒユーマンイールドから三年で、人間は百分の一の数になり、多くの生物は絶ぜつ滅めつした。

　その後の世界で、岳哉は蝶を見た記き憶おくがなかった。だから他ほかの多くの生物と同様、絶滅したものだと思っていた。

　物もの珍めずらしさに、苦しいにも関かかわらず顔を上げ、青い蝶を目で追いかける。青い蝶の先には、同じく『授業』を受けているクラスメイトたちの姿が見える。

　走り疲つかれ、息を切らしてあお向けに倒れ込んでいるのは、クラスメイトで十二歳の女の子である、鳩はとヶが谷やココだ。

　空そら殻からファームの生徒たちは、自分たちの意志ではなく、魔ま法ほう少女の指定でクラス分けされている。岳哉たち三十人は、第十八クラスに振ふり分けられていた。

　そして、クラスメイトは同学年というわけではない。

　クラスで最年少のココには、岳哉たちと同じ授業内容はしんどいのか、へばっているのをよく見かけた。

　ココの隣となりには、彼女とは反対に、クラス最年長の十八歳である、いつも穏おだやかな夢ゆめ路じ英えい信しんがいた。未成年だが、紳しん士し的という言葉が似合う英信は、疲れ果てているココを優やさしく介かい抱ほうしている。

　青い蝶は、ひらひら飛び回る。

　近くでは、岳哉と付き合いが長く、親友とも言える海かい良ら秀しゆう平へいが、歯を食いしばりながら木刀を素す振ぶりしている。いかにも苦しそうな彼を横目で見ながら空手の型を取っているのは、ジャスト二メートルの巨きよ軀くである一いち戸のへ嵐司あらしだ。

　青い蝶は岳哉の正面に回る。岳哉の前を二人の少女が走っていた。

　整った容姿と優しい性格で、クラスのアイドル的存在である有あ里り深み雪ゆきと、彼女と仲の良い藤ふじ崎さき乃の乃のがいた。共に穏やかな性格の二人が仲良しなのは納なつ得とくできる。しかしやはり並んでいるところを見ると、岳哉は眉まゆを寄せたくなる。なぜなら乃乃は、その頭にガスマスクを装着していて、外すことがないからだ。アイドルとガスマスクガール。どうしても絵え面づら的に引っかかってしまう。

　岳たけ哉やが二人を追い抜ぬくと、二人とも礼れい儀ぎ正しく、小さく会え釈しやくした。

　そして誰だれもが、それぞれの武器を持っている。秀しゆう平へいは訓練の用の木刀以外にダガー、嵐司あらしはトゲ付きのメリケンサック、英えい信しんはスピアー、深み雪ゆきは薙刀なぎなた、乃の乃のは日本刀、ココでさえフセットと呼ばれる短たん剣けんを持っている。別に殺し合いをしているからではない。授業のために持たされているのだ。

　個人差はあるが、クラスメイトは全員、授業に消しよう耗もうしていた。

　無理もない。魔ま法ほう少女が押し付けたこんなわけが分からない授業に、意義など見いだせるわけがないからだ。

　授業では、各おの々おの自分に合った武器を見つけ、その技量を鍛きたえ上げろ、そして体力をつけろと、魔法少女から指示を受けている。だが、なぜかは分からない。魔法少女を倒たおす助けになるのならばまだモチベーションは上がりそうなものだが、不老不死の魔法少女には武器は通じない。そもそも魔法少女自身が、魔法少女を殺すための授業をするわけもない。

　岳哉たちはわけも分からず授業を受けさせられている。武器を扱あつかっているので、時には怪け我が人にんも出るし、下手すれば事故で死ぬこともある。

　しかし、気が入らなくても、さぼるわけにはいかない。

　なぜ？　簡単だ。真ま面じ目めに授業を受けないと、魔法少女に喰くわれるからだ。少しでも魔法少女に反はん抗こう的態度を取った人間は、優先的に生いけ贄にえに選ばれる。いつまでも戦いが上う手まくならない者もそうだ。

　実際に空そら殻からファームにいる十七人が、反抗的態度や成績不良を理由に喰われていた。

　おそらく授業にさしたる意味はないのだ。魔法少女という生き物は、食しよく糧りようと退たい屈くつしのぎとして扱うこと以外に、人間に価値を見いださない。おそらく武器の扱いが上う手まくなった後に、生徒同士で殺し合いでもさせて、楽しもうとしているのではないかと岳哉は踏ふんでいる。

　反へ吐どが出る。

「わーん」

　甲かん高だかい声が聞こえた。

　未成年しか集められていない空殻ファームに大人の教師はいない。魔法少女から指示を受け取り、授業を取り仕切るのは、唯ゆい一いつ魔法少女と人間の間に入れる存在だけだ。

「げんき出してよ　岳哉くん」

　それがこの、うさぎのぬいぐるみのような生物だ。

　見てくれだけならかわいらしい謎なぞの生物は、軽快な動きで岳哉の肩かたに飛び乗る。

「……ウサコロ」

「うん　ウサコロだよー。くらすをまとめてる　岳哉くんのげんきがないと　こまるよう。ほら　げんきげんき！」

　走り続けている岳哉の肩で、ウサコロは器用に後うしろ脚あしで立ち、前脚を上げてガッツポーズらしきものを作る。足場は不安定だというのに、コミカルな動きで踊おどる。

「ウサコロは　岳たけ哉やくんがげんきになるなら　なんでもするよ」

（よく言うよ）

　一部の力のある魔ま法ほう少女には、組となるマスコットがいる。ウサコロのような、ルセットと呼ばれる謎なぞの生物だ。ルセットは魔法少女に無条件で従うようにできているらしい。だから、人間である岳哉が望むことはしてくれない。

　しかしそんなことは分かっていても、少しぐらい嫌いや味みを言いたい気分だった。

「なんでもする、か。じゃあホワイトノワゼットがどこにいるか、教えてくれないかな？」

　その名前を口に出すだけで、岳哉は拳こぶしを握にぎりしめてしまった。忌いま忌ましいその名前を口にするだけで、体が呪のろいで満たされる気がする。バケツいっぱいに入った泥どろを吞のみ込んだような気持ちの悪さだ。

　──ホワイトノワゼット。

　それが岳哉たちを閉じ込め、飼育し、食す──魔法少女の名前。

　岳哉の要求に、ウサコロはオーバーに首を横に振ふる。

「むりだよー。ノワは変身前のすがたを　ぜったいに明かさないよう　ウサコロにめいれいしているんだ。なんども言ってるから知ってるよね？　むりなことを言うなんて　岳哉くんいじわるだよー」

　岳哉たちはホワイトノワゼットの姿を見たことがない。それはホワイトノワゼットが変身せずに、人間の姿のまま空そら殻からファームに潜ひそんでいるからだ。

　それはかなり珍めずらしいことではある。魔法少女は通常、人間の姿に戻もどることを極度に嫌きらう。魔法少女は、その姿に変身せずとも不死ではある。だが、身体能力は人間と同じになるし、使える魔法も制限される。閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーは展開できるが、他の魔法──たとえば戦せん闘とうで使うような魔法は使用できない。

　それでもなぜかホワイトノワゼットは、意固地なまでに正体を隠かくすことに執しゆう着ちやくし、他ほかの生徒たちの中に潜んでいた。

（だけどどうせ、悪あく趣しゆ味みな理由に決まってる。例えば、仲間だと思わせ心を許したところで喰くえば、より絶望させられるからだとか、そんなところだ）

　岳哉がそう思うのも無理はない。なぜなら、魔法少女とはそういう存在だからだ。

　ウサコロは黙だまっている岳哉が落ち込んでいるとでも思ったのか、慌あわててフォローを始める。

「ウサコロもね　麗れい歌かちゃんを『取り込む』のは　岳哉くんがかわいそうだって　ノワに言ったんだよ」

　ウサコロはしょぼんと肩かたを落とす。

「でもね　聞き入れてくれなかった。麗歌ちゃんは成績がわるいから　しょうがないって」

　どうでもよかった。なぜなら、ウサコロがどう思っていようが、主人のホワイトノワゼットの方針は変えられない。

「分かった。もういいよ。話したくない」

　岳たけ哉やはウサコロの背中をつまんで、放ほうり投げる。

「わあ　岳哉くんひどいよう」

　ウサコロは空中で回転し、四本脚あしでしっかりと着地をする。ルセットは、そのかわいらしい見た目に反してタフな生き物なのだ。

　岳哉はもう振ふり返らず、ウサコロを無視した。

「まってよー　岳哉く──」

「ねえ、ウサコロ」

　ウサコロはクラスメイトの女子に捕つかまり、抱だきしめられる。

「あ　曜よう子こちゃん。どうしたの？」

　十七歳の少女にはとても思えないほど色気が溢あふれている女子は、蜜みつ石いし曜子だ。

「あたしのブラのホックが壊こわれちゃったから、新しいのを市街から持ってきてくれないかしら？」

「えー　まえもおなじりゆうで　おつかいをたのまれたよ？」

「あたしの大きすぎる胸が、まだまだ成長しているから仕方ないのよ」

「しょうがないなあ……。それにしても　曜子ちゃんはどうしてそんなに　シャツをはだけてむねを見せているの？」

「自分の最も魅み力りよく的な部分を、隠かくす理由はないでしょう？　能ある鷹たかは爪つめを隠すと言うけれど、この大きさじゃ隠しようがないしね」

　そう言って、背中を反そり、大きすぎる胸を張る。

　蜜石曜子は見た目に反して、よく周りのことに気が付く女子だ。もしかして岳哉が、これ以上ウサコロと話したくないことを察して、引き留めてくれたのかもしれない。

　岳哉はまた走ることに集中する。それしかやることがない。もう三時間、ぶっ通しで走り続けている。

（……ああ、そういえば）

　いつの間にか、青い蝶ちようは消えている。

　その意識がきっかけになった。走ることに没ぼつ頭とうし続けていたのに、わずかに弛し緩かんしてしまった。

　──ガクン。

　脚あしが沈しずむ。

　わずかに緊きん張ちようを解いただけで、疲ひ労ろうが束になって襲おそいかかってきた。左のふくらはぎに、痺しびれるような痛みが走る。おそらく没入していた間は気付かなかったが、とっくに筋を痛めていたのだろう。

「くっ……」

　視界がにじむ。頭がズキリと痛む。指先に力が入らない。喉のどは焼けるように渇かわいている。呼吸をするのが苦しい。切れかけの電球のように、世界が明めい滅めつする。

　だけど、止まれば──

　止まってしまえば──

　岳たけ哉やは背後を振ふり返る。

　そこには特に何もない。だけど、確かに背後から迫せまってくるものがある気がするのだ。陽炎かげろうのような、幽ゆう霊れいのような、透とう明めいで濁にごった何かが迫ってきている。

　追いつかれたくない。捕とらわれたくない。目の前に突つき付けられて直視したくない。

　だが、もう体は限界で、そこかしこから悲鳴を上げている。肉体はもう走るのをやめろと、岳哉を止めようとしている。

　でも止まれない。止まりたくない。

（──誰だれか……僕を、助けてくれ）

　岳哉は地面に前のめりになって倒たおれ込む。

　……いや、違ちがった。

　岳哉は何かに倒されたのだ。

「あんたいい加減にしなさいよ！」

　背中が痛い。倒された上に、乗っかられている。岳哉の腰こしには、細く白い腕うでが巻かれている。

　重くはなかった。少女はかなり細身だ。

「痛々しくて迷めい惑わくなの。こっちも憂ゆう鬱うつな気分になるでしょ！　ふざけないでよね！」

　岳哉は首を回し、震ふるえた声で叫さけんでいる少女を見る。

　特とく徴ちよう的な長い金きん髪ぱつが見えたので、誰だかすぐに分かった。いや、そもそも岳哉に、こんなことをしてくるのは彼女しかいない。

　ドイツ人とのハーフで、二つ年下の十五歳である瀬せ戸とリリィだ。

「ふざけないで！　本当にふざけないで！」

　頭を上げてこちらを見るリリィは、強い言葉とは裏腹に、目を潤うるませている。

「……リリィ」

「な、馴なれ馴れしいから呼び捨てにするなって、いつも言ってるでしょ！　とにかく、もう不ふ愉ゆ快かいだから、脚あしを引きずって走るのをやめなさいよね！」

　リリィが腰に回している腕の力は全力だった。だけど、その腕は震えていた。リリィは岳哉が手で触ふれただけで、ゆっくりと放してくれた。

（……足を止めてしまったな）

　だけど何も起こらない。形のない何かに追いつかれてしまったはずだが、何も起こらない。そう、実際そんなもんだ。形のないものに、何かをされることなんてないのだ。

　リリィはこうやって岳哉を押し倒すことで、妄もう想そうの影かげから救ってくれた。

「……僕、脚あしを引きずってたかな？」

「引きずっていたし、爛ただれたゾンビみたいな顔をしてたわよ。食欲がなくなる顔だったわ」

　酷ひどい言われようだ。でも、その言葉を聞いて思わず岳たけ哉やの頰ほおが緩ゆるんだ。いつものリリィのノリに、安あん堵どしてしまったからだ。

「……そうだね。もう走るのはやめよう」

　岳哉の言葉に、リリィは潤うるんだ目を向ける。

「……本当？」

「本当だよ。だからリリィ、どいてくれよ」

「……うん」

　リリィは途と端たんに機き嫌げんを良くして立ち上がった。

　岳哉も立ち上がると、どういうわけかリリィは目を丸くしていた。かと思うと、急速に顔を真っ赤にし始める。

「ん？　リリィどうしたの？」

「え、えと……」

　耳まで真っ赤になっていく。赤くなった頰を押さえる。

「あ、あたし、不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、抱だきしめ──」

「抱きしめ？」

「うああ、もう！　なんでもない！　なんでもない気にしないで！」

「いやいや、気になるよ。そこまで赤くなってるって病気か何かじゃ？　ちゃんと説明し──ひっ！」

　岳たけ哉やは首元にナイフを当てられる。飾かざりのようなかわいらしいものではなく、殺傷能力の高いサバイバルナイフだ。
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「これ以上追つい及きゆうされたら、殺すしかない……！」

　なんと本気の殺意だった。

　岳哉は両手を上げて、降こう伏ふくの意を伝える。

　しばらく「ふーっ！　ふーっ！」と息を荒あらくしていたリリィだったが、大きく深呼吸するとようやく落ち着いたのか、ナイフを収めた。

　そして岳哉に、エメラルドの瞳ひとみを向けた。

「岳哉」

　こっちが呼び捨てにすると怒おこるくせに、年上の僕を平然と呼び捨てにするよね──と、何度もしているやり取りをしようと思った。が、岳哉は口を閉ざした。

　リリィの顔が、真しん剣けんで、切実で、悔くやしそうだったからだ。

「魔ま法ほう少女に──ホワイトノワゼットには勝つ方法がない。それは分かってるわよね？」

　岳哉は頷うなずかない。

「勝つのは、諦あきらめるしかないわ。生き残るのは、諦めるしかない。でもね、ホワイトノワゼットの意のままに絶望するのは絶対に嫌いや。だからね、勝てないまでも、せめて負けないようにするの。どんなにつらいことがあっても、あたしたちは前を向いて、平然としてやるの。ホワイトノワゼットの思い通りになんてなってやらない！　絶対になってやらないわ！」

　リリィは強い怒いかりを瞳に宿し、岳哉を真まっ直すぐ見つめる。

「空そら殻からファームの外にいる、パパにもママにももうきっと会えない。近いうちに好きな人が殺されるかもしれない。その前に、あたしが殺されるかもしれない。ホワイトノワゼットの気が変わって、今日これから全員殺されるかもしれない。食しよく糧りようであるあたしたちに未来なんてないわよ。でもね、絶望しないの。前を向くの。最後まで、精せい一いつ杯ぱい楽しく生きるの」

　リリィは息を吐はく。体をくの字に曲げ、大きく、体中の空気を吐き出す。

　息を吐ききったリリィは、勢いよく上体を起こす。

　その顔からは、怒りはすでに消えている。

「あたしは、それができる。だから」

　満面の笑え顔がおだった。

「岳哉にも、そうして欲しい」

　その笑顔は、確かに前を向いていた。

「────」

　あまりにもその笑え顔がおがまぶしくて、息を吞のむ。

　それはなんて正しいんだろう。

　岳たけ哉やは心底そう思う。絶対的な前提として、魔ま法ほう少女は殺せない。ホワイトノワゼットをどうすることもできない現実を前に、リリィ以上に健全な考え方はないだろう。

「リリィ」

「呼び捨てにしないで。で、何よ？」

「好きだ」

「へあ！」

　そう、好きだ。この絶望的な現実を前に、そういう考えができ実じつ践せんできる、強く気高いリリィが、岳哉は大好きだ。愛いとおしく思うし、抱だきしめたいとも思う。

「──だけど、それって」

　けれど、岳哉から出てくる言葉は、これなのだ。




「麗歌姉さんは、諦めろってこと？」




　リリィは目を見開く。

「そ、そんなつもりじゃ──」

「ごめん。意地悪な言い方だった」

　すぐに岳哉は謝る。

　だけど訂てい正せいはできない。だって、リリィが言っているのは、いくら正しく美しくとも、そういうことなのだ。

　ホワイトノワゼットによって決定されてしまった麗れい歌かの死を、認めろという意味なのだ。

「リリィ、話したことあったよね？　僕は、姉さんがいなければ死んでいたって。世界が破は壊かいし尽つくされて、誰だれもが自分のことで手て一いつ杯ぱいだったとき、姉さんだけが僕を助けてくれた。見ず知らずの僕を、救ってくれた」

　岳哉は一点の曇くもりもなく、言い放つ。

「僕は麗歌姉さんを愛している」

　リリィは唇くちびるを嚙かみながら、小さく頷うなずく。

「……うん。岳哉にとって、麗歌が誰よりも大切な人だって分かってる。……そんなこと、ずっと前から知ってるよ」

「大切なんて言葉じゃ表せないよ。姉さんは、僕を形成してる一部……いや──」

　岳哉はなんの躊躇ためらいもなく、言い放つ。

「姉さんは、僕の全部だ」

　強い言葉に、リリィは押し黙だまった。

「励はげましてくれてありがとう。リリィの気持ち、すごくうれしいよ。けれど僕は、姉さんのために生きることを変えられない。……どうしても」

　それが、自らの破は滅めつを招くとしても。

　あるいは、仲間たちの破滅を招くとしても。

　岳たけ哉やの不ふ穏おんな様子を感じ取ったのか、リリィは拳こぶしを握にぎりしめる。

「でも、じゃあどうするの？　岳哉は、麗れい歌かが死んだら、後を追って死ぬつもり……？　そんなの……そんなの！　あたしは認めないわよ！」

「そんなつもりはないよ」

「じゃあ！」

　叫さけび、しかしリリィは岳哉の言葉の真意に気付き、ハッと目を見開く。

　岳哉の、覚かく悟ごを秘ひめた瞳ひとみを見て、これから何をしようとしているか分かったのだ。

「…………む、無理よ」

「ああ、無理だろうね。でも、やるよ」

　それはあまりに無む謀ぼうなことだ。だけど、どんなに無謀でも、もう岳哉にはその選せん択たく肢ししかない。

「魔法少女、ホワイトノワゼットを、殺す」




　　　　　　２




　同じ第十八クラスで、岳哉の一つ年下である生徒会役員──岸きし波なみ斬ざんは、彼のトレードマークとも言える、シニカルな薄うすら笑わらいを浮かべて、口を開く。

「人間には二種類いる。戦う者と逃にげる者だ。魔ま法ほう少女に立ち向かい、状じよう況きようを打開しようとする者。魔法少女に屈くつし、残りの余生を楽しむ者。──さて、岳哉、どっちが逃げている者だと思う？」

　空そら殻からファームに入る前からの長い付き合いだ。岳哉は斬の言いたいことは分かっている。

　苦い顔をして無言を貫つらぬき通す岳哉を、斬は特とく徴ちよう的な切れ長の目で睨にらみ、続ける。

「魔法少女を倒たおせるなどと思い込み、いつまでもありもしない希望を見続ける者こそ、逃とう避ひを続けるメルヘン野や郎ろうだ。お前だって、蟻ありが象ぞうを倒せると信じ、ボクシングジムにでも通ってれば嘲ちよう笑しようするだろう？」

　斬は薄ら笑いを浮かべたまま、岳哉の隣となりの女子に視線を移す。

「お前はそうではないと思っていたけどな、リリィ。こんなのの夢物語に付き合うとは、失望したよ」

　リリィは廊ろう下かの壁かべに体重を預けながら、不ふ機き嫌げんそうに返す。

「うるさいわね斬ざん。呼び捨てにしないで。それにあたしは別に、魔ま法ほう少女を倒たおせるだなんて思っていないわ」

「──は。じゃあ色ボケで付き合ってるだけか。この世界で恋愛にうつつを抜ぬかす余よ裕ゆうがある、お前の環かん境きよう適応能力には、皮肉じゃなく感心するよ」

「い、色ボケなんかじゃ──」

　リリィは顔を真っ赤にする。

「そういうけどね、斬」

　岳たけ哉やは庇かばうように口を開く。

「夢物語と思っているのにどうして、生徒会室に案内してくれるんだ？」

　生徒会室はホワイトノワゼットの魔法によって作られている特とく殊しゆな空間だ。校舎で唯ゆい一いつ魔法が使われている生徒会室には、生徒会役員が付き添そわない限り入れない。

　どうして生徒会室のみ、そんな処置がなされているか？　それは空そら殻から生徒会が、ホワイトノワゼットの意思を、他ほかの生徒たちに伝達する役目を負っているからだ。生徒会役員は、ホワイトノワゼットに最も近い生徒だ。

　その性質上、他の生徒よりホワイトノワゼットへ従う気持ちが強い生徒が多い。中には屈くつ服ぷくするだけではなく、忠誠を誓ちかっている生徒さえいる。空殻生徒会に所属している斬も例外ではなく、ホワイトノワゼットを相手に戦う気がまったくない生徒だ。

「どうして案内するのか、だ？」

　斬は溜ため息いきを吐つく。

「俺が知ってるお前は、いくら正論を突つき付けられても、決断した以上止まったりしないやっかいな奴やつだ。俺が止めたところで、他の生徒会役員に頼たのむだけだろう？　他の役員に迷めい惑わくを掛かけるぐらいなら、旧知の仲である俺が責任を持って引き受けておこうと思っただけだ。……言っておくが、お前の魔法少女の倒し方を聞いても、実現できるとはまったく思っていないからな」

「まあ、そうだよね。……でも、ありがとう」

　岳哉の言葉に、斬は返事をしない。

　無言のまま一歩前に踏ふみ出し、空殻生徒会役員の証あかしである腕わん章しようを摑つかむ。廃はい墟きよに近い校舎にはあまりにも似合わない、オモチャのように真っ赤な扉とびらの前に、腕章を掲かかげる。

　それが生徒会室の扉を開く、動作。

　腕章に付いている紋もん章しようが白く輝かがやくと同時に、扉の隙すき間まから、まばゆいばかりの強い光が漏もれる。自然界にはあり得ない、偽にせ物ものめいた強い光だ。

　赤い扉が消えた。開いたのではなく、消えた。扉の代わりに目の前に現れたのは部屋ではなく、コーヒーとミルクをかき混ぜたような、黒と白の魔力の渦うずだ。

　胸はざわついている。唾つばを吞のみ込んで、岳哉は魔力の渦に手を入れてみた。

　渦うずには何の感かん触しよくもなければ、温度もない。しかしどうしても湧わき上がるのだ。体中の血液に針を流されているような、凍こおり付くような嫌けん悪お感が。

「……こういうのを見ると、思い知るわよね」

　リリィが小さく呟つぶやく。

「相手は、怪かい物ぶつなんだってこと」

　岳たけ哉やはそれには答えず、黒と白の渦をくぐった。




　魔ま法ほう少女は変身し続ける以上、見た目の年ねん齢れいは十歳から十六歳の間で固定され、老ふけることはない。人間の約七倍とも言われる身体能力がある肉体は、どの部位を破は壊かいしても速急に再生する。爆ばく弾だんで肉片になっても、約一分で元に戻もどるとの話だ。魔法少女がダメージを受けるのは、魔法による攻こう撃げきのみ。それは変身前でも変身後でも変わらない。魔法の使えない人間が、物理的に魔法少女を殺す手段はない。

　ならば殺すのは不可能か？

　不可能だろう。少なくとも斬ざんやリリィはそう言う。

　だが、岳哉はある点に着目していた。

　それは、魔法少女にも食事が必要な点だ。

　ホワイトノワゼットは、岳哉たち少年少女を飼育し、魂たましいを喰くらっている。それは魔法少女と人間の共存が不可能なことを、これ以上なく表しているように見えるが、実はそうではない。むしろ逆だ。

　魔法少女は食しよく糧りようである以上、人間を必要としている。絶ぜつ滅めつさせるわけにはいかない。だからこそ、ホワイトノワゼットは飼育という手段を思い付いたし、他ほかの魔法少女も程度の差こそあれ人間を囲っている。

　だから岳哉はこう考えた。

（ホワイトノワゼットに食事を与あたえない。それができれば、殺すことができるのでは？）

　食べなければ死ぬ。それが自然の摂せつ理りだ。

　常識外の存在である魔法少女が、食事をしなかっただけで死ぬかどうかは分からない。だが食事をしているのは確かなのだから、何かしらの影えい響きようはあるはずだ。

　ならば、試ためす価値は十じゆう二に分ぶんにある。

「それがあなたの主張ですか」

　生徒会長、鬼おに崎ざき暦れきはそう言って、しばらく口を閉ざした。

　生徒会室。体育館ほどの大きさの一室には、しかし境目が見えない。白い白い景色がどこまでも続いていて、この空間が無限に続いているようだ。岳哉が足を着けている場所も、どこが床ゆかかが分からない。まるで空か海の上に立っているようだ。

　上下前後左右とも境目が分からない空間には、デフォルメされた魚が泳ぎ、小鳥たちが楽しそうに飛んでいる。魚は海を泳ぎ、小鳥は空を飛ぶものというルールはここにはなく、空間の中を自由に行き来している。

　ああ、なんて楽しげな雰ふん囲い気きなのだろう。

　本当にそれがおぞましい。

（よくもまあこんな部屋に長時間いて、気が狂くるわずにいられるな）

　岳たけ哉やたち三人の側そばには、副会長の雷らい蓮れんレイラが、サーベル四本を提さげ、腕うでを組んで立っている。年ねん齢れいを他ほかの生徒たちに明かしていないレイラは、秘書を彷ほう彿ふつさせる知的で大人びた顔立ちを、銀色の細いフレームのメガネで強調させていた。メガネの奥にある、冷れい酷こくさを醸かもし出している切れ長の目は、会話次し第だいでは冗じよう談だん抜ぬきに、岳哉を斬きりつけてくるだろうと思わせるものだ。

　実際岳哉は、その覚かく悟ごをしている。なにせ相手はホワイトノワゼットに最も近い、空そら殻から生徒会だ。

　この部屋には他にも、生徒会役員たちが斬ざんを除き五人いた。役員たちは、ホワイトノワゼットの倒たおし方かたなどという夢物語には関心はないと言わんばかりに、退たい屈くつそうな視線を岳哉に向けている。

　そして部屋の最深部。そこには机と椅い子すが、唐とう突とつという表現が似合うほど、ポツンと置かれている。社長室にありそうな重じゆう厚こうな机と椅子は、メルヘンな空間からあまりに浮いている。ましてや、その机の上に日本刀が置かれていれば尚なお更さらだ。

　まるでこの魔ま法ほう少女の空間で、彼だけが存在を許されているかのような、異質感。

　そして、そんなことをまるで意に介かいさない堂々とした様子で、彼は座っている。

　人類最強とさえ呼ばれる生徒会長──鬼おに崎ざき暦れき。

　暦は背筋を真まっ直すぐに伸のばし、威い風ふう堂々と重厚な椅子に座っている。視線を岳哉に固定し、まったく動かさない。

「まず理由を聞きましょう。どうしてホワイトノワゼットに忠誠を誓ちかう我々に、殺す方法を伝えるのか？」

　口以外の顔の筋肉を動かさず、暦は岳哉に尋たずねる。指を通しても引っかからないであろう真っ直ぐで長い髪かみと、類を見ない美少年の容姿が、彼を中性的に見せていた。美術品のようにすべてが整っている彼が眉まゆ一つ動かさないでいると、まるで血の通っていないマネキンのようにも見える。

　十六歳で岳哉の年下だということだが、到とう底てい信じられない。

（だって……雰囲気から異様だ）

　生徒会長、鬼崎暦が、人類最強とまで言われているのにはちゃんとした逸いつ話わがある。

　暦は空殻ファームに閉じ込められるまで、襲おそってきた魔法少女を、何度もたった一人で、しかも日本刀一本で追い返してきたらしい。人間の七倍の身体能力を持ち、魔法を使う魔法少女相手にそんなことができるだなんて、にわかには信じられないことだ。

　理り屈くつとしては分かる。魔ま法ほう少女は不死だが、痛覚はある。いくら殺されることがなくとも、わざわざ痛みを与あたえてくる相手には、魔法少女も退たい却きやくしようとするだろう。もちろんそんな芸当が、鬼おに崎ざき暦れき以外にできるとは思えないが。

　しかし、それだけの力を持っていても、暦はホワイトノワゼットには反はん抗こうしなかった。それどころか、ホワイトノワゼットの命令を聞かない者を、反乱分子として表情一つ変えずに斬きり殺したことさえある。

　岳たけ哉やには、暦が何を考えているかまったく分からない。それだけの力があるのに、どうして魔法少女に立ち向かわないのか？　それとも、それだけの力があるからこそ、魔法少女と自分たちの力の差が分かるのか？

　とにかくこれだけは事実だ。ホワイトノワゼットに従う空そら殻から生徒会役員に、殺す計画を伝えることは、正しよう真しん正しよう銘めい命がけの行こう為いだ。反逆と見なされ、暦かレイラに斬ざん殺さつされてもおかしくない。

　しかし、だからこそ岳哉は言うのだ。

「僕は本気でホワイトノワゼットを殺すつもりだよ。そのためには、空殻ファームにいる全員が結束しないといけない。……全員だ」

「なるほど。そのためにはまず生徒会役員を説得しなければ、生徒たちは動かないと考えたわけですね。逆に、生徒会役員さえも動くようなら、他ほかの生徒も覚かく悟ごを決めて従うかもしれない。そうして全面戦争に持ち込む」

「その通りだよ。あなた方もホワイトノワゼットを殺す決意を固めてもらいたいんだ」

　岳哉の言葉に、女役員の一人がついに我が慢まんできなくなったのか、ヒステリックに叫さけぶ。

「ふざけるな！　わたしたちがホワイトノワゼット様を殺すわけがない！」

「ふざけてなんかいないよ。なんなら君にも協力してもらうつもりだ」

「──!!　侮ぶ辱じよくだ。これはわたしたちへの侮辱だ!!」

　女役員は日本刀を抜ばつ刀とうし、一直線に岳哉に襲おそいかかる。あまりに躊躇ためらいのない攻こう撃げきに、岳哉は反応できなかった。

　つまりその強きよう襲しゆうを、避さけることも受け止めることもできない！

　──キン。

　しかし、岳哉の体に、日本刀が突つき刺ささることはなかった。

「副会長、どうして……！」

　岳哉たちの隣となりにいたレイラが、抜刀し、女役員の攻撃を受け止めていた。

「こいつの言葉を、不快に思わなかったんですか!?」

「私の感情は関係ないですね。会長は何も指示していません。となれば、あなたの行為は暴走で、だから止めた。それだけの話です。あなたは自分の短たん絡らくな行動を反省してください」

　言われた女役員は、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、刀を鞘さやに収める。

　暴走。確かに暴走だ。しかしこの場にいる全員、女役員が異常な行動をしたとは思っていない。岳たけ哉やの驚おどろきは、お化け屋や敷しきでする驚きと同じで、あまりに唐とう突とつだったから驚いただけのこと。自分が殺されかけた事への驚きはない。

　この世界では、人の死はありふれている。殺すのも殺されるのも、頻ひん繁ぱんに起こる。殺しを経験している人間も多い。だから、この重大な話し合いで、攻こう撃げきを受けることは想像していた。

　再確かく認にんする。迂う闊かつな発言一つで、岳哉は命を失う。

　これは綱つな渡わたりの交こう渉しようであり、戦いだ。

「さて、続けましょう」

　一連の出来事にも、暦れきは眉まゆ一つ微び動どうだにさせなかった。

「どうやって、ホワイトノワゼットの食事を止めるのですか？」

　岳哉は佇たたずまいを整え、改めて口を開く。

「ホワイトノワゼットを拘こう束そくする。魔ま法ほう少女を拘束した例は、事実としてある。会長、あなたほどの力があれば、他の生徒のサポートがあれば可能なのでは？」

「多くの犠ぎ牲せいを覚かく悟ごすれば、もしかしたらできるかもしれません」

「どうにせよやるべきだよ」

「簡単に言いますね。犠牲というのは人の命ですよ。あなたはそれを背負えると？」

　岳哉は問われ、一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせる。

「……確かに他人の命を背負う権利が、僕にあるとは胸を張って言えない。でも、このまま待っていても、僕らはいずれ殺されるだけだ」

「ホワイトノワゼットの加護を失ったところで、それは同じでは？」

　──加護？

　その単語に、元々暦のホワイトノワゼットへのスタンスに疑問を覚えていた岳哉は、急激に怒いかりを感じる。

（まるで僕らを家か畜ちくとして扱あつかっているホワイトノワゼットが、僕らを救っているみたいな言い方じゃないか……！　その認にん識しきだけは許せない！）

「……何が加護だよ！　敵かなわないからって、そうやって思考を放ほう棄きするな！　思考を放棄したら、僕らは動物と変わらない！　ホワイトノワゼットは、生徒会役員だろうが、例外なく喰くらうって知ってるだろ！　優ゆう遇ぐうなんてしない。あなただっていずれ殺されるんだ！　それなのになんなんだ！　ホワイトノワゼットに倒とう錯さくした恋愛感情でも抱いだいているんじゃないのか!?」

「た、岳哉！　い、言い過ぎよ！　殺されるわよ！」

　リリィが前のめりになる岳哉の体を、抱だき止める。

「ご、ごめんなさい会長……。この人は大切な人が次に殺されそうになっているから、焦あせっているんです！　だ、だから許してあげて！　……いえ、ゆ、許してください！」

　リリィは必死に懇こん願がんする。

　暦れきの眉まゆがわずかに上がっている。仲間が岳たけ哉やに襲おそいかかっても、眉一つ動かさなかった彼がそんな表情を見せていることは、異常な事態だ。

　その様子に、ようやく岳哉は冷静になる。

「……ごめん、リリィ。ありがとう」

「そんなのいいから会長に謝って！」

　岳哉は「すみませんでした！」と叫さけび、頭を下げる。だが岳哉は覚かく悟ごしていた。

（極きよつ刑けいだろう）

　逃のがれられない。

　交こう渉しようが何も上う手まくいっていないのに暦を侮ぶ辱じよくするような発言。生徒会役員の前でそんな発言をしてしまった以上、秩ちつ序じよを何よりも重要視している暦が見逃すことはない。暦を慕したう役員たちも許さないだろう。現に冷静なはずのレイラが怒りを隠せていない。暦が処刑を指示したら、一も二もなく岳哉を処分するだろう。

（……僕はなんてバカなことを……！）

　しかし、いつまで経たっても、暦は何も指示しなかった。

　岳哉は脂あぶら汗あせで濡ぬれた顔を上げる。

　暦は、いまにも斬きりかかろうとしている役員たちを、手で制止していた。

　岳哉は安あん堵どし、長い息を吐はく。なぜだか知らないが、暦は岳哉をまだ処刑するつもりはないようだ。

　その様子を見て、斬ざんが呆あきれ顔がおを見せる。

「……岳哉、実はわずかに期待していた。お前が会長の心を動かすのではないかとな。お前は時に、そういうことを起こす男だと俺は知っている」

　斬は溜ため息いきを吐つく。

「だが、失望したよ。お前はただヒステリックに叫んだだけ。それで誰だれが付いてくる？」

　斬の薄うすら笑わらいに、まるで返す言葉がない。空そら殻から生徒会役員と話をつけようとしたのは、間ま違ちがいだとは思わない。だけど、あまりに無茶で無策で無知だった。

「諦あきらめろ岳哉。お前の気持ちは痛いほど分かる。何せ麗れい歌かさんのことは、俺も多分に関係することだ。麗歌さんが生いけ贄にえになる事態は心から避さけたいと思っている。……しかしそれだけだ。お前の気持ちが分かるだけだ。それでは誰もお前の案に興味を示さない」

「いえ、興味深いですね」

　暦の言葉に、斬は目を見開く。他ほかの生徒会役員たちもレイラを含ふくめ、一様に驚おどろいている。

「ようやく合が点てんがいきました。なるほど、どうしてあなたがあんな乱暴な言葉遣づかいを、と思いましたが、原因は彼女ですか」

「彼女？」

　岳たけ哉やの問いに、暦れきは答える。

「伊い集じゆう院いん麗れい歌かくんですよ」

　その名前が出ただけで、岳哉の体は強こわばる。

「私は生徒たちの性格を掌しよう握あくしています。それはおそらく、あなたたちの予想を遥はるかに超こえるレベルでしょう。しかしですね、あなたがここまで激高することを、私は予測できなかったのです。あなたを掌握している私には、あまりに予想外の態度でした」

「最近の岳哉は弱っているから仕方ないわ」

　リリィのフォローに、暦は頷うなずく。

「そう。岳哉くんは本来の姿からかけ離はなれている。激高し、無む謀ぼうにもホワイトノワゼットを殺そうとするのも、彼女──伊集院麗歌のため。違ちがいますか？」

　違……わない。どんなに理想を唱えようとも、結局それだ。

　岳哉は唇くちびるを嚙かむ。自分がどれだけ滅めつ茶ちや苦く茶ちやを言っているのか自覚したのだ。

　一人の女のために、生徒全員に命を賭かけろと強要している。そんなの聞き入れてもらえるはずがない。

「問題は」

　暦は鞘さやに入った日本刀を手にし、立ち上がる。

　暦が日本刀を持つことは特別な行動なのか、役員たちは目を見開いている。

「問題は、伊集院麗歌に傾けい倒とうしているのは、あなただけではないことです」

「……どういうことですか？」

「実は生徒会は大おお忙いそがしなんですよ。麗歌くんが次の生いけ贄にえに選ばれてから、あなたのように、ホワイトノワゼットに立ち向かおうと考える者が絶えないのです。あなたのように、麗歌くんを救いたいと考えているからです」

「僕以外にも行動を起こした人が……？」

　岳哉は、自分が誰だれよりも麗歌を愛している、その自信がある。しかし、慕したっているという言葉では片付けられないほどの感情を麗歌に抱いだいている生徒は大勢いる。空そら殻からファームに入ってからもその数は増え続けている。

「自覚的か、無自覚なのかは、分かりません。ですが、伊集院麗歌、彼女は人間を狂くるわせます」

「狂わせる……？　何を言っているのか分からない。麗歌姉さんは、ただ誰よりも優やさしいだけだ」

「けれど、現にあなたは、命がけで動かされているのでは？」

「違う。自発的に僕がやっているだけだ」

　しかし暦は、その言葉を無視し、続ける。

「伊集院麗歌がいなくなれば、影えい響きようが消えると思いましたが……危険かもしれませんね。彼女を失うことで、この共同生活の秩ちつ序じよに、亀き裂れつが入る可能性が高い。そしてあなたは、『支配者』、伊い集じゆう院いん麗れい歌かに最も近しい立場の人間です。……ふむ」

　暦れきは岳たけ哉やの顔を凝ぎよう視しする。

　撃うち殺せそうな程ほどの、鋭するどい視線。

「あなたはホワイトノワゼットを拘こう束そくする、と言いましたね？」

　岳哉は迫はく力りよくに押されながらも、小さく頷うなずく。

「もちろんその策は、あなたが主導し、責任を持つのでしょう？」

「……と、当然だよ。作戦もちゃんとある」

「なるほど。上等です」

　暦はこちらに向かって歩いてくる。長身瘦そう軀くの体が一歩近づく度たび、空気が冷たく、鋭くなり、体が削けずり取られるようだ。

（……殺される、のか？）

　その視線には、否いや応おうなくそう思わせるだけのものがある。しかし、岳哉の脚あしはぴたりと床ゆかに貼はり付いて動かない。暦から放たれる空気が、岳哉を摑つかんで離はなさないのだ。体は硬こう直ちよくして動かず、呼吸の仕方さえも忘れる。じっとりと粘ねばっこい汗あせが額に浮かび、心臓がリズムを忘れて乱暴に飛び跳はねている。

「あなたは先ほど、私を動物と表現しましたね？」

　表情を動かすことのない暦が、ほんのわずかに眉まゆを寄せた。

　それに岳哉が気付いたと同時だ。

　暦は、抜ばつ刀とうし──抜ぬき身みを鞘さやに収めた。

　それしか見えなかった。刃やいばはまったく視界に映らなかった。しかし──消えていた。

　首から上が、消えていた。

　先ほど岳哉に襲おそいかかった女子役員の首から上が。

「ひ！」

　悲鳴を上げ、その場にへたり込むリリィ。

「私は、人間ですよ」

　女子役員の首から、血が時間差で噴ふき出す。

「ど、どうして彼女を殺し──」

　岳哉の声はそれ以上出ずに止まってしまう。岳哉がいくら死体に慣れているといっても、こんな抵てい抗こうなく、人を殺せる人間を見たのは初めてだ。ましてやこの女生徒は、日本刀を扱あつかっていたことから分かるように、かなり暦を慕したっていたはずだ。その相手を、こうも易やす々やすと殺す。

　異常。

　目の前の男は、異常だ。

「処分の理由ですか。彼女はホワイトノワゼットを信しん仰こうしすぎていました。これからあなたが起こす行動の障害になるでしょう。だから処分しました」

　生前と同じように二本脚あしで立っていた頭のない死体がゆっくり傾き、崩れ落ちる。遠くに転がる頭部の表情は、当然自分が殺されたことなど理解していないものだった。

「私はこれから賭かけに出ます。伊い集じゆう院いん麗れい歌かの従属であるあなたの策に、生徒会は従いましょう」

　あっさりと暦は、岳たけ哉やの望んだ発言をした。

　しかし岳哉は戸と惑まどったまま、状じよう況きようを理解できない。ただでさえ目の前の異常さに思考が止まっているのに、暦れきが突とつ然ぜんそんな決断をした理由も分からない。

　しかし、混乱する岳哉に構わず、暦は続ける。

「私とレイラくんしか知らない、事実を教えましょう。これはウサコロから聞いたことで、間ま違ちがいのない事実です」

「か、会長！　それは！」

　暦はレイラの制止の声を気にとめず、血に濡ぬれた顔を岳哉に向ける。
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「ホワイトノワゼットは、岳哉くんのクラスメイトです」




　それはあまりに想定外の言葉だった。次々と投げかけられる衝しよう撃げき的な状況に、思考が追いつかない。

　しかし岳哉は、なんとか言葉を絞しぼり出す。

「あ、あり得ない……。だ、だって僕らは空そら殻からファームで二十四時間共同生活をしているんだ。第十八クラスの仲間は、ずっと見てきた。魔ま法ほう少女と人間はまるで価値観が違ちがうんだから、側そばにいて隠かくしきれるわけがない……」

「事実は事実です。受け止めてください」

「……だけど！　それじゃあ相当長い時間、ホワイトノワゼットは変身を解いていたことになるじゃないか！　魔法少女の常識としてまずあり得ない！　……か、会長は、僕を混乱させようとしているんじゃ？　そうじゃないなら、証しよう拠こを見せて欲しい」

　この場で証拠なんてものが容易に出せるわけがないことは分かっていた。思わずそう口にしてしまったのは、あまりにも暦れきの言葉が信じ難がたかったからだ。

　しかし暦は言った。

「いいでしょう」

　暦は制服のポケットに手を入れ、岳たけ哉やの手に、何か硬かたいものを握にぎらせた。手にちょうど収まるほどの大きさだ。

　岳哉は恐おそる恐る、手を広げる。

　ピンク色の四角いケース。上部には星の模様がついているケースのデザインは、どこか玩具おもちやめいている。軽くも重くもなく、素材はプラスチックに似ているが、それよりも重厚さがあって頑がん丈じようそうだ。

　この状じよう況きようにそぐわない、ふざけたデザイン。

（ずいぶんと派手だけどこれは……指輪のケースか？）

　気付いて。

「──まさか……!!」

　岳哉は大きく目を見開き、暦を見つめる。

「おそらくあなたが考えている通りです。ご存じでしょう？　魔法少女は夢幻円環マジカルレシピリングを指に嵌はめることで、変身をします。そのケースの中に入っているものが、その夢幻円環マジカルレシピリングです。間違っても宝石に触ふれないでくださいね。持ち主以外が触れると、即そく、魂たましいを奪うばわれますよ」

　岳哉は唾つばを吞のみ込み、ゆっくりとケースを開く。

　瞬しゆん間かん──

　──世界が一気に、集束し、圧縮し、歪ゆがみ、揺ゆらぎ、霞かすみ、強こわばり、色を変え──

「────っ!!」

　岳哉はすぐにケースを閉じた。中にあった宝石に、人格さえ乗っ取られてしまうような気がして。

「はぁ……はぁ……」

　一瞬しか見ていない。──いないがしかし、脳裏にははっきりと今見た指輪が思い浮かんでいる。細かい模様が刻まれた金色のアーム。そしてその中心に、ダイヤモンドに似た透とう明めいな大きな宝石が嵌はめられていた。

　宝石には、ケースと同じ星の模様が、浮き上がっているかのように描えがかれていた。

　本当に、一いつ瞬しゆんしか見ていない。だがそれだけで十じゆう二に分ぶんに分かる。

（──これは、あってはいけないものだ）

　この宝石が危険なものだと。

　それぐらいこの宝石は、魅み惑わく的で、狂きよう気き的だ。

「夢幻円環マジカルレシピリングは人間には壊こわせません。が、これを私が持っている以上は、ホワイトノワゼットは変身することができません」

　岳たけ哉やは見開かせた目を、そのまま暦れきへと向ける。

「……どうしてホワイトノワゼットはこんな大切なものを、人間である会長に？」

「あなたは、魔ま法ほう少女の魔力を強化する方法を知っていますか？」

　岳哉は首を横に振ふる。まったく聞いたことがない。

「ほとんど知られていないことですから、知っていなくても無理はありません。ホワイトノワゼット以外の魔法少女はそんなことをしませんし、必要もないですからね」

　暦は手を差し出し、岳哉から夢幻円環マジカルレシピリングを返してもらう。

「リスクです」

　暦は言う。

「リスクの種類はなんでも構わない。しかしリスクを負えば負うほど、魔法少女は自らの魔力を強化できる。私に夢幻円環マジカルレシピリングを渡わたすことで、自分の身を危険に晒さらし、ゲームで言えばレベルアップをしているわけですね。そのようなことを、指輪を渡すときにウサコロが言っていました」

「……リスクの種類がなんでもいいなら、『会長に預ける』ことを選んだ理由は……？」

「それは分かりません。その手段を選んだのはホワイトノワゼットですから、私の知るところではありません」

　確かにホワイトノワゼットが勝手に押し付けたのだとしたら、その理由を暦が知らなくともおかしくはない。

（……けど、さすがに噓うそだ）

　それほど都合のいい話を鵜う吞のみにするほど、岳哉はお人ひと好よしではない。

（おそらく会長は、ホワイトノワゼットとなんらかの取り引きに応じている。理由を隠かくしているということは、僕たち生徒にとって、都合がいい話じゃないんだろう）

　そこまで考えて、岳哉は頭を搔かきむしる。

（けど取り引きだって？　魔法少女が人間と？　なんだよそれは？）

　想像できない。

　ホワイトノワゼットが、例外の多い魔法少女だということは薄うす々うす分かっている。しかしどうすれば、絶対的に力が上の魔法少女が、人間に従うというのか？

　混乱している岳たけ哉やをよそに、暦れきはいつも通りの、思考が一いつ切さい読めない表情で言った。

「さて、これからどうなさるつもりですか？」
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　魔ま法ほう少女は元人間だ。だが、彼女たちが発現した原因には謎なぞが多い。十三年前から起こり始めた世界の終焉ヒユーマンイールドその後期に、ごく一部の十歳から十六歳の少女が、魔法少女になる力を得た。そして、少しずつ増加している。それ以外は不明だ。

　元人間である少女たちは、食しよく物もつ連れん鎖さの下もとに位置する人間たちを、自分と同等の価値があるとは思わない。人間を喰くらうことに抵てい抗こう感がないのは、人間時代の記き憶おくを失ってしまうことにもあると言われているが、あったとしても今と変わったかどうかは分からない。圧あつ倒とう的な強者とは、弱者のことは思いやれないものなのだ。

『ホワイトノワゼットは、岳哉くんのクラスメイトです』

　そこまで高次にいる魔法少女が、ここまでまどろっこしい工作を人間相手にするとは、岳哉にはどうしても思えない。

　しかし現に、暦は夢幻円環マジカルレシピリングを手に持っている。

（会長が敵か味方か、正直分からない。でも、こんな噓うそを会長が僕に言う理由も思い当たらない）

　ホワイトノワゼットと共きよう謀ぼうし、岳哉や他ほかの生徒を追いつめるため？　──それはない。それならホワイトノワゼットが元の姿に戻もどるだけで、生徒全員を思うがまま殺さつ戮りくできる。

　それに──

（──僕は結局、この言葉を信じなければ、ただ麗れい歌か姉さんが喰われるのを、指をくわえて待っていることしかできない。選せん択たく肢しは端はなっからないんだ。なら、信じるしかないじゃないか）

　だから岳哉は腹を括くくった。

　これからやることは、暦に強要されたことでもなんでもない。元より自分がやろうとしていたことだ。

　岳哉が自分の責任で、自分の覚かく悟ごで、この作戦を実行する。




　岳哉は古びた教室にいた。

　教きよう壇だんの上から教室を見渡わたす。机と椅い子すはないので、第十八クラスの三十人は、ギシリギシリと悲鳴のような音を上げる古い木の床に座り生活をしている。眠ねむるのも、ここに薄うすい布ふ団とんを敷しいて寝ねるのだ。

　長い共同生活の中で、女子の半分は面めん倒どうくさがって、男子の目を気にせずその場で着き替がえるようになっていた。（十二歳のココはともかく、曜よう子この着替えは男子生徒の目の毒なので、岳たけ哉やは何度も注意しているが曜よう子こはまるで聞かない。ちなみにリリィは絶対にトイレの個室以外では着き替がえない）。それぐらい全員が、余計な気を遣つかうことはない。

　突とつ然ぜん不安感に襲おそわれ泣き叫さけぶクラスメイトがいれば、全員で慰なぐさめる。クラスメイトが死ねば、全員で墓を作り、埋まい葬そうする。

　いつ食しよく糧りようにされるか分からない日々を、たった一人で生きていくのはつらすぎる。だからクラスメイトたちは自然と手を取り合って、助け合って生きてきた。

　クラスメイトは、深い絆きずなを持った仲間だ。

　いや、もはや家族だ。

（──でも、もう納なつ得とくしよう。理解しよう）

　この中に、クラスメイトたちをいつ食べようかと吟ぎん味みし、舌なめずりをしている魔ま法ほう少女がいる。

　いくらホワイトノワゼットが例外的な魔法少女でも、根本の価値観は変わらない。それが今まで魔法少女に、親兄弟友人知人を殺されてきた岳哉の結論だ。現に空そら殻からファームでも、ホワイトノワゼットは人間たちを生いけ贄にえと称しようして、殺害を繰くり返している。

　岳哉は教きよう壇だんの机を叩たたいた。

　クラスメイトの視線が集まる。

「これからみんなを、監かん禁きんしようと思う」

　岳哉の宣言した言葉は、どうしても怒ど気きがこもってしまった。ホワイトノワゼットは、どんな気持ちで励はげまし合う自分たちを見ていたのか？　どんな気持ちで苦しみ泣き叫ぶ自分たちを見ていたのか？

　きっと楽しんでいたに違ちがいない。それを考えてしまうと、どうしても怒いかりが隠かくせない。

　不ふ穏おんな単語にざわめき出すクラスメイトたちに、岳哉は続ける。

「率そつ直ちよくに言うよ。みんなの中に、ホワイトノワゼットがいる。これは生徒会長から聞いたことだ」

　途と端たんに教室内は、シンと静まりかえる。生徒にとって、生徒会長の存在感はそれだけ絶大なものなのだ。

「クラスメイトの中にホワイトノワゼットがいると分かった以上、僕らは今まで通りにはいられない。食糧として飼われていたこの共同生活は、たぶんみんなもそうだと思うけど、僕にとってつらいだけじゃなかった。楽しいことも十分にあった。それもこれも、死と隣となり合わせの中で、僕らが家族になれたからだ」

　強い口調で言い放つ。

「でも、手を取り合い、寄り添そい合う共同生活は、もう終わってしまった」

　岳哉は怒りを隠しきれず、瞳ひとみに込める。

　しかしその感情を誰だれに向けていいのかは分からない。ただ、教室の奥の虚こ空くうに怒りを向ける。

「疑わなければいけないんだ。隣となりの人間が、魔ま法ほう少女かもしれないと。一人魔法少女がいただけで、僕らの今まで築き上げてきたものに、大きな亀き裂れつが入った。僕らの絆きずなは、破は壊かいされた」

　拳こぶしを握にぎりしめる。

「僕たちはもう、家族じゃない」

　そして岳たけ哉やは、残ざん酷こくな真実を告げる。




「疑い合う、敵同士だ」




　押し黙だまっていたクラスメイトたちはそこまで聞いて、さすがにざわめき始めた。岳哉に向かって口々に言う。

「ま、待ってよ、敵同士って……大げさな」「冗じよう談だんでしょ？　私たちの中にホワイトノワゼットがいるなんて」「やっぱりそんなの信じられない。生徒会長が本当にそんなことを言ったのか？」「実際に言ったとしても、何かの間ま違ちがいじゃ……」

　予想していた反応だ。すぐにそんな内容を受け入れられるわけがない。

　しかし、それを分かっていても、敢あえて岳哉は平然と続ける。

「チャンスは今しかない。ホワイトノワゼットは夢幻円環マジカルレシピリングを会長に持たれているから、変身できない。この教室から誰も出なければ、ホワイトノワゼットは元の姿には戻もどれないんだ。ホワイトノワゼットが誰か分からない以上、全員外に出すわけにはいかない。僕は、容疑者であるみんなを監かん禁きんするよ」

　岳哉は手を広げ、叫さけぶ。

「そして僕らは、ホワイトノワゼットを餓が死しさせる」

　一方的に話を進める岳哉に、クラスメイトたちは当たり前だが怒おこり始めていた。まさに岳哉に怒ど号ごうが浴びせられる──その寸前、素す早ばやく跳とび入ってくる物体があった。

　ウサコロだ。

（ようやく来たか。こんな話題をすれば来るに違いないと思っていたよ）

　いつもなら岳哉は、ウサコロを鬱うつ陶とうしいとしか思わない。だが、今回に限っては、ウサコロの登場を待ち焦こがれていた。

　ウサコロは黒板の粉受けの部分に器用に乗っかり、手をパタパタ動かす。
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「岳哉くん　きいてないよ。ノワを　とじこめようだなんて　ほんとうなの？」

「本気だよ、ウサコロ」

「やめて！　そんなことをしたら　みんなが　殺されちゃうよ」

「どうせ今まで通りに大人しくしていても、食しよく糧りようにされて殺されるじゃないか」

　ウサコロは頭を抱かかえる。見るからに困っていた。

「うう　ウサコロは　どうしたら？　こんなとき　どうしたらいいのかわからないよ」

「ホワイトノワゼットに指示を聞いてきたらいいよ」

「え？」

　ウサコロは動かない。

　いや、動けないのだ。

　なぜならホワイトノワゼットはこのクラスにいるからだ。目の前で指示を聞くような真ま似ねをすれば、当然その正体が判明してしまう。

　そう、岳たけ哉やはウサコロのこの反応を引き出し、クラスメイトに現実を突つき付けたかった。だからウサコロの登場を待ち焦こがれていたのだ。

　ウサコロが身動きできないことを見たことで、クラスメイトもようやく少しずつ理解し始める。本当に、このクラスにホワイトノワゼットが潜ひそんでいることを。

「……委員長、ちょっと待ってよ」

　口を開いたのは、十八歳で最年長ということもあり、女子のリーダー的存在である鴉からす羽う美みだ。

　ちなみに岳哉は、別に学級委員長ではない。第十八クラスにそんなシステムはない。クラスのまとめ役を引き受けることが多かったので、一部でそう呼ばれているだけだ。

「委員長が私たちを監かん禁きんする理由は分かったけど、ウサコロの言うとおり、ホワイトノワゼットの怒いかりを買って、私たちが殺されることはないの？　いくら変身できないっていっても、なんにもできないわけじゃないでしょ？」

　そんなつもりはないかもしれないが、普ふ段だんから威い圧あつ的な羽う美みの口調は、岳たけ哉やを問い詰つめているようにも聞こえる。

「絶対にない、とは言い切れないね」

　岳哉は当然のように、あっさりと答えた。

「え？　ちょっと！」

「あの、私からもいいかな？」

　普段は大人しい、有あ里り深み雪ゆきが珍めずらしく羽美を遮さえぎって、発言する。

「魔ま法ほう少女の食しよく糧りようって、人間の魂たましいだよね？　なら、その……餓が死しはさせられないんじゃ？　私たちが閉じこもっても、私たちを食べればいいだけの話になるよね？　魔法少女って確か、人間の姿のままでも、人間の魂を食べられるんだったよね？」

「ホワイトノワゼットは正体を明かしたくない。それは今までの共同生活から、はっきり分かっているよね。この人数の前で、こっそり人を食べることはできないよ」

「でも、餓死までしそうになったら、正体どうこう言ってられないかも」

「そうだね。僕らは喰くわれるかもしれないよ」

　深雪は端たん的てきな言葉に、顔を青ざめさせる。

「それどころか、異変に気付いた仲間がやってきて、ここにいる全員を殺すかもしれない」

　深雪やクラスメイトの不安を煽あおるようなことを、岳哉は言う。

　だが、その言いぐさにも、文句の声は上がらない。岳哉の表情だけで皆みなには伝わっていた。

　──岳哉は覚かく悟ごを決めている。

「僕だって、誰だれも犠ぎ牲せいにしない、確実に成功する方法があれば、どんなにいいかと思うよ。でも、これ以上のチャンスがある？　ホワイトノワゼットの変身を防げるこれ以上のチャンスが、この先あると思う？」

　岳哉は歯を食いしばる。

「ないよ。断言できる、絶対ない。そりゃあ危険だよ。失敗すれば、僕らは皆殺しだろう。でも、もう運命を変えるチャンスは二度と来ない。だから──」

　岳哉は、大きく頭を下げた。

「覚悟を決めてくれ！」

　教室は静まりかえる。

　文句は出なかった。かといって、賛同の拍はく手しゆも起こらない。すぐに誰もが、戦う覚悟ができるわけもない。

　岳哉は頭を上げる。黙だまっているクラスメイトたちに、小さな段ボール箱と、千切った紙を取り出し、見せる。

「投票をするよ。ここで籠ろう城じよう生活をするかしないか、『○』か『×』をつけて、この箱の中に提出して欲しい。匿とく名めいで構わないよ。票の多い方でどうするかを決めよう」

　反論は上がらなかった。

「……リリィ、紙を配るのを手伝ってくれないかな？」

　リリィは無言で立ち上がって、岳たけ哉やと共に紙切れを配り始める。

　岳哉は本心では、強制的にでも監かん禁きんを行いたいと思っていた。でも、この戦いは間ま違ちがいなく長期戦になる。いつこの狭せまい教室から出られるか分からない、いつホワイトノワゼットが痺しびれを切らして自分たちを殺害するか分からない、その状じよう況きようはものすごく強いストレスになる。他人に強制され、この作戦に臨のぞむのでは、耐たえられずに逃にげ出すクラスメイトも出てくるだろう。それでは計画は破は綻たんしてしまう。

　だからここで、腹を括くくってもらう。

　反対者が多かったら、この作戦はどのみち実行不能だろう。諦あきらめるしかない。

　そう考えていた矢先だった。

「あたしは『×』を書くわよ」

　紙切れを配り終え壇だん上じように戻った岳哉に、蜜みつ石いし曜よう子こが声を上げた。

「あたしは……いえ、あたしだけじゃない。みんな知ってるわ。魔ま法ほう少女に勝つ事なんて不可能だって。作戦を実行すれば、あたしたちは苦しんで死ぬわ。本心ではあなたもそう考えているでしょう？」

　岳哉は答えない。

「だったらあたしは現状維い持じを選ぶわ。日々を穏おだやかな気持ちで過ごしたいもの。元々そういう質たちだから、生徒会に入って、ホワイトノワゼットの指示を聞いているわけだしね。ねえ、斬ざんや廉れん早さだって、似たような感じで役員になったのでしょう？」

　名指しされた二人は、曜子の言葉に小さく頷うなずく。

「それにね、言っちゃ悪いけど、あなたが急にホワイトノワゼットを殺そうとしだしたのは、第一クラスの伊い集じゆう院いん麗れい歌かが生いけ贄にえに選ばれたからでしょう？　自分の好きな人を殺されたくないから、こんなにも焦あせっているわけでしょう？　あなたは自分の恋愛に、他ほかのクラスメイトを巻き込んでいるのではなくて？　否定できるかしら？」

「……否定はしないよ。もし次の生贄が麗歌姉さんじゃなきゃ、今僕は動いていないかもしれない」

「……ずいぶんと素す直なおね」

「だけどね。それはきっかけの一つでしかないんだ。僕はいずれ、ホワイトノワゼットと戦うつもりではいたよ」

　それは本当だ。だって、麗歌が生贄に選ばれなくても、いずれ岳哉か麗歌が生贄になる機会は来た。決断するきっかけが必要だっただけで、ホワイトノワゼットと戦うこと自体は、岳哉はずっと前から決めていた。

「岳哉」

　次に口を開いたのは、斬ざんだった。

「何度言っても分からないお前には呆あきれるばかりだが、また言ってやる。人間が魔ま法ほう少女に勝利した例はない。かつて世界中で軍が機能していた時代でさえもない。それなのに、たまたま状じよう況きようがマシってだけで、魔法少女を殺せると思っているのか？」

「……斬も曜よう子こさんと意見はほぼ同じだと？」

「ま、そうだな」

　岳たけ哉やは紙を配り終え、元いた場所に座ったリリィを見る。リリィは、岳哉が教きよう壇だんに上がり始めてからずっと、真しん剣けんに岳哉を見つめ、話を聞いている。

　リリィがこうして協力してくれたのは、これから岳哉がする話に納なつ得とくしたからだ。

　空そら殻からファームで過ごす生徒の大半は、斬や曜子のように魔法少女に勝てない現実と折り合いをつけて、心を安定させている。リリィもそうだった。その考え方を岳哉は正しいと思うし、それができることが強さでもあると思う。

　けれど岳哉は、気付いていた。

「斬。穏おだやかに死ぬまで過ごすだなんて、無理なことなんだ」

　その考え方の限界に。

「そもそも僕らが、そんな発想ができるのは、ホワイトノワゼットに飼育されているからだよね？」

「……何が言いたい？」

「僕らはホワイトノワゼットに、無理矢理旧空殻学園校舎に押し込められた。管理され、食しよく糧りようにされた。生せい殺さつ与よ奪だつの権を握にぎられた。とても屈くつ辱じよく的なことだよ。だけど皮肉にも、ホワイトノワゼットに飼育されたことで、他ほかの魔法少女に襲おそわれず、安全になったとも言える。家か畜ちくが人間によって、天敵や病気から守られるようにね。時折出る犠ぎ牲せい者に目をつぶり、屈辱にさえ耐たえれば、ある意味安あん寧ねいの日々だった」

「それは……まあ、そうかもな」

「でも、気まぐれな魔法少女が──ホワイトノワゼットが、いつまでもそんなことを続けていると思う？」

「────」

「そもそも僕らは、ホワイトノワゼットがどうしてこんなことをしたのかを知らない。何もホワイトノワゼットのことを分かっていない。一週間に一人しか食べない目的は？　大人たちから隔かく離りした理由は？　気まぐれで僕らを暴食する可能性は？　生徒会長に夢幻円環マジカルレシピリングを渡わたし、第十八クラスに潜ひそんだ理由は？　何も分からないのに斬は、どうしてそこまで、人間を食糧としか思っていない魔法少女を信しん頼らいできるの？」

「それ、は──」

「そうだよ、こんな状況、長く続くわけがない。すぐにでもホワイトノワゼットはこんなことをやめるかもしれない。僕らは昔に戻もどり、本来の現実に戻るんだ。いつ襲おそわれるか分からず、夜も寝ねられなかった現実に。身近な人間がどんどん死んでいく現実に。悲鳴に慣れ、血に慣れ、肉の焼ける臭においに慣れ、絶望に慣れていくあの現実に。そうだろう？」

「…………う」

「その現実を前にして楽しく過ごす？　そんなことできるわけないんだ」

　斬ざんは反論の言葉を失った。

　岳たけ哉やはずっと、その現実を理解していた。敢あえて言わなかったのは、目を逸そらし続けなければ、この生活に耐たえられない人がいるからだ。偽いつわりの安寧でも、人によっては救いになる。

　でも、もう岳哉は戦うと決めた。

　だから岳哉は、現実を突つき付ける。断言する。

「ここにある穏やかな日々なんて、ホワイトノワゼットが魔法で見せてる、幻想だ」

　敢えて言うまでもない。そんなことは、このメルヘンでデタラメな白い空を見れば、明らかだった。

「う……うああん……」

　最年少のココが泣き始める。

　いつもなら適当な優やさしい言葉を掛かけて慰なぐさめていたけれど、もうそれはできない。

「僕ら人間は、魔ま法ほう少女に勝利したことはないよ。僕らは負け続けている。でも、勝たなきゃいけないんだ。それ以外に、どこに救いがあるんだ？　なあ、答えてくれよ、斬ざん」

「────」

　斬は、唇くちびるを嚙かみ締しめ、完全に押し黙だまった。

　教室は静まりかえった。

「まってよ　みんな」

　そんな中、ウサコロが何度も飛び跳はねて訴うつたえる。

「ノワは　みんなをうらぎったりは　しないよ」

　虫のいい甘い言葉には、もう誰だれも騙だまされない。

「いいんだ、ウサコロ。僕はもう、飼われているのはうんざりだ」

　拳こぶしを握にぎりしめる。

「僕たちは、家か畜ちくになんてならない」

　クラスメイトたちをしっかりと見据すえて、言い放つ。




「僕たちは、人間になるんだ」




　言った途と端たん、岳哉の目から涙なみだが零こぼれる。

「く──」

　だって、岳たけ哉やだって受け入れたくない。

　苦しんで死ぬであろう未来を、受け入れたくない。

　偽いつわりではあったけれど、楽しいこともたくさんあった。その日々をどうして自ら手放さなくてはならない？　岳哉だってリリィたちと笑って生きて、死にたい。

　でも、もうそれができない。

　自分はたぶん、無念と苦痛と後こう悔かいに苛さいなまれながら死ぬ。生きている間中、みんなに戦うことを押し付けてしまったことに、罪悪感を抱いだき続ける。誰だれかが死んだら全部自分のせいだ。責められるのは当然。恨うらまれるのは必然。

　岳哉は他人の命の責任を全部、背負ってしまった。人一人では背負いきれないほど、重いものを背負ってしまった。

（……誰か、代わってくれよ）

　しかし誰も代わりを引き受けたりしない。誰も助けてはくれない。苦しみは自分の中に押し込め、先頭に立つしかない。

　戦う。

　命がけで戦う。

　岳哉一人ではなく、空そら殻からファームにいる全部の命を賭かけて。




「さあ、魔ま法ほう少女の殺害を始めよう！」




　岳哉の言葉が、どれだけクラスメイトに響ひびいたかは分からない。

　だけどその後行った投票の結果は、『○』がほとんどを占しめた。










　　　　　　４




　第十八クラスのクラスメイト全員は、教室に籠ろう城じようすることに決まった。

　岳哉が教室をほとんど離はなれられない以上、教室外でのことは他ほかの人間に任せなければならない。それは生徒会を中心に、他のクラスの生徒たちが引き受けることになる。

　作戦が実行され、暦れきはすぐに生徒全員を体育館に集め、現状と作戦を伝えた。これから授業は行われず、一週間に一人の生いけ贄にえが選ばれることもない。

　だけどそれに生徒たちが喜ぶことはなかった。魔法少女相手に、思い通りに事が運ぶわけがないと、経験上誰もが思っているからだ。

　全生徒たちには、第十八クラスが立てこもる教室に張り込むことが義務づけられた。十人体制で、三時間交代だ。そのため一日八十人を必要とする。岳哉の許可なく教室から出た生徒は、問答無用でホワイトノワゼットと見なし、捕ほ獲かくのために攻こう撃げきする。それは生ぬるい攻撃ではなく、ホワイトノワゼットでなければ間ま違ちがいなく死ぬものだ。

　張り込み番から報告があれば、空そら殻からファームの生徒全員で、ホワイトノワゼットの捕ほ獲かくに動く。もちろんそれは命がけになるだろう。

　改めて岳たけ哉やは思い知る。

　自分の行動が、空殻ファームの仲間たちを、全ぜん滅めつの危機に晒さらしているのだ。

「顔が青いな岳哉」

　斬ざんに話しかけられ、岳哉は自然とうつむいていた顔を上げる。

「そうかな……」

　岳哉は、斬と親友の秀しゆう平へいを連れ出し、理科室で今後の方針を決めていた。

　所々表面が剝はげているデスクの上には、先ほどクラスメイトに書いてもらった投票紙が並んでいる。

「ところで岳哉、なにをしている？」

　岳哉は貴重なマッチで、アルコールランプに火を点つけていた。

「この投票紙には、実は仕し掛かけがあったんだ。投票紙全部に、砂糖水で数字を書いていてね、火で炙あぶればその数字が出てくるようになっている。渡わたした番号を把は握あくしていれば、誰だれが書いたものか分かるんだ」

「ふん、匿とく名めいってのは噓うそだったのか。ということは、紙を配ったリリィもグルなのか？」

「ああ」

「ど、どうしてそんなことを？」

　秀平の質問には、岳哉ではなく、斬が答えた。

「当然、クロを探すためだろ？　ホワイトノワゼットが籠ろう城じようを望むわけがない。『×』を書いた奴やつの中に、ホワイトノワゼットがいる可能性が高いと岳哉は踏ふんでいる」

「ああ。それから反対した人を、注意深く見守る必要もあるって意味もあるよ。不本意に籠城することが決まって不満があれば、疲つかれてきたときに、問題行動を起こすかもしれないしね」

　言って岳哉は紙切れを炙り始める。

「岳哉くん。聞きたいのだけど、どれくらいこの作戦が危険だと思ってる？　ホワイトノワゼットがどう動いてくると思う？」

　秀平の質問に、岳哉は少し考えて、正直に答える。

「上う手まく行く方が、難しいとは思ってるよ。だって、ホワイトノワゼットが餓が死しするまで何もしないとは思えない。夢幻円環マジカルレシピリングを会長が持っているとはいっても、正体が漏もれることを覚かく悟ごしたら、手段はあると思う」

「例えば？」

「仲間に助けてもらうかもしれない。ホワイトノワゼットに仲間がいるかは知らないけれど、本来魔ま法ほう少女は単独では動かないからね」

「じゃ、じゃあどうするの？」

「僕らはホワイトノワゼットがアクションを起こす前──人間の格好をしているうちに、正体を暴あばいて捕ほ獲かくするしかないと思う」

「捕獲ってどうするの？」

「魔ま法ほう少女は人間の姿をしているときも不死だけれど、脳か心臓を潰つぶせばしばらくは動けない。誰だれがホワイトノワゼットか判明したらすぐ、不意打ちで攻こう撃げきする。再生が追いつかないうちに、全身という全身に杭くいを打ち付け、動けなくさせる」

「う、グロ……魔法少女って痛覚はあるんだよね？」

「……僕だって抵てい抗こうはあるよ。いくら魔法少女といえど、見た目は少女だ。たぶん、相当きつい作業だと思う。ましてや、共同生活を続けてきたクラスメイトの姿をしているんだ。……でも、やるしかないだろう？」

　斬ざんが会話に加わる。

「ホワイトノワゼットの我が慢まんの限界を、岳たけ哉やはどれくらいだと考えている？」

「……十日ぐらいか」

「ならそれが期限だ。十日以内に、クラスメイトの誰がホワイトノワゼットか見極きわめ、そいつを攻撃しなければならない。そうしなければ、何もできずに失敗で終わる。そうだろ？」

「…………だね」

　紙の炙あぶり出しが終わる。反対票を投じたのは三人。岳哉は浮かび上がった数字と席順を脳内で照らし合わせる。

「ええとこの番号は……」

「俺だ」

　岳哉は思わず顔をしかめる。

「なんだその顔は？　当たり前だろう。俺は魔法少女を殺せるはずがないと散々言っているだろうが」

「……斬の態度は一いつ貫かんしてるけどさ」

「クロ候補が絞しぼれてよかったと考えろよ。男である俺はクロではない。俺が反対票を入れていたところで、今さら警けい戒かいもいらないだろ」

「……そうだね」

　斬のことを今さら咎とがめてもしょうがない。

　容疑者は女子十五人。岳哉は頭の中で、順々に女子たちのことを思い浮かべる。岳哉とて、クラスの誰とでも気が合っているわけじゃない。が、やはり誰であっても、魔法少女であって欲しくはない。それが本心だ。

「岳哉くん。その……残りの『×』二人は誰なの？」

「ちょっと待って」

　数字と席順を照らし合わせ、二人の名前を導き出した。

「──鳩はとヶが谷やココと藤ふじ崎さき乃の乃のだ、ね」

　二人の顔を思い浮かべる。とはいっても、岳たけ哉やは常にガスマスクを着けている乃乃の素す顔がおは知らないが。

「二人のうちのどちらかが、ホワイトノワゼットなの……？」

「どうかな？　ホワイトノワゼットが必ずしも反対票に投じるとは限らないしね。それに二人とも元々気弱な性格だから、反対してもおかしくない。ましてやココは十二歳だ。戦う覚かく悟ごができてなくても仕方がないよ」

「だな。どちらかといえば怪あやしいのは藤崎だが、普ふ段だんからガスマスクをかぶって、注目を集めている女が、ホワイトノワゼットとは思えないな。怪しさ満まん載さいの女がそのまま犯人だなんて、推すい理り小説なら読者は本を壁かべに叩たたきつけるところだ」

「現実は推理小説じゃないけどね。とりあえず二人には注意を払はらおう」

　斬ざんは言った岳哉を見、腕うでを組む。

「『注意を払う』ね」

「……何か言いたげだね、斬？」

「まあな……」

　斬にしては珍めずらしく歯切れが悪い。

「いいよ、言ってくれよ」

「じゃあ言うが……。なあ岳哉、お前反対票を投じた二人を──」

　わずかに躊ちゆう躇ちよし、言う。

「──二人とも殺す気じゃないだろうな？」

　その乱暴な発言にも、岳哉は表情を変えなかった。

　なぜならそれは、わずかに考えてしまったことだからだ。

「……そんなことできるわけないよ。この時点で二人を殺すなんてあり得ない」

「だが岳哉。断定できるほど、ホワイトノワゼットがボロを出すと思うのか？　しかも十日でタイムアップなんだぞ」

「それはそうだ──けど、間ま違ちがえるわけにはいかない。誰だれかを殺しているのを見たホワイトノワゼットは、正体を隠かくしてる場合じゃないと、すぐ行動に移すかもしれないじゃないか。あまりにリスクが高すぎるよ」

「……それもそうだな」

　斬は一応、納なつ得とくしたようだ。

　だが岳哉は、今の会話の中で気付いてしまったことがあった。

（そうだ。断定できるほど、ホワイトノワゼットが誰か絞しぼり切れるとは思えない。だとすると僕は、疑わしいという理由だけで、家族同然だったクラスメイトを殺さないといけないのか？　間違っているかもしれないのに？）

　岳たけ哉やは歯を食いしばる。

（本当に僕はそのとき、クラスメイトが殺せるのか？）







　案の定、籠ろう城じよう生活が始まって六日経たっても、岳哉はホワイトノワゼットを突つき止めるどころか、怪あやしい人間を絞しぼることさえできないでいた。

　家族同然の仲間へ生まれた疑ぎ心しん暗あん鬼き。殺人マシーンが側そばにいる事実。外に出られない不自由な生活への不満。急速な環かん境きようの変化。生徒全員が全ぜん滅めつするかもしれない恐きよう怖ふ。いつこの事態が解決するか分からないもどかしさ。

　様々な強いストレスによってクラスメイトの消しよう耗もうは明らかで、皆みな疲ひ弊へいしていた。

　だから起こるべくして起きた。




　──椚くぬぎ菫すみれの死は。




「もういや！　あたしは魔ま法ほう少女なんかじゃない！　そんなのみんな、分かってくれてるでしょ！　やだ！　誰だれも疑いたくない！　知らないよ、勝手にやってよ、あたしは知らない知らない知らない！」

　菫はこの環かん境きように、耐たえることができなかった。悩なやみ、落ち込み、涙なみだを流しても、以前のように誰も励はげましてくれない。

　そうして、クラスメイトの制止を振ふり切り、教室を飛び出してしまった。

　外にいるのは同じ酷ひどい境遇を分かち合ってきた生徒たちだ。菫はどれだけ今の自分がつらいか、話せば分かってくれると思ったのだろう。自分は魔法少女ではないと必死に訴うつたえれば、殺されまではしないと思ったのだろう。

　しかし、鬼おに崎ざき暦れきの指導は徹てつ底ていしていた。

「え？　え？　なにそれ？」

　教室を飛び出した菫を待っていたのは、サーベルを構えた生徒会役員だった。それを見て、他ほかの見張り番の生徒たちも追従する。

　腕わん章しようを着けた男は言う。

「こいつは魔法少女だ。分かるな？」

　教室を出れば、魔法少女と見なす。それは絶対的な決まり。

　だから菫を、生かすわけにはいかない。もしここで椚菫を見逃のがして特例を作ってしまえば、なし崩くずしにみんなクラスから逃にげ出してしまい、この作戦は破は綻たんしてしまう。

「覚かく悟ごを決めろ！　全員で取り囲んで殺す！」

　菫すみれは、首を大きく振ふり続けた。

「どうして？　なんでみんな魔ま法ほう少女を殺す仲間なのに、あたしを殺すの？」

「意味分かんない意味分かんない意味分かんない！　だ、だってあたしは魔法少女じゃないのに！　わ、分かるでしょ！　噓うそを吐ついてないの、見れば分かるでしょ？　魔法少女がこんな必死に命乞ごいするわけないでしょ！」

「助けて！　助けて！　ねえ、あたし、ちょっと教室を出ただけじゃん！　じゃ、じゃあ戻もどるから！　もう外に出ないから！　戻るから！　見逃して！　見逃してよう！　ねえ……ねえねえねえええええ！」

　菫は、岳たけ哉やたちクラスメイトの目の前で、張り込み番をしていた生徒たちに殺された。

　断だん末まつ魔まの声は、岳哉の耳から離はなれることはない。

　菫に過失はあるだろう。だが、菫が事態を正確に把は握あくしていなかったことは責められない。

　これまでと生活が一変していたことを自覚していなかったのは、何も菫だけではなかった。菫が目の前で死んだことでようやく、これまでの生活がもう戻ってこないことを実感した生徒がほとんどだった。

　他ほかでもない岳哉もそうだ。教室を飛び出してそれだけで、菫が殺されるとは思っていなかった。どこかで見逃のがしてもらえるのではと、考えてしまっていた。

　この作戦が始まってから殺されたのは、実は菫だけではない。クラスメイト以外でも二人の生徒が処しよ刑けいされたらしい。一人は、あの女子生徒役員のように、ホワイトノワゼットを信しん仰こうしすぎていたことが理由らしい。もう一人は、岳哉の作戦に反発し、従おうとしなかったために暦れきに殺されたようだ。作戦に従おうとしなかったのは彼だけではないのだが、他の反発している生徒への見せしめに殺されたのだ。

　三人とも、岳哉の作戦のせいで死んだ。

　岳哉を恨うらんで、憎にくんで、死んだだろう。

　岳哉は菫が死んだ日、教室の端はしに作った簡易トイレで、三度吐はいた。作戦立案者として、気き丈じような態度を取らなければならないと分かっていても、嘔おう吐と感に耐たえられなかった。

　嘔吐する岳哉に、誰だれも声は掛かけなかった。

　元げん凶きようが誰であるかは、みんな知っている。




　次の日。

　岳哉は頰ほおに浮かんだ青あざを手で押さえながら、布ふ団とんの中に入っていた。

　ずきずきする頰の痛みと共に、岳哉を殴なぐった會あい川かわ祭まつりの言葉を思い出す。「アンタが悪いとは思ってないけどよ。菫の代わりに一発殴らせろ」

　菫の友人だった祭は、岳哉を一発だけ思いっきり殴り、それ以降は何もしなかった。一年間の共同生活の中で、祭が涙なみだを浮かべているのを初めて見た。

　頰ほおの打だ撲ぼくは、頭痛を引き起こすほどに痛い。だけど、心地ここちよくもある。他人に責められて、安心している自分がいる。いまだ耳に響ひびいている菫すみれの断だん末まつ魔まの声と、昨日いつまでも続いていた何人かの泣き声の方が、鼓こ膜まくを破りそうなほどに痛かった。

　それが自責の念から来ていることは分かっている。

　だが、分かったところで、どうしようもない。

　心臓から、じわりと重油が漏もれているように、体が汚よごれていく気がする。その汚れは、何度胃の中のものを吐はいても出て行かなかった。脳みそが鉄球に変わってしまったかのように、重く、鈍にぶい。思考したくない。

（僕は、間ま違ちがえたのだろうか？）

　絶対に口に出しては言わない。それを口に出してしまえば、生徒たちの不満と怒いかりは瞬しゆん時じに岳たけ哉やに向き、この作戦は失敗に終わる。

　こんなことは考えてはいけない。だけど、頭の中でその言葉が繰くり返される。言葉は鈍どん痛つうと共に岳哉を痛めつけてくる。

（僕は身勝手に、麗れい歌か姉さんを救いたかっただけなのだろうか？）

　眠ねむれない。

　昨日、まったく眠れなかったから、今日こそは眠らなければいけないのに。

　岳哉たちは、籠ろう城じよう生活初日に、三つにグループ分けをし、八時間交こう替たいで休きゆう憩けいを取ることを決めていた。岳哉たちのグループが眠る時間は、十六時から二十四時だ。その時間以外は眠ることは許されない。命令違い反はんはやはり処しよ刑けいだ。

　閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリー内に昼夜はない。今は十九時だが外は相変わらずのメルヘンな明るい空だ。こうやって弱っていると、外の明るささえも憎にくらしくなる。

　隣となりではリリィが岳哉に背を向けるように、横向きに眠っていた。

（……リリィ）

　他ほかのクラスメイトは、岳哉が弱っていることに気付いても何もしてはくれない。恨うらんでいる、とまではいかなくとも、この状じよう況きようを起こした岳哉には、これぐらいの罰ばつは自じ業ごう自じ得とくだと思っているのがヒシヒシと伝わってくる。

　でも、リリィだけは違っていた。リリィは軽はずみな励はげましの言葉や、一時しのぎの優やさしい言葉は掛かけてこない。でもずっと、さりげなく近くにいてくれた。自分は味方だと、態度で示してくれた。

　岳哉はリリィの耳元に口を近づける。

「なあ、リリィ」

　眠っていてもいい。いや、むしろ眠っていて欲しかった。

　岳哉が弱よわ音ねを吐くことは立場上許されない。だけど、もう自分の中だけに閉じ込めておくのは限界だった。吐き出したかった。

　リリィに小さく耳打ちする。

「僕がやったことは、本当に正しかったのかな？」

　言葉にしただけで少しだけ気が晴れる。もし起きていても、リリィだけは自分が弱音を吐はいたことを許してくれる、岳たけ哉やはそう思っていた。

　そこまで考えて、驚おどろいた。

（ああ、僕は想像以上に、リリィに甘えているんだな）

　岳哉は自分が、本当の意味で信しん頼らいできるのは、麗れい歌かだけだと思っていた。一年間の生活で、こんな風に話せる相手ができるだなんて思っていなかった。

　リリィの反応はない。やはり眠ねむっているようだ。

　眠っていて欲しい、そう思ったくせに、岳哉は聞いてもらえなかったことが苦しくなった。自分の弱さに呆あきれながら、リリィから離はなれる。

　布ふ団とんを頭にかぶると、また自分の声で頭が埋うめ尽つくされる。──僕は間ま違ちがえたのだろうか僕は間違えたのだろうか僕は間違えたのだろうか僕は間違えたのだろうか僕は間違えたのだろうか僕は間違えたのだろうか僕は間違えたのだろうか僕は間違えたのだろうか──

　──ポスン。

　布団の上から頭を軽く叩たたかれて、岳哉は顔を出す。

　リリィが唇くちびるをぎゅっと結んで、岳哉を見ていた。長い金きん髪ぱつが、岳哉の頰ほおに当たっている。

「起きていたんだ、リリィ」

　リリィはすぐに言葉を発しない。どう応こたえるべきか迷っているのが、ありありとうかがえた。そのまま寝ねたふりをするのも考えていただろう。

　しかしリリィは、決意して口を開く。

「……名前で呼ぶなんて、馴なれ馴れしいわよ、バカ」

　いつもの軽口。

　岳哉はそれにとても、自分でも信じられないくらいに安あん堵どして、顔を緩ゆるませてしまう。たぶんその表情は、泣きそうなものだ。

　それを見たリリィは、戸と惑まどったような、悲しんでいるような、そんな複雑な表情で口元を結んでいた。

　そして、何を考えたのか、黙だまって岳哉の布団に入り込んだ。

「リリィ……？」

　至近距きよ離りで岳哉の目を真まっ直すぐ見つめてくる。

　不思議と岳哉は、照れたりせず、そのエメラルドの瞳ひとみを吸い込まれるように覗のぞき込んでしまう。前から疑問だった。どうしてリリィはこんな世界で、こんな真っ直ぐな目をできるのだろう？

「正しかったかなんて、分からないわよそんなこと。岳哉が考え抜ぬいて決断したことだからどんな結果でも正しい──っていうのは無理ね。それは取り返しがつくときにしか言えないわ。菫すみれたちが死んだ以上、間ま違ちがっていたら岳たけ哉やは許されない。ホワイトノワゼットを殺すって結果を出せなかったら、岳哉は間違っていたことになる。菫が死んだのは岳哉のせいだし、あたしたちが全ぜん滅めつすれば、それも岳哉のせいよ」

「リリィは厳しくて、正しいな」

　でも、その通りだ。正しかったかどうかは、結果でしか分からない。

　なら岳哉は間違っている。だって、魔ま法ほう少女はきっと殺せない。

（僕は、誰だれからも許されず、憎にくまれ、死ぬのか）




「……でも、あたしは、岳哉が間違えていてもいいのよ」




「え？」

　思いも寄らなかったリリィの言葉に、岳哉は目を見開く。

「いいわけないだろ。リリィは、心穏おだやかに生きたかったはずなのに」

「そうね。でも、うん。本当に、いいの、それで」

　リリィはどうやら本気で言っている。

「岳哉が決めたのなら、いいの」

　瞬しゆん間かん。

　岳哉の頭から、自分を責め続ける声がかき消えた。

（──ああ）

　岳哉は言って欲しかったのだ。望外な願いだけれど、言って欲しかったのだ。

　──間違っていても、自分を受け入れると。

　そんなことを言ってくれる人がいるわけはないと、勝手に諦あきらめていた。だって、自分の命が失われることさえ承知で、許してくれる人がいると思えるわけがない。

　でも、リリィは言ってくれた。

　こんな自分でも受け入れてくれる、と。

　岳哉はリリィを抱だきしめる。

「きゃ！」

　驚おどろきに目を丸くするリリィ。

「ちょ、ちょっとなに！　セクハラよ！　しかも布ふ団とんの中でなんて……や、やめなさいよ！　あたしにも心の準備が……じゃなくて、ふざけな──」

　引き剝はがそうとするリリィだったが、岳哉の顔を見ると言葉に詰つまり、力を弛ゆるめる。

「ありがとう。リリィ……」

　岳哉は涙なみだを流していた。泣き声を他ほかの生徒に聞かせるわけにはいかないから、リリィの胸に頭を押し付け、声を殺し泣いていた。

　リリィはしばらく岳たけ哉やのなすがままにされていたが、そのうち微ほほ笑えみを浮かべて、岳哉の頭を優やさしく抱だきしめた。







　籠ろう城じよう生活が始まって十日目。ついに期限の日だ。

　岳哉、斬ざん、秀しゆう平へいの三人は、教室を出て理科室でまた話し合っていた。

　三人が、他ほかの生徒たちと違ちがって教室を出ることを許されているのには理由がある。容疑者から外れる男子であること。そして結束の強い【ファミリー】の一員であること。

【ファミリー】。

　簡単に説明すれば、【ファミリー】とは、伊い集じゆう院いん麗れい歌かに保護され、彼女の屋や敷しきに居い候そうろうをしていた人間である。そう、岳哉だけでなく、斬と秀平も麗歌に命を救われているのだ。そして【ファミリー】の人間は、例外なく麗歌を尊敬しており、信愛している。

　麗歌はただ子供たちを助けていたわけではない。【ファミリー】は麗歌を中心に、無む秩ちつ序じよで荒あれていた空そら殻から市に、秩序をもたらした。法を整備し、街の復旧に貢こう献けんした。それを成し遂とげた麗歌の年ねん齢れいは、岳哉とたった一つしか違ちがわない。

　今でも【ファミリー】は、強大な影えい響きよう力を空殻市に住む住民たちに及およぼしている。岳哉が第十八クラスでリーダー的な扱あつかいをされているのも、【ファミリー】に属している事実が大きい。

「なあ岳哉、少し話題と外れるが、ずっと引っかかっていることがあるんだが、いいか？」

　岳哉たちは誰だれがホワイトノワゼットか最後の詰つめをしていた。

　そんな中、斬がいつになく真しん剣けんな顔をし、岳哉に尋たずねてきた。

「改まってなんだよ、斬？」

「どうしても引っかかっているんだ。会長が麗歌さんの名前を出したときの態度がな。あの口調。会長が岳哉の案に乗っかったのは、麗歌さんが岳哉の背後にいたからだと、俺には思えて仕方ない」

「……僕も、そう思えたかな」

「会長は言っていた。麗歌さんは『支配者』だと」

　確かに暦れきはそう言っていた。

　ずいぶん仰ぎよう々ぎようしい表現だ。

「……たぶん、会長は麗歌姉さんを過大評価しているんだ。確かに姉さんはすごい人だよ。頭は誰よりもいいし、美しい。【ファミリー】を作ったように、ある程度生徒たちをまとめることもできると思う」

　隣となりにいる秀平も頷うなずく。

「……でも、生徒をまとめたところで、本気を出したホワイトノワゼットをどうこうできるとまでは思えない。麗れい歌か姉さんは、やっぱり普ふ通つうの人間だ。体が弱くて、戦せん闘とうはできない。泣きも笑いもする。常じよう人じん離ばなれはしていても……人間だ」

「それは俺も同感だ。ホワイトノワゼットを殺す力は、麗歌さんにはない」

「だろ？　じゃあ──」

「だからこう考えた」

　岳たけ哉やの言葉を遮さえぎり、斬ざんは続ける。

「ホワイトノワゼットはなんらかの目的があって、空そら殻からファームを作った。その目的にとって、麗歌さんの存在が障害になるのではないか？　少なくとも麗歌さんは、空殻ファームで会長と同等の影えい響きよう力がある」

「……なんらかの目的ってなんだよ？」

「俺に分かるわけないだろう？　ただ、もし俺たち生徒を、自分の目的に利用したいとホワイトノワゼットが考えていたとすれば、麗歌さんが障害になる可能性はある。そしてそう考えると、もしかして今回麗歌さんを生いけ贄にえに選んだのは、ホワイトノワゼットにとっても賭かけだったのではないか？」

　岳哉は顔をしかめる。

「どうしてそう思うんだ？」

「実際に麗歌さんが人質になったことでお前は──いや、俺たち生徒全員、ホワイトノワゼットを殺すために動き出しているだろう？　ある意味、その時点で、ホワイトノワゼットは今回の賭けに負けているんじゃないか？」

　岳哉は斬の発言の意味をよくよく考え、口を開く。

「生徒を利用したいと考えている……。ホワイトノワゼットは自分の目的のために、僕たちを生かしたい……？」

「可能性はあるだろう？」

「ホワイトノワゼットがいまだアクションを起こしていないのは、生徒たちを殺したくはないと考えているから？」

「ああ。俺の考えはそんな感じだ。とはいっても、ホワイトノワゼットの空腹の限界はあると思うが」

　斬に指し摘てきされ納なつ得とくする。暦れきに夢幻円環マジカルレシピリングを渡わたしていたことからも、ホワイトノワゼットが人間を利用しようとしていたことは、十分に考えられる。

　ホワイトノワゼットは、どうして少年少女だけを閉じ込めた？　どうして週一回だけ生徒を喰くう？　どうして第十八クラスに紛まぎれ込んだ？　どうしてそれを暦と副会長のレイラに教えた？　どうして暦に夢幻円環マジカルレシピリングを託たくし、自らを強化しようとしている？

　──ホワイトノワゼットは何がしたい？

　岳哉はふと感じる。

（何かが、決定的にズレている気がする……。でも、それが全然分からない）

「……岳たけ哉やくん。それ以上考えても、きっと答えは出ないよ。今できることをしよう。僕らができるのは、ホワイトノワゼットを捕ほ獲かくするのに、ベストを尽つくすことだけだよ」

「……秀しゆう平へい。そう……そうだね」

　ホワイトノワゼットの正体を摑つかみ、捕獲する。

　今すべきことはそれで、それしかできない。違い和わ感は捨て置こう。

「さて──僕らは選ばないといけない」

　誰だれを殺すかを。

　選ばないといけない。

　決定的な証しよう拠こや根こん拠きよがなくとも。

　岳哉たちはこれまでの話し合いで、容疑者を四人にまで絞しぼっていた。黒い机の上には、紙に書かれた四つの名前が並んでいる。

　會あい川かわ祭まつり。蜜みつ石いし曜よう子こ。連れん光こう寺じ坂ざか子こ猫ねこ。藤ふじ崎さき乃の乃の。

　反対票を投じた鳩はとヶが谷やココは外していた。その後の生活を見て、どう見てもただただ怯おびえているようにしか見えなかったからだ。反対票がどういう意味を持つか、幼いが故ゆえに分からなかっただけだろう。

　それぞれの怪あやしい理由を、改めて秀平が挙げる。

「會川祭──危機感がない。この作戦の指揮を執とっている岳哉くんを殴なぐって、混乱を呼び込もうとした可能性がある」

「蜜石曜子──妙みように落ち着いている。ウサコロと妙に仲が良い。反対票に誘ゆう導どうしようとした」

「連光寺坂子猫──動どう揺ようがない。これといって親しい人間がいない。自じ称しよう十八歳だが、そうは見えない。これは不老不死の魔ま法ほう少女であるから、自称する年齢の感覚がズレているからかもしれない」

「藤崎乃乃──反対票を投じた。ガスマスクをかぶっていて、正体不明。普ふ段だんから有あ里り深み雪ゆき以外のクラスメイトと距きよ離りを置いている節がある」

　岳哉は挙げられた理由を聞いて、深く溜ため息いきを吐ついた。

「自分たちで挙げた理由だけど、なんて脆ぜい弱じやくな根拠だろう。こんなのでホワイトノワゼットと決めつけるのは厳しすぎるよ」

「だが選ばなければならない。期限は来た」

　斬ざんの言葉に、岳哉は頷うなずく。実際そうなのだ。

「改めて俺の意見を言おう。秀平は怪しいと睨にらんでいるようだが、俺は會川はないと思っている。【ファミリー】ではないが、空そら殻からファームに入る前から俺の知り合いだ。あいつの性格はよく知っている。あいつは自分の置かれている状じよう況きように鈍どん感かん──早い話がバカだ。クラスメイトを一年間騙だませるようなタマでもない。岳哉を殴ったのも、感情的になっただけだろう」

　次に秀しゆう平へいが口を開く。

「僕は曜よう子こさんはないと思うよ。すごく優やさしい人だし、正義感も強い。生徒会役員になったり、今回の作戦に反対したりしたのは、彼女が現実主義者だからだと思う。魔ま法ほう少女に勝てるって、彼女にはどうしても思えないんだと思う」

「お前、なにげに巨きよ乳にゆうが好きだしな」

「か、関係ないよっ！　急になにを言い出すんだよ、斬ざんくん！」

　真っ赤になる秀平。

　からかって満足そうに口の端はしを上げた斬は、そのまま言う。

「……まあしかし、秀平の分ぶん析せきは合っているとは思うがな。蜜みつ石いしは同じ生徒会役員で、魔法少女への見方は俺と近い。ま、それは疑ぎ惑わくを否定する材料には弱いが」

　岳たけ哉やは二人に問いかける。

「他ほかに言い足りないことはある？」

　返事はない。もうないということだ。

　これだけの材料で、岳哉たちは判断しなければならない。

　間ま違ちがえるわけにはいかない。間違えていたら、無実のクラスメイトの命を奪うばうことになる。それどころかホワイトノワゼットが動き出すきっかけになる。岳哉たちの判断に、全生徒たちの命がかかっていると言っても過言ではない。

　それなのに判断材料はこれだけしかないのだ。

　不条理だ。

　だが、その不条理を受け入れるしかない。

　岳哉は自らに状じよう況きようを納なつ得とくさせようと、必死に何度も頷うなずく。自然と拳こぶしを握にぎりしめてしまう。

（──やるしか、ない！）

　岳哉は手の力を無理矢理弛ゆるめた。

「目をつぶって、同時に、ホワイトノワゼットだと思う人の名前を指そう」

　二人は目をつぶる。

　岳哉もそれを見届けて、目をつぶった。

「じゃあ……指して」

　すぐに二人が動いた気配を感じた。岳哉も迷いはなかった。

　目を開ける。

　三人が指している名前は同じだった。




『連れん光こう寺じ坂ざか子こ猫ねこ』




　それが岳哉たちがこれから殺す、クラスメイトの名前。

「決まりだな」

　斬ざんは立ち上がる。

「…………待ってくれ」

　岳たけ哉やが上げた制止の声に、斬は呆あきれ顔がおで睨にらみ付ける。

　自覚している。ここでの制止は優ゆう柔じゆう不ふ断だんなだけだ。結論はすでに出た。なにせ三人とも同じ答えなのだ。これ以上議論をしても、答えは変わらない。

　しかし、連れん光こう寺じ坂ざか子こ猫ねこと、ホワイトノワゼットが、頭の中でまったく結びつかない。どうしてもこの答えが腑ふに落ちない。

　岳哉の直感は告げている。

　この結論は間違っている。

「確かに消去法で行くと、子猫になる。だけど、それでいいのか？」

　子猫は極きよく端たんに無表情で無口な女子だ。常にそうだから、クラスの中でも親しい友人はいないし、性格もよく分からない。仲間であり家族だという認にん識しきはあっても、作戦以前から何を考えているか分からない側面はあった。

　だが、魔ま法ほう少女に結びつく根こん拠きよは一つもない。

　岳哉は思う。自分たちは子猫を、第十八クラスで一番浮いているから選んだだけなのでは？　岳哉は、『子猫は違ちがう』と感じている。それなのに、このまま消去法で選ばれた子猫を、ホワイトノワゼット扱あつかいしていいのか？

「岳哉、選べ」

　押し黙る岳哉に、斬は言い放つ。

「自分の手を汚よごさず、消極的判断で、麗れい歌かさんを含ふくめた生徒全員を殺すのか、それとも自分の手を汚す覚かく悟ごで、積極的判断で、連光寺坂一人を殺し、自分の作戦を全まつとうするのか──選べ」

「……それは……誘ゆう導どう尋じん問もんだよ」

「そうか？　俺はどっちでも構わないがな」

　斬は静かに吐はき捨てる。

「どうせ俺たちは終わりだ」

　信じられないことに、斬のそれは本音だった。

　顔を強こわばらせる岳哉に、斬は目を細める。

「俺はな、岳哉。この作戦が決まった時点で、死んだものと思っている。魔法少女を敵に回したんだ。幸運にもホワイトノワゼットをどうにかしても、他ほかの魔法少女に報復で殺される。見せしめに酷ひどい殺され方をされ、苦しんで死ぬ。そう思っている」

　岳哉は息を吞のんだ。

　それは──十分にあり得る仮定だ。

「おそらく俺だけではない。蜜みつ石いしや、他にも多くの生徒が似たような考えをしているだろう。俺たちはお前が作戦を開始した瞬しゆん間かん、お前に殺されたんだ」

「斬ざん」

「だから好きにやればいい。俺のような奴やつではなく、魔ま法ほう少女を殺せると思っている奴が判断すべきだ」

　斬は岳たけ哉やを責めている。しかし同時に、不器用にも岳哉の行動を後押ししている。

「岳哉くん」

　秀しゆう平へいが岳哉の肩かたを叩たたく。

「間ま違ちがっていたら、天国で子こ猫ねこさんに謝り続けよう」

　岳哉は決意した。

　間違っているのだろう。作戦は成功しないだろう。

　だけど、そんなのは今さらだ。状じよう況きようはずっと同じだった。勝率の低い賭かけに挑いどみ続けているだけだった。

　岳哉ができるのは初めから、ベストを尽つくすことだ。

「分かったよ」

　この状況で、できることは一つだけ。

「連れん光こう寺じ坂ざか子猫を──殺す」

　決断した瞬間だった。

　岳哉は罪悪感に耐たえきれず、また嘔おう吐とした。




　　　　　　５




　ホワイトノワゼット捕ほ獲かく作戦実行時間は、子猫が所属している第一班が休きゆう憩けい時間に入る、零れい時じから八時の中間である四時に決まった。

　現在は三時五十分。作戦実行十分前だ。

　他ほかのクラスメイトが全員教室にいる中、廊ろう下かに一人、岳哉は出ていた。作戦において最も重要な人物と最後の確かく認にんをするためだ。

　その相手とは──生徒会長、鬼おに崎ざき暦れきだ。

「会長、よろしくお願いします」

　岳哉は十本の巨きよ大だいな杭くいを慎しん重ちように床ゆかに置く。

「分かりました」

　相変わらず表情を変えることなく、暦は返答した。

　複雑な作戦ではない。まず、岳哉、斬、秀平の三人で、頭部、心臓、腹部を同時に刺さし、連光寺坂子猫──ホワイトノワゼットであろう、その体を破は壊かいする。魔法少女は人間に急所を突つかれたところで再生するが、そこまで破壊されれば動き出すのに二十五秒はかかる。これは実際に魔ま法ほう少女を何度も撃げき退たいしている暦れきの証言だ。

　その二十五秒の間に、暦たち生徒会役員計五名が、ホワイトノワゼットの体中に深く杭くいを打ち込み、床ゆかに固定させる。そうすればいくら再生能力があろうとも、身動きできない。そうして捕ほ獲かく完かん了りようだ。

　失敗すれば……どうなるかは分からない。

　岳たけ哉やはいつも背負っている武器、バスタード・ソードを手に取っている。柄つかを持つ手が震ふるえているのは、三キロの重さのためではない。

　深呼吸をする。冷静にならないといけない。

「……会長、聞きたいことが」

　岳哉は安心したくて、暦に質問をすることにする。

　暦は二キロある杭を、鉛えん筆ぴつでも持つように軽々しくすくい上げ、岳哉に視線を向ける。

「なんでしょうか？」

「……その……」

　これから岳哉がする質問は愚ぐ問もんだ。自覚している。だが岳哉は、わずかでも安心できる言葉が欲しかった。

「僕の作戦は成功するかな？」

　暦は答えるだろう。「はい」と。

　そうでなければ、岳哉の作戦を容よう認にんするわけがないからだ。すでに菫すみれを始め、犠ぎ牲せい者が出ている。それに暦も関かん与よしている。成功すると思っていなければ、ここまでの協力はしない。

　だから肯こう定ていするに決まっているが、それでも暦自ら言って欲しかった。

「ふむ」

　暦は、いつも通り、表情を変えずに言い放った。




「まったく思っていません」




「は……？」

　あまりに予想外な答え。まるで崖がけから落ちかけた自分の手を繫つなぎ止めてくれた相手にその後、蹴けり落とされたような気分だ。

　唇くちびるを震わせて、尋たずねる。

「じゃ、じゃあ……どうしてこの作戦に乗ったんだ……？」

　なんとか絞しぼり出した言葉に、暦はやはり無表情で答える。

「渡わたりに船。そう感じたからですね」

　意味が分からない。

　暦が口にしていることが、まるで理解できない。

　だが、暦れきが失敗を予想していたとなれば、こういうことになる。

「まさか会長は、僕ら人間を全ぜん滅めつさせる気なんじゃ……？」

「それは違ちがいます」

　わけが分からない。だが、岳たけ哉やは気付いた。

　それまで感情を表に出すことがなかった暦の目。その色が明らかに今までのものと変わっている。

　そこにある感情は──

「私はただ、物語を始まらせたかっただけです」

　──悦よろこびのように、見えた。

　岳哉は頭を大きく何度も振ふって、それ以上暦について考えるのをやめる。

　この人は異常者。それは知っていた。今さらこの人の目的について考えても意味がない。それがどんなに不吉なことだと直感していても、無視するしかない。

（自分のできることをするだけ。ベストを尽つくすだけだ）

　子こ猫ねこを殺す。

　やることは、それだけ。

　教室に入る。

　扉とびらを開けた音に反応し、瞬しゆん時じに斬ざんと秀しゆう平へいが視線を向ける。アイコンタクトをし、三人は眠ねむっているであろう子猫の元に最短距きよ離りで歩み寄る。斬は両手にショートソードを持ち、秀平は右手にダガーを握にぎりしめる。クラスメイトたちは武器を持ちだした三人に、怪け訝げんそうな顔を向けているが、誰だれも何も言わない。特に異変はない。

　連れん光こう寺じ坂ざか子猫の姿が目に入り──




　しかし岳哉は、

　その瞬間、見た。




（あれは？）




　ひらひらと舞まう、幻げん想そう的な二枚の羽。




（いつか見た、美しい青色の蝶ちよう？）




　珍しいはずの青色の蝶が、大量にガラスのない窓から教室に入り込む。




「ああ────」

　廊ろう下か側がわから覗のぞき込む暦れき。

　目をこれ以上なく見開かせたその顔を、岳たけ哉やはこうとしか表現できない。

　──狂きよう気き。




「ようやく、始まる」




　青い蝶ちようがクラスメイトの小お此この木ぎ飛ひ翔しようの頭に触ふれた。

　瞬しゆん間かん。

　──破は裂れつ音と共に、飛翔の頭部は、爆ばく発はつした。

　脳のう髄ずいが飛び散り、眼球が床ゆかに叩たたきつけられた。髄液だか血液だか分からない液体をびちゃびちゃに浴びた飛翔の恋人の姫ひめ崎ざき柚ゆず姫きは、ようやく第十八クラスで初めて声を上げる。

「い、いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　大量に飛び回る、青い蝶。

「──に、逃にげろ！」

　斬ざんが目を見開いて叫さけぶ。

　その柄がらにもない狼ろう狽ばいを見て、岳哉はようやく今起きていることが分かった。




　これは──魔法少女の攻撃。




「青い蝶に絶対触れるな！　逃げろ！　教室から逃げろおおおおおおおおおおおおお！」

　普ふ段だんの冷ややかな態度から一変し、なりふり構わず叫ぶ斬に、クラスメイトたちは悲鳴を上げながら、動き出す。

「あ、ま、待っ──」

　恋人が殺され、腰こしを抜ぬかしている柚姫には、すでに青い蝶が取り囲んでいる。恋人の死を悲しむ暇ひまさえなく、蝶は両手両足に止まり、口内に入り込む。

「あ、あぅあ──」

　舌を出し、自分のそこに蝶が留とどまっていることを、見下ろして確かく認にんする。

「ああ……ああああああああああああああああああああああああ!!」

　巨きよ大だいな破裂音と共に、柚姫は肉片となり、飛び散る。飛び散った柚姫のわずかな肉片が、岳哉の頰ほおを殴なぐりつけた。

　教室を飛び出す。不意に背中に熱さを感じた。振ふり返ると、双ふた子ごの片割れ、鳴なる神かみヒカリの右脚あしが爆音と共に弾はじけ飛んでいた。右脚を失ったヒカリは、バランスを崩くずして転ぶ。立ち上がろうとするが、逃げるために必死になっているクラスメイトたちは、ヒカリに気付かず彼女を踏ふみ付けてしまう。「た、助け──」頭部に青い蝶ちようが留とどまる。それから次々とヒカリの周りに青い蝶が集まる。

「いや……。いやああああああああああああ！」

　留まっていた蝶が飛び立つと同時に、ヒカリは何度も破は裂れつする。爆ばく音おんの後に残ったのは下か腹ふく部ぶだけだった。他ほかのすべては原形を留めていなかったが、スカートだけはわずかに形を保っていて、ひらひらと動いていた。

（…………なんだこれは……？）

　また背後で爆発。岳たけ哉やはもう確かく認にんする余よ裕ゆうがない。

　でも、誰だれかが死んだ。

　一年間を共に過ごした、家族とも言える誰かが死んだ。バカみたいに簡単に、大切な人たちが死んでいく。

「なんなんだこれは……!!」

　廊ろう下かに出ると、他クラスの男子生徒の死体があった。

　死体は一体だけではない。一体、二体、三体、四体、五体、六体、七体、八体──そこで岳哉は数えるのをやめた。

（──ああ、それはいい。いや……ちっともよくはないけど、いい……）

　問題は。

　爆死ではなく、切り刻まれて死んでいること。

　魔ま法ほう少女が使える魔法は一属性だけだ。この死体は、明らかに青い蝶の魔法と性質が違ちがう殺され方をしている。

　つまりここに入り込んだ魔法少女は一人ではない。一人でも手に負えない魔法少女が、少なくとも二人以上いる。しかも、明確に自分たちを攻こう撃げきしてきている。

　それは──

「終わり」

「終わりだ」

「終わった」

「おしまいだ」

　そう、クラスメイトたちの嘆なげき通り。

　それは──終しゆう焉えんだ。

「あああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　背後から甲かん高だかい裏声の叫さけび。

　振ふり返ると、後ろを走っていた土ど山さん竜りゆう忠ただ良よしの体の真ん中がなくなり、胸から向こう側がわが見えていた。どろりとした目が岳哉と合う。その目に岳哉は縛しばり付けられ、思わずその場で止まると、忠良の頭部が破裂した。

　至近距きよ離りでの爆ばく発はつによって、岳たけ哉やは吹ふき飛ばされる。

「あ！　ぐ──」

　壁かべに衝しよう突とつした。左腕うでを強打し、そのまま床ゆかに転がる。関節が外れたのか、腕が動かない。

（……急いで、立たないと、蝶ちようが！）

　よろよろと立ち上がる。

　が、垂たれたままの左腕に、青い蝶は無む慈じ悲ひにも止まる。

「く！」

　腕に止まった青い蝶が飛び立ち──瞬しゆん間かん、爆発。

　爆風が襲おそいかかる。吹き飛ばされ壁に体を叩たたき付けられるが、再び転ぶのだけは、足を踏ふん張り耐たえた。

「…………うっ」

　だが、もう左腕はなくなっていた。

「うううぅ…………」

　痛みは麻ま痺ひして感じない。だが、体の力は抜ぬけ、脚あしに力が行き渡わたらない。真まっ直すぐ歩けない。

（逃にげないと。だけどどこへ？　教室から飛び出しただけで、目の前の脅きよう威いから逃げ回っているだけで、どこに向かっているわけでもない。どこかに逃げ込んだら助かる？　そんな場所もない。僕らは、助からない）

　すぅ……と、体の内側がわから重さが消えた。体のどこにも力が入らない。急激に頭の中には靄かすみが掛かかり、まともに頭が働かない。

　突とつ然ぜん訪おとずれたその状態に戸と惑まどったが、岳哉はすぐに自分が何に襲われたか分かった。

（ああ、この感覚、久しぶりだ）

　それは、この無む慈じ悲ひな世界で何度か味わった感覚。

　絶望に支配される感覚。

　絶望。

　──絶望。

　────絶望。

　その単語が頭に浮かぶ度たび、足に鉛なまりを括くくりつけられるように、一歩一歩が重くなる。肩かたから血が廊ろう下かに流れ、ようやく痛みが生まれる。すぐにそれは激痛になる。うめき声を上げると、より一層足は重くなる。

　とうとう岳哉の足は止まった。クラスメイトに置いて行かれるが、それももう気にならない。

　岳哉は自分の命運が尽つきたことを理解していた。

　窓の外を見る。そして、その光景に目を見開いた。

「……なんだ、あれ？」

　空の色が変わっている。毎日見続けた、ファンタジー世界の中にいるような、綿わた菓が子しのような白い空ではなくなっていた。

　しかし元の空に戻もどったわけではない。

　空は、何なん色しよくもの絵の具を無む作さく為いにぶちまけたように、ぐちゃぐちゃになっていた。

「もう……いい」

　また呟つぶやく。

「もう……いい」

　岳たけ哉やの、目と目の間に、青い蝶ちようが舞まう。それはいとも簡単に人の命を奪うばう、魔ま力りよくの塊かたまり。いつの間にここまでの接近を許してしまったのか？

　逃にげよう──としたけれど、岳哉の足はやはり動かない。命の危機にも奮い立たない。血液が泥どろ水みずに変わったように、絶望は体を蝕むしばんで腐くさらせている。

　だから結果はもう、分かりきっていた。

　岳哉は死んだ。

　頭部が破は裂れつし、脳のう漿しようをぶちまけ、頭部のない死体になる。




　──はずだった。




　どういうわけか、青い蝶は、岳哉の目の前で真っ二つになった。ただの二枚の羽になり、ひらりひらりと花びらのように落ちていく。

　それから、真っ当な生き物ではないことを証明するように、砂のように細かくなり、消しよう滅めつした。

　それが暦れきの日本刀の剣けん筋すじによるものだと気付いたのは、岳哉が彼の顔をしっかり見てからだ。

「会長……」

　暦はいつも通りの無表情──ではなく、何がおかしいのか、愉ゆ悦えつに顔を歪ゆがませていた。それはもちろん、岳哉の命を助けられたから浮かべているわけではないだろう。

　不規則に動く小さい蝶の胴どう体たいを、まるでまな板の上の野菜を切るぐらい簡単に切断しながら、暦は岳哉の前を逃げているクラスメイトたちに指示する。

「第十八クラスは、生徒会室に行ってください。部屋の前に副会長のレイラさんが待っています。彼女の案内で部屋の中に避ひ難なんしてください。ホワイトノワゼットの管理下にある、生徒会室が一番安全でしょう」

　岳哉は反射的に問いかける。

「どうして魔ま法ほう少女のホワイトノワゼットが入室を許可するんだ？　これはホワイトノワゼットがやってるんじゃないのか!?」

「説明している暇ひまはありません。ですが、第十八クラスの生徒を、これ以上殺させるわけにはいきません。数が減れば、ホワイトノワゼットの正体が判明してしまいます」

　暦れきの発言には分からないことが多すぎた。

　だが、どう考えても、暦はこの絶望的状じよう況きようを予測していたとしか思えない。

　しかし岳たけ哉やには、それを問い詰つめるだけの余よ裕ゆうがなかった。何も考えたくなかった。

　思考が止まっている岳哉は、指示通りに生徒会室に向かう。クラスメイトの背中はまだ見えるが、激痛で走れない岳哉と距きよ離りは離はなれていく。青い蝶ちようの数は教室に比べて少なくなっているが、絶望的な状況が変わるわけではない。

　この出血量だ。仮に生徒会室にたどり着き、奇き蹟せき的に魔ま法ほう少女の手から逃のがれても死ぬだろう。

（もう、どうでも、いいけど）

　自じ嘲ちようの笑えみを浮かべて顔を上げると、岳哉は視界に入ったそれに、顔をしかめる。

　こちらに金きん髪ぱつを揺ゆらし、戻もどってくる姿があった。

「岳哉！」

　リリィだ。

　荒あらく呼吸をし、岳哉の前で足を止める。

　リリィは一度、岳哉のなくなった左腕うでを間近で見て顔をしかめたが、すぐにその表情を直して口こう角かくを上げた。

「岳哉、早く生徒会室に行こう？」

「リリィ、僕に構わないでくれ」

「え？」

「自分の命だけを考えてくれ。僕は、もうどうでもいい」

　言った瞬しゆん間かんだった。

　──パアン。

　その見事なまでの音は、岳哉の頰ほおにリリィがビンタをした音だ。

　その躊ちゆう躇ちよのない行こう為いに驚おどろいた。岳哉は右手で頰を押さえて、目を丸くする。

　リリィは悪びれることなく、口を大きく開いて笑顔を見せ、言った。

「生きよう」

　簡潔な一言だけ。

　本当にそれだけなのに。

（──あ）

　岳哉の体の中を支配していた、泥どろは消える。

　絶望は消える。

　だって、岳哉はその一言だけで、思ってしまったのだ。

（僕はまだ、リリィと生きたい）

　岳哉は笑顔を浮かべて、言う。

「ああ、行こう」

　笑え顔がおで背を向け駆かけ出したリリィに、岳たけ哉やは走って付いていく。数が減っているとはいえ、青い蝶ちようは進行方向にまだ結構な数がいるが、動きは本物の蝶と変わらないので、素す早ばやくはない。岳哉は細心の注意を払はらい、青い蝶をかわしながら進んだ。転がる死体については、なるべく考えるのをやめた。

　階段へとたどり着く。生徒会室は目の前の階段を下りればすぐだ。

「ぐ……！」

　思わずむせそうになる臭においが、下の階から漂ただよっている。まとわりつくような血の臭いだ。おそらく一階は、ここよりも凄せい惨さんな光景が広がっている。

「岳哉、止まらないで」

「あ、ああ」

　リリィは軽快に階段を下り、それに岳哉も続く。すぐにレイラの姿が見えた。

「こちらです。早く」

　すでに第十八クラスの生徒たちは、ほとんど生徒会室に入ったようで、数人扉とびらの前にいるだけだった。集団のしんがりだった秀しゆう平へいが、岳哉に気付き、目を合わせわずかに口元を緩ゆるめる。その秀平もすぐに扉の向こうに入っていった。

「あたしたちも行くわよ」

「ああ」

　血の臭いは、やはり二階より濃こい。廊ろう下かには赤い肉の塊かたまりが散乱している。どこからかまだ悲鳴が聞こえる。

（僕らは、生きられるのだろうか？）

　分からない。だが、今は暦れきの言葉を信じ、生徒会室に避ひ難なんする他ほかない。それ以外、生き延びる手段は考えられない。

（生きてどうするんだろう？　この状じよう況きようを招いた犯人は、僕なのに。この罪を抱かかえて生きるなんて、きっとできやしないのに）

　だけど、生きたかった。

　リリィの横顔を見る。

　その真まっ直すぐな瞳ひとみの光。

（……ああ、そうか）

　今の今まで自覚がなかったけれど、岳哉はリリィに救われていた。リリィのような人間に出会い、心の底から尊敬できたから、この魔ま法ほう少女に飼育されていた生活がつらくなかった。楽しかった。

　失っていた感情を取り戻もどせたのがうれしい。これからもその気持ちを持ち続けていたい。

　だから──

（──生きたい。リリィ、君がいるなら僕は、どんなに醜みにくくもがいてでも、生きたいと思うんだ）

　腕うでがなくなった左肩かたを押さえ、岳たけ哉やは視線を前に向ける。




　そして──

　──目が、合った。




「────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────」




　無に帰した。

　岳哉が生きたいという気持ちは、すべて無に帰した。




「何をしてるの、岳哉も早く！」

　扉とびらの前にたどり着いたリリィが叫さけぶ。

　しかし岳哉は答えず、立ちすくんでいる。

「岳哉？　岳哉、どうしたの!?」

「まずいですね。魔ま法ほう少女が来ました」

　レイラが声を上げる。

「ここに魔法少女を入れさせるわけにはいきません。扉を閉めますよ」

「や、やだ！　岳哉はどうするの!?」

「自分で立ち止まっているのです。どうすることもできません」

　言って、リリィを扉の奥に押し込める。

「岳哉！　岳哉！　やだ！　早く来て！　ねえ！　やだ！　一いつ緒しよにいよう！　一緒に生きよう！　ねえ！　ねえ！　ねえええええええ！」

「諦あきらめてください」

「岳哉あああああああああああああ────」

　リリィの声はかき消えた。

　生徒会室へと繫つながる扉は消えた。

　もう岳哉は、生徒会室に避ひ難なんすることはできない。

　しかしそんなことはどうでもよかった。死体だらけの廊ろう下かをゆっくりと歩く。地じ獄ごくのような周りの光景に見向きもせず、ただ、一点だけに向かって。

　びちゃり、びちゃり──。血ち溜だまりを歩く音が足あし下もとから響ひびいても、岳哉は足を止めない。さっきまで大切に想おもっていた女の子のことは、完全に頭の中から消えている。岳哉の瞳ひとみには、ただ一つ、宙ぶらりんになって、吊つるされている死体が映っている。葡萄ぶどうのように連なった、下半身のない死体の山。氷によって、天てん井じようにオブジェ感覚で張り付けられている意味は、見せしめ以外の何物でもないのだろう。魔ま法ほう少女はお遊びでこういうことをする生き物なのだ。

「あ──」

　葡萄ぶどう状になった死体の山に岳たけ哉やは触ふれる。手は一いつ瞬しゆんで凍こおり付きそうだったが、そんなことはまったく構わなかった。

「あ、ああ────」

　目が合う。

　いや、合い続けている。




　伊集院麗歌の動かなくなった瞳と。




　岳哉はそれまで動かせなかった視線を、ようやく下ろす。

　麗れい歌か──麗歌の死体は、胸から下がなくなっていた。剝むき出しになった胴どう体たいからは心臓が露ろ出しゆつし、大腸がだらりと垂たれている。瞳どう孔こうが開き切り、舌が垂れていた。

　間ま違ちがいなく死んでいる。特別な彼女は、なんの特別扱あつかいもなく、他ほかの死体と同じように、予兆もなく、ドラマもなく、美しさを保つこともなく、最後の言葉もなく、岳哉が何もできないまま、岳哉のあずかり知らないところで、死んだ。

　死んだ。

　死んだ。

「　僕は　──　」

　すべては麗歌のためだった。麗歌のためにこの地じ獄ごくのような光景を作った。

　なんてことだろう。

　その地獄に、麗歌が巻き込まれることを、岳哉は想像していなかった。可能性はあると分かっていたが、頭にイメージしたことはなかった。ホワイトノワゼットの生いけ贄にえから逃のがれることができる。それだけで助けられた気分でいた。

（なんて、愚おろかなんだ）

「　なんの　ために　──　」

　麗歌は岳哉のすべてだった。麗歌は岳哉を形成するすべてだった。自分に流れる血液は麗歌のものだと思っているし、細さい胞ぼうの一つ一つまで忠誠を捧ささげていた。

　麗歌を愛していた。

　岳哉は麗歌を愛していた。







　空そら殻からファームに閉じ込められる、ちょうど一日前。岳哉たち生徒はウサコロを通して、ホワイトノワゼットに一日だけ猶ゆう予よを与あたえられたことを伝え聞いていた。

　世界の終焉ヒユーマンイールド前なら溢あふれかえっていた、だけど今はすっかり貴重になった、かわいらしい白い花を、岳たけ哉やはその両手に抱かかえていた。ポケットには自作した銀のリングを入れていた。

　いかにも深しん窓そうの令れい嬢じようが住んでいそうな麗れい歌かの部屋に入り、化け粧しよう台の前で椅い子すに座っていた麗歌に会った。岳哉はいつか魔ま法ほう少女に対たい峙じしたときよりも緊きん張ちようしていた。心臓は破は裂れつしそうだった。

　その日も白いワンピースを着ていた麗歌は、岳哉が手に持つ白い花を見て、髪かみをとかすのをやめ、岳哉をじいっと見た。

　決意し、頭の中で何百回も繰くり返したセリフを、岳哉は口に出す。

「結婚ですって？」

　真ん丸に開いた目には、ガラス細ざい工くのような透とう明めいな瞳ひとみがあった。岳哉はそこに自分の姿が映るだけで、いつも満ち足りた気分になるのだ。

「くすくす……」

　麗歌は手を口に当て、上品に笑う。

「おかしなことを言うのね。そんなことしなくとも、あなたはもう家族なのに」

　岳哉の渡わたした花に愛いとおしそうに優やさしく触ふれながら、麗歌は続ける。

「あなたはもう、私の特別なのに」

　麗歌は立ち上がり、岳哉の側そばへと歩み寄る。

　そして、岳哉のシャツのボタンをゆっくり外し始める。

「必要ないのよ、岳哉」

　麗歌は異様なまでに冷たい指先で、岳哉のはだけたシャツの下に触れる。心臓部分にある火や傷けど跡あとを、触れるか触れないかぐらいの力で撫なでる。岳哉がこの屋や敷しきにやってきたときに、麗歌に焼やき鏝ごてで付けられた、【ファミリー】のマーク。

「私はもう、あなたに全部、あげているのよ」

　光を抽ちゆう象しよう化したようなマークを、麗歌は真っ赤な舌で舐なめる。岳哉は思わず吐と息いきを漏もらして、麗歌にまたくすくすと笑われた。

　赤面しながら、岳哉はポケットからシルバーリングを取り出す。麗歌は大げさなぐらい驚おどろいて、しかし優しく微ほほ笑えむ。

「ありがとう」

　岳哉は片かた膝ひざを突ついて、麗歌の細く白い左の薬指に、指輪を通した。その間も麗歌はずっと、くすくすと笑っていた。
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　麗歌はうれしそうに目を細め、指輪を眺ながめていた。飽あきないのだろうかと思うほどにずっと、指輪を眺めていた。

　でも、岳哉には結局分からなかった。麗歌が結婚を受け入れてくれたのか、そうでないのか。家族と麗れい歌かは言うが、それは妻と同じだと思っていいのか。自分たちの関係は変わったのか。変わる必要がないのか。

　どうにしろ岳たけ哉やは、自分の未来を決めていた。これまでもそうだったが、改めて決意をした。

　自分は、伊い集じゆう院いん麗歌に、一生を捧ささげるのだ。




　さらに岳哉は思い出す。麗歌に出会ったときのこと。

　あれは七年前の話。十歳の岳哉は、父、母と共に、魔ま法ほう少女が暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしている地元を離はなれて、空そら殻から市に来ていた。岳哉には姉と妹がいたが、二人はこちらに来る前に地元で死んでいた。空殻市を選んだのは、比ひ較かく的穏おだやかな魔法少女が多いという噂うわさと、遠い親しん戚せきがいたからだ。だが、結局親戚は見つけることはできなかったし、噂は噓うそだった。魔法少女の残虐性はどこでも変わらなかった。

　岳哉は傷だらけの両親を前に、泣きじゃくっていた。集団で現れた魔法少女たちは、そこら辺の缶かんジュースを蹴けるように、特に意味もなく両親を攻こう撃げきした。弄もてあそんでいるとしか思えないやり方で蹂じゆう躙りんした。岳哉には手を出さなかった。その理由が笑える。一人の魔法少女が「小さいからかわいそうじゃない？」などと、気まぐれで言ったから、攻撃しなかったのだ。魔法少女には想像力がないのだろうか？　どう考えても、こんなトラウマを植え付けられたうえで、このクソみたいな世界で保護者もなく生きる方がつらいに決まっている。

　魔ま法ほう少女たちは両親で遊び終わると、次は映画でも観みに行くのかと思うようなテンションで、立ち去っていった。脚あしがなくなっている父は、胸から肋ろつ骨こつを飛び出させて死んでいた。

「…………あ、ぐ、が!!」

　だが母はまだ生きていた。全身の骨を折られからくり人形のようになって、顔面を鰹かつお節ぶしのように削けずられのっぺらぼうになって、髪かみの毛のほとんどをむしり取られて落ち武者のようになっていても、母は生きていた。この世を深く恨うらむような、うめき声を上げ続けていた。医者なんていないのだから、助からない。母はただ、まだ死んでいないだけだ。

　理性を失っている母は、まだ十歳の息子むすこにしがみついて懇こん願がんした。

「殺して」

　最後の力を振ふり絞しぼり、懇願する。

「殺して、ねえ、痛いの、殺して。殺してえええええ！　お願いよ！　お願いよぅぅぅ」

　岳たけ哉やは首を何度も振った。

「やだ！　やだああああああ!!」

　必死に岳哉は抵てい抗こうする。幼い岳哉にも、もう母が助からないことなど分かっている。でも、だからって、自分の手でトドメを刺さすなんてできない。さっきまで手を繫つないでくれていた母親を殺すなんてできない。親殺しの十じゆう字じ架かを背負うこともできない。それにまだなんとしても生きていて欲しい。母が死んだら、この世界を一人で生きるしかない。そんなのは無理だ。それは自殺と同じだ。母は自分に自殺しろと言っている。

「ふざ、けんな！　殺して！　早く殺しなさいよ！　殺しなさいよ首を絞しめなさいよ刺しなさいよ呼吸を止めなさいよ！　助けて！　殺して！　ねえ、お願い殺してよぅぅうううう！」

　銃じゆう声せい。

　母の頭に穴が空いていた。母は望み通り即そく死しした。

　岳哉は顔を上げる。そこにいたのは、驚おどろくべき事に自分とさほど歳としの変わらない、銃を構えた女の子だった。この世界にはあまりに不ふ釣つり合あいな真っ白いワンピースを着て、まるで幽ゆう霊れいのようだと思ったのを憶おぼえている。

　それが麗れい歌か。岳哉が初めて見た麗歌の姿は、自分の母を殺す姿だった。

　岳哉は「助かった」と思った。そう思ったのに、岳哉は麗歌を責めた。母を殺したという事実だけを取り上げて、麗歌を責めた。これから訪おとずれる孤こ独どくに耐たえられなくて、泣き叫さけんで責めた。

　麗歌はすごく悲しそうに、岳哉の母を殺した理由を言った。

「尊厳が、死にそうだったから」

　麗歌は銃を岳哉に向ける。

「君は、どうするの？」

　岳哉は泣き叫ぶのをやめた。

　この少女は自分を救ってくれる神だと、そこでようやく悟さとったからだ。

　岳たけ哉やは迷いなく答える。

「死にたい」

　知らない土地で、暴力がはびこっている街で、子供が生きるすべなどない。だったら楽に死にたい。

「どうして死にたいの？」

「だ、だって……僕はもう、一人だ」

「そう」

　麗れい歌かは次じ弾だんを装そう塡てんする。

「じゃあ、付き合ってあげる」

　言って、麗歌は岳哉に渡わたし、岳哉の指を引き金に掛かけた。

　岳哉が持った銃じゆうの先を、大きく口を開けてくわえた。

「引いて」

「え……？」

　できるわけがなかった。出会ったばかりの少女がこんなことをしてくる意味が分からなかった。

　しばらくそのまま二人は動かなかった。銃を麗歌の唾だ液えきが伝い、岳哉の手を濡ぬらした。

　そうしてようやく、麗歌は銃口から口を離はなす。

「どうして引き金を引かないの？」

　麗歌は心の底から不思議そうに首を傾かしげた。

「だ、だって、君は関係ないじゃないか！」

「付き合ってあげると言ったでしょう？　もう、君は一人じゃないのよ。私がそう決めたから。だから君が死ぬのなら、私も死んであげるの」

「な、なんで、そんなことを!?　だ、だって、僕らは今会ったばかりで……」

「これまでの時間は関係ないの。だって、これから君と私は一いつ緒しよに生きるから。私を殺さないのなら、君を殺すこともしない。どうするの？　それでいいの？」

　岳哉は頷うなずくことも、首を振ふることもできない。

「ならしばらく一緒に私と生きるのね。君の命、私が使ってもいい？」

　岳哉はよく分からないけれどこくりと頷いた。一人よりはマシだっていうことだけは、分かっていたからだ。

「ごめんね。私は君を守れない。私は子供で、弱くて、脆もろくて、諦あきらめが早いの。でもね、これだけは憶おぼえていて」

　麗歌は銃口を、自分のこめかみに押し当てる。

「私は、いつだって、君と一緒に死んであげるわ」

　ようやく岳たけ哉やは信じられた。この女の子は本気だ。

　その瞬しゆん間かん、岳哉は自分の体に新しい血が通ったことをはっきりと自覚できた。麗れい歌かの体を抱だきしめると、その体の中に溶とけて入り込む気がした。

　もう、麗歌の心臓の音以外聞こえなかった。

　抱だきつき、むせび泣く岳哉に、麗歌は聖母のような慈じ愛あいの笑えみで言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。君を一人にはしないわ。永遠に」




　──永遠に。

　だが、麗歌は死んだ。一いつ緒しよに生きると言ったくせに、岳哉を一人にした。

　一生を捧ささげることも、もうできない。

　ガラス細ざい工くのように透とう明めいだった瞳ひとみには、岳哉の姿はもう映っていないのだから。

「　──　────　」

　少し離はなれたところに、麗歌の腕うでが落ちていた。空そら殻からファームに来る前は、毎日見ていたその腕を、岳哉が見み間ま違ちがうはずもなかった。左の薬指には、岳哉が作ったシルバーリングが嵌はまっている。初めての自作であるせいで、無骨で不ぶ細さい工くな、麗歌にはちっとも似合わないシルバーリング。

　岳哉はそのリングを、丁てい寧ねいに死体の指から外す。

　手のひらに載のせると、握にぎりしめる。

　声は出ない。

　涙なみだも、まだ出ない。

　どうしても頭が実感してくれない。自分にとってのすべてが、もうなくなってしまったことを。

　だけど岳哉はこれだけは分かった。

　岳哉は戻もどってきたのだ。麗歌と出会う前のあの世界に戻ってきたのだ。

　魔ま法ほう少女が支配する、絶望の世界に戻ってきたのだ。




「なあ、そろそろいいか？」

　聞き慣れない少年のような女の子の声に、岳哉は顔を上げる。

　そこにはひらひらした水色の服を着た少女がいた。健康的な肌はだの色に、子供らしい体のラインを持つ少女が、水色の髪かみをポニーテールにして、ふてぶてしい態度で立っている。

　一見して分かる。少女は魔法少女だ。

「おっし、自己紹しよう介かいしてやろう。ありがたく思えよー。あたしはアイスマドレーヌ。氷の魔法を使う、魔法少女さ」

　血の臭においが漂ただよう廊ろう下かで、にこやかにダブルピース。無む邪じや気きな笑顔は、見た目が十三歳前後に見えるアイスマドレーヌには似合っていたが、明らかに不ふ謹きん慎しんだ。華はなやかな衣い装しようから何から、すべてがこの死体だらけの場にそぐわない。

「あたしが側そばにいるのに、あまりにも堂々と無視してるから、物もの珍めずらしさで見てたんだけどさあ。結局何をしてるかよく分からなかったっての。指輪泥どろ棒ぼうでもしてたの？　でもそれ、あたしも見たけど、なんか汚きたないからいらなくね？」

　岳たけ哉やは何も答えない。

「はあ、無視!?　なんか言えよ！　……もういい、殺すから」

　魔ま法ほう少女にこうして正面に立たれた時点で、岳哉の死は確定している。

　だが、岳哉の心に恐きよう怖ふはない。大きく穴が空いた心からは、どんな感情も湧わいた側から漏もれ出てしまう。

「お、まえがや、ったのか？」

　岳哉は自動的に質問していた。

　声がたどたどしいのは、震ふるえているからではない。麗れい歌かの死体を見てから、岳哉は声の出し方が分からなくなっている。

「なん、で、こんな酷ひどいことを？　喰くうだけ、じゃなく、こんな酷い、ことを？」

「酷い？　これのこと？」

　葡萄ぶどう状になって氷で固められている死体の山を見て、魔法少女は首を傾かしげる。

「え？　特に理由なんてないけど？　理由必要？」

　とぼけているわけでもなく、本気で言っていた。見せしめでもなく、恐怖を煽あおるためでもなく、娯ご楽らくですらなく、この魔法少女はただなんとなくやったのだ。

「殺したのは、ホワイトノワゼットの指示か？」

　ようやくまともに声を出せるようになってきた。

　だがまだ冷静からはほど遠い。湧くはずの恐怖心も怒いかりも、まだちっとも湧かない。

「ホワイトノワゼットに命令されてやったのか？」

「はあ？　あんたなに言ってんの？」

　アイスマドレーヌは言う。

「ホワイトノワゼットはあたしたちの敵なんだけど」

　衝しよう撃げき的事実。

「ホワイトノワゼットは、魔法少女界で、史上最悪の反逆者だっての。それなのになんであたしが味方しなきゃいけないわけ？　ふざけんな！　あいつは自分が魔法少女だってのに、人間側がわに回って、魔法少女を殺そうとするマジキチ。超ちよう反逆者」

「……何を言ってるんだ？」

「はあ？　あんたがイミフなことを言うから説明してやったのに、なにその態度？」

　明らかにイライラして、貧びん乏ぼう揺ゆすりを始める。

「だからあ、あたしたちはホワイトノワゼットを殺しに来たわけ。ずっとチャンスをうかがってたんだけど、ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが展開してたから、近づけなかったわけ。あいつ、魔ま力りよくの強さは魔法少女の中でもトップクラスだからね。あいつはあんたらを囲って引きこもってたけど、なぜか最近突とつ如じよ魔力が弱まってね、こうやってあたしたちが侵しん入にゆうできたってわけさ」

　そういえば空の色が変わっていた。それはホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが弱まり、他ほかの魔法少女が侵入したせいだったのだ。

（ホワイトノワゼットが魔法少女の敵？　人間の味方？）

　理解できない。だって、アイスマドレーヌが言っていることは、あまりに岳たけ哉やのそれまでの認にん識しきに反している。

　岳哉はホワイトノワゼットと戦ってきた。生徒全員で戦うことを決めた。そうなるように煽せん動どうした。

　──僕たちは、人間になるんだ。

　飼育されている屈くつ辱じよくから、解放されようとした。

　それなのに目の前の魔法少女は正反対のことを言っている。

「たぶんホワイトノワゼットのことだから、人間を喰くうのを怠おこったんじゃね？　一週間人間の魂たましいを喰わないと、だいぶ魔力なくなるから。ふつー考えられねーけど、あいつマジキチだから、人間を喰えなくなったとか？」

　一週間。

　ホワイトノワゼットが生いけ贄にえを選ぶ周期。

（生贄を選んでいたのは、僕たちに支配している自覚を与あたえるためじゃなかった？　他の魔法少女の侵入を防ぐための、最低限の犠ぎ牲せいだった？）

　他ならぬ岳哉は自分で口にしていた。

　──ホワイトノワゼットに飼育されたことで、他の魔法少女に襲おそわれず、安全になったとも言える、と。

　ウサコロも言っていた。

『やめて！　そんなことをしたら　みんなが　殺されちゃうよ』

『ノワは　みんなをうらぎったりは　しないよ』

　全部、事実だとしたら？

　本当に、ホワイトノワゼットは、生徒たちを護まもっていたのだとしたら？

　だとしたら──




「僕が──」

　この惨劇を招いた。




「あれあれ？　なんか絶望してる？　…………あは！　まさか！　まさかだけど、ホワイトノワゼットが味方だって知らなかったとか！　自分たちであたしたちを招き入れる状じよう況きようを作ったとか？　え？　なになにその顔？　図ず星ぼし？　やっばー！　それ、超ちよう面おも白しろいんだけど！　やっぱホワイトノワゼット超バカだよ！　こんなうんこ以下の奴やつらを助けようとして、裏切られてるっ！　あひゃひゃひゃひゃ！」

　腹を抱かかえてアイスマドレーヌは笑う。

「あー笑った。それじゃあ」

　アイスマドレーヌは笑え顔がおを瞬しゆん時じに消して、岳たけ哉やに向かって手を差し出す。

「臭くさいから死んで、人間」

　手のひらに魔ま力りよくが集約しているのを感じる。それが放たれたとき、岳哉は死ぬだろう。

　だが。

「アイスマドレーヌ！」

　大声に魔力の集約が中断される。岳哉たちも駆かけ下りた階段を跳ちよう躍やくしてきたのは、別の魔法少女だった。

　派手な黄色い服の少女は、余よ裕ゆうなく息を切らせている。

「どったのよコードアングレーズ？　そんなみっともなく慌あわててさ」

「て、撤てつ退たいして！　一度帰った方がよさそうだよ！」

「撤退？　はあ？　イミフなんだけど」

　アイスマドレーヌが顔をしかめている間に、階段を飛び下りてくる二つの人ひと影かげ。コードアングレーズはその二人を見て、口を真ま一いち文もん字じに閉じる。

　やってきたのは暦れきと、顔だけ見覚えのある生徒会役員だった。

「こいつら、おかしいの！」

　コードアングレーズは、二人に向け、両手を前に差し出す。

「【変幻自在の斬殺ラインハニー＆ハント】」

　指先から、キラキラと光が溢あふれる。よく見ると、指先から何かが伸のびていた。

　それはピアノ線のように細い黄金の糸だった。生き物のように動くそれが、二人に迫せまる。

「あ！　し、しまっ──う、ぎぃ！」

　生徒会役員の頭がきれいに三つに分かれた。頭だけでなく、体全体がまるで卵カッターに掛かけられたように輪切りになる。

　だが暦は、どういう理り屈くつかは知らないが、変へん幻げん自じ在ざいに動く黄金の糸をすべて見極きわめていた。一瞬で距きよ離りを縮め、コードアングレーズに迫せまる。

「や、やだ！」

　目に見えない速度で日本刀が振ふるわれる。コードアングレーズの鼻と上うわ唇くちびるの間が、きれいに両断された。暦れきの攻こう撃げきはそれだけでは留とどまらない。刀を振ふるった力を利用し、そのまま回転し、胸部も両断する。

「あーあ、痛そう。そんな大怪け我がしたら、再生に時間がかかるよ」

　人間には魔ま法ほう少女は殺せない。魔力を帯びていない攻撃をいくら与あたえようとも、魔法少女は再生できる。

「──グレーズ？」

　だが、様子がおかしい。コードアングレーズはいつまでも再生しない。むしろ分断された肉体は急激に歳としを取っていく。ミイラのようにしわくちゃになり、縮んで干ひ涸からびていく。

　そしてそのまま、砂になって、消えた。

「は？」

　アイスマドレーヌは目を見開いて、仲間の死を眺ながめている。

　しかし暦は、アイスマドレーヌの戸と惑まどいなど意に介かいさない。すぐにアイスマドレーヌに詰つめ寄り、日本刀を繰くり出す。アイスマドレーヌはまだ呆ぼう然ぜんとしていたが、刀への対応までは忘れていなかった。一瞬で氷の刃やいばを出現させ、危なっかしいながらも、暦の刀を受け止める。その身体能力で地を蹴けり、暦の側そばから飛び退のいて距きよ離りを取る。

　だが動どう揺ようは隠せない。

「な、なんだあんた？　ど、どうして魔法少女を殺せるんだよ？　まさか、その姿で魔法少女だとでもいうんじゃないだろうな？」

　暦は、さっきまで浮かべていた愉ゆ悦えつではなく、いつもの無表情に戻もどっていた。

「そんなわけがありません。見ての通り、私は人間の男です」

「じゃあなんだその力！」

「ホワイトノワゼットの魔法ですよ。ホワイトノワゼットの使う魔法、【全能への集約マシュマロを膨らます】を忘れたわけではないでしょう？」

「【全能への集約マシュマロを膨らます】。確か、ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリー内にいる魔法少女に、自分の魔力を分け与え、強化する魔法……。──まさか、魔法少女じゃなくて人間でも、強化できるってこと!?」

「そういうことです」

　暦は日本刀の切っ先をアイスマドレーヌに向けながら、言う。

「ホワイトノワゼットは魔法少女に変身し、【全能への集約マシユマロを膨らます】を発動させた。今や空そら殻からファームにいた生徒全員が、魔力を帯びています」

　言われて岳たけ哉やは初めて気付いた。

　左腕うでの傷が塞ふさがり始め、出血が止まっていた。魔法少女ほどではないが、再生能力も宿っているのだ。

「生徒たちは一年間、『授業』を行い、戦せん闘とう能力を鍛きたえられた」

　なんの役に立つか分からなかったハードな授業。それは確かに、訓練に近いものだった。

　だが岳たけ哉やは、それがまさか、ホワイトノワゼットが自分たちを鍛きたえるためにやっているのだとは思わなかった。単にきつい授業を行うことで、苦しめたいのだろうと思っていた。

　無理もない。魔ま法ほう少女とは人間に対して、そういう扱あつかい方しかできない生き物だ。アイスマドレーヌが特に意味もなく、死体を残ざん虐ぎやくに扱ったように。

「じゃあ、ホワイトノワゼットがあんたら少年少女を、自分の側そばに置いていた目的は……？」

　アイスマドレーヌの問いに、暦れきは平然と答える。

「魔法少女を殺す、兵士を作り上げるためです」

　言った瞬しゆん間かん、暦はなぜか素す早ばやく背を向け、日本刀を振ふるった。

　カキン、と謎なぞの音が響ひびく。

　しばらくして音の正体に気付く。暦に向かって透とう明めいな刃やいばが、二本飛んできていたのだ。払はらいのけられた透明な刃は、地に落ちて消しよう滅めつする。

「……ふん」

　鎧よろいのような服を着た別の魔法少女が、暦に向かって手を伸のばしていた。すぐに暦は攻こう撃げきした彼女に向かって駆かけ出す。まるで重力を無視しているかのように暦は壁かべを走り、天てん井じようを蹴けり、鎧の魔法少女に飛ぶ。予想外の動きに、鎧の魔法少女は暦の動きを追い切れていない。

　暦は空中でぐるんと前回りし、その勢いを利用し、日本刀を振り下ろす！　それに対して鎧の魔法少女は、両手を下げたままで構えられていない。

　──キンッ！

　しかし暦の日本刀は、鎧の魔法少女によって防がれる。

　日本刀は、鎧の魔法少女の顔に接せつ触しよくするかしないかの距きよ離りで止まっていた。暦の攻撃を止めたのは、彼女が口にくわえた透明な魔力の刃だった。身体能力が人間の七倍ある魔法少女ならば、顎あごの力だけで攻撃を十分受け止められる。

　突とつ撃げきに失敗した暦は、しかしまるで怯ひるむことなく、着地したと同時に日本刀を斜ななめ上へと斬きり上げる。目が追いつかないほどの連続攻撃だったが、鎧の魔法少女は新たに剣を両手に出現させ握にぎると、素早くクロスさせ、その攻撃を受け止めた。

「……あなたは何者です？　この動きに対応できる魔法少女を、私は知りません」

「すべての魔法少女を同一視しないことだ」

　鎧の魔法少女は暦に対応したまま、こちらに向かって落ち着いた口調で声を上げる。

「今のうちに逃にげろ、マドレーヌ」

　鎧の魔法少女は、暦の怒ど濤とうの連続攻撃を受け止めながらも、少しずつここから距離を取っていく。おそらく暦とアイスマドレーヌでは、分ぶが悪いと踏ふんだのだろう。

「やだよ！　人間なんかに背を向けるなんて！　そんなら死んだ方がマシ！」

「本当に死ぬぞ。こいつに殺されたのはコードアングレーズだけではないのだ。一いつ旦たん引き返し立て直さなければ、さらに被ひ害がいが出るだろう」

「やだ、やだ、やだあ!!」

「聞けマドレーヌ！　これはレッドザーネからの正式な命令なのだぞ！」

　その名前を聞いた途と端たん、駄だ々だをこねていたアイスマドレーヌは口をつぐむ。

「うう……く、そんな……」

　あまりに悔くやしいのか、顔を真っ赤にさせ、涙なみだを浮かべている。アイスマドレーヌにとって、人間を思いのままにできないのは、あり得ないことなのだ。

「く……そ、撤てつ退たいするしかないのかよ。こんなの屈くつ辱じよくすぎる！　受け入れたくない！　ゲロカス以下の人間ごときに──人間ごときに！」

　しばらく拳こぶしを握にぎりしめ、屈辱に耐たえていたアイスマドレーヌだったが、受け入れざるを得ないのだろう。歯を嚙かみ締しめ、涙を拭ふくと、暦れきたちとの戦いから背を向け歩き出した。

　岳たけ哉やのすぐ横を、見向きもせずに。

　まるでそこに、意に介かいする必要のない人間など、いないかのように。

（──眼中にないか）

　この魔ま法ほう少女の目には、障害にならない岳哉のことなど目に入りもしない。

　岳哉の大切なものをすべて奪うばい取っても、何とも思わない。

（くだらないプライドで、涙を出すほど悔しがっているくせに……！）

　体中の毛穴から殺気が溢あふれ出した。殺気は容易に理性を奪い取って、岳哉を自動的に動かす。

　背を向けている少女の頭に、バスタード・ソードを振ふり下ろす。

　剣けんは──届かない。

　アイスマドレーヌが背を向けたまま出現させた、氷の刃やいばに受け止められたからだ。

「……うざいんだけど、何？」

「アイスマドレーヌ、お前が麗れい歌か姉さんを殺したのは間ま違ちがいないんだよな？」

「あん？」

　アイスマドレーヌはバスタード・ソードをはねのけ、不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめながら、氷で固めた死体の山に目を移す。

「そのレーカ姉さんってのは、あの醜みにくい葡萄ぶどうの中にいるのかよ？」

　岳哉はその言いぐさに、アイスマドレーヌを殺意を込めて睨にらみ付けた。

　その目を見て、アイスマドレーヌは冷ややかに笑いながら、死体の山に向かって手を伸のばした。

　すると、アイスマドレーヌの足あし下もとから、ザン、ザン、ザン──と音を立て、逆向きの氷のつららが連なって出現した。地面から生えたつららは、アイスマドレーヌから離はなれる度たびに大きくなり、死体の山へ向かっていく！

　つららは、生徒たちの死体を串くし刺ざしにし、損そん壊かいさせる。

　もちろん、麗れい歌かの死体も。

「──ぁ」

「殺したかどうか憶おぼえてねーけど、とりあえずさらに痛めつけてやったぜ？」

　激高した岳たけ哉やはバスタード・ソードを振ふり下ろした。しかし感情にまかせた安直な攻こう撃げきは見切られ、アイスマドレーヌは右の手の甲こうで容易に剣けんを払はらいのけた。

「な──！」

　まさか素す手ででかわされるなどと予想していなかった岳哉は、体勢を崩くずす。その隙すきをアイスマドレーヌは見逃のがさない。左手で岳哉の頭を鷲わし摑づかみにする。

「が、あ……!!」

　顔が灼やける！　岳哉は痛みから瞬しゆん間かん的にそう感じたが、違ちがう。凍こおり付いている！　岳哉はとっさにバスタード・ソードを振り回し、アイスマドレーヌを飛び退のかせる。

「殺気だらけの素人しろうと攻撃と、あんたの腕の回復具合で分かる。あたしには到とう底てい敵かなわない。あたしたち魔ま法ほう少女を殺すには、魔法少女でも心臓を破は壊かいするしかないから、きっと魔力を帯びたあんたたちも同じ。【全能への集約マシュマロを膨らます】の影えい響きようを受けていても、人間の場合はせいぜい元の二倍程度の身体能力になるだけみたいね。さらにあんたは負傷して片腕うで。それなのにあたしに立ち向かう？　無む謀ぼうもいいとこ。サムい」

　その分ぶん析せきは正しいのだろう。

「そうだなあ。土下座して足を舐なめて裸はだか踊おどりするんなら、見逃のがしてあげるけど？」

　だが岳哉が、この魔法少女を許すことは絶対にない。

「その目。マジむかつく。自覚がないね。自分があたしたちに、指先一つで殺される蟻ありだって自覚が。あたしは今、めっちゃ機き嫌げんが悪いんだ。あんたの肉片がどこの部分か分からなくなるほど、八やつ裂ざきにでもしないと気が済まないぐらいにはね」

「それぐらいで気が済むなんて、幸せだね」

「あん？」

「僕は君の内臓から髪かみの毛一本一本から、何もかも細かく切り刻んでミンチにしても、全然足りない」

　岳哉はバスタード・ソードの切っ先を、アイスマドレーヌに向ける。

「お前ら魔法少女は、存在してはいけない生き物だ」

　アイスマドレーヌは一いつ瞬しゆんだけ、真顔になり。

「だったら──」

　怒いかりに目を剝むいた。

「──やってみろよ、人間！」

　岳哉に向かって手を伸のばす。

「【断崖の絶対零度伸びる伸びるアイスクリーム】」

　先ほど死体の山を貫つらぬいた、逆向きのつららが岳たけ哉やに一直線に向かう。岳哉の身長ほどの高さになり迫せまったそれを、体勢を崩くずしながら横に避さける。

「ほらほらほらあ！」

　攻こう撃げきはもちろんそこでは終わらない。続けてすぐに繰くり出される【断崖の絶対零度伸びる伸びるアイスクリーム】。岳哉は避ける。が、すぐにまた次のつららが迫る。その連続。

　五回も繰り返すうちに、狭せまい廊ろう下かは、逆向きのつららで埋うめ尽つくされた。

　岳哉は壁かべに追いつめられる。もう横には避けられない。

「ほら、もう逃にげ場ばはないぜ？」

　アイスマドレーヌは冷笑し、手を伸のばす。

「【断崖の絶対零度伸びる伸びるアイスクリーム】」

　岳哉は気付いていた。

【断崖の絶対零度伸びる伸びるアイスクリーム】の射程距きよ離りは二十メートルほど。つららはアイスマドレーヌから距離を離はなれるほどに、巨きよ大だいになる。

　つまり。

　アイスマドレーヌの直近のつららは小さい。そこに付け入る隙すきがある。

　だから、自分の前につららがたどり着く前に、飛び越こえる！

「うおおお！」

　岳哉は踏ふみ込み、思い切りジャンプする。地面から生えるつららは、人間の脚きやく力りよくでは越えられない高さだった。しかし、現在の岳哉の身体能力は人間の二倍だ。

　岳哉はギリギリのところでつららをかわし、そのままアイスマドレーヌに直進する！

「な、」

　アイスマドレーヌは驚おどろいた──

「んて、バレバレな奴やつだ!!」

　──ふりをして、下げ卑びた笑えみを浮かべた。

「空中に逃げるだなんて読んでたっての！　【鍾乳洞の絶対零度絡まる絡まるアイスクリーム】」

　冷気の塊かたまりが飛ぶ。一、二、三、四、五、六、七つの冷気の弾たま。空中にいる岳哉には避けようがない。

「ぐぅ！」

　岳哉はとっさに、天てん井じようにバスタード・ソードを突つき刺さし、ジャンプの軌き道どうを変える。

「なに!?」

　さすがにこれは、アイスマドレーヌにとっても予想外だった。冷気の塊は、岳哉が手を離したバスタード・ソードに直撃する。一いつ瞬しゆんでバスタード・ソードは氷に覆おおわれた。

　岳哉は落下しながらその様子を見送り、なんとか体勢を整える。着地に失敗すればつららが突つき刺ささって致ち命めい傷しようだ。つららで死ななくとも、アイスマドレーヌに追い打ちを掛かけられ殺される。

「う、おおおおおお！」

　岳たけ哉やは脚あしを精せい一いつ杯ぱい伸のばし、つららに足を着ける。膝ひざを曲げ衝しよう撃げきを和やわらげることに成功すると、すぐにつららを蹴けり、アイスマドレーヌに再び一直線に突とつ撃げきする。

「ち！」

　アイスマドレーヌは舌打ちし、再び【鍾乳洞の絶対零度絡まる絡まるアイスクリーム】を撃うつ。頭に向かって撃ち出された冷気の塊かたまりはよけることができず、岳哉は右手を前に差し出して頭だけを庇かばった。

「──っ！」

　手の先は凍こおり付いて固まり、動かなくなった。

「あはは、手が動かなくて、どうやってあたしを攻こう撃げきするんだよ！　ま、どうせ剣けんがなければ、あたしの心臓は貫つらぬけないけどさ！」

　右手に氷の刃やいばを出現させる。

「死ね！」

　もう軌き道どうは変えられない。避さけることはできない。だが、右手で致命傷を避ける程度のことはやろうとすればできた。

　しかし岳哉は──

「な、なにぃ！」

　まるで抵てい抗こうせず、氷の刃を受け入れた！

　腹部をアイスマドレーヌの氷の刃が貫く。

　理解不能な岳哉の行動に、戸と惑まどい、動きを止めるアイスマドレーヌ。

　ずるり──と、貫かれたままの体が、氷の刃に沿って流れていく。血がしたたり落ちている氷の刃は、もちろんアイスマドレーヌが握にぎっている。自然と岳哉はアイスマドレーヌの手元に引き寄せられる。

　着地。岳哉が体重を掛けると同時に、足あし下もとにある小さいつららが岳哉の足の甲こうを貫く。血が溢あふれ出るが、そんなことを今さら岳哉は気にしない。

　岳哉はついに、アイスマドレーヌの正面にたどり着いた。

「ひ……」

　狂きよう気き的な岳哉の行動に、ここに来て初めて、アイスマドレーヌの顔が引きつった。

　だが、すぐに余よ裕ゆうの表情に戻もどる。

「は！　だが剣を離はなしたあんたに攻撃手段はな──」

　──ずぶり。

「…………え？」

　アイスマドレーヌはその感かん触しよくに目を見開いた。

「え？　何？　この刃は物ものみたいな感かん触しよく、何……？」

　アイスマドレーヌは、ゆっくりと視線を下ろす。目を凝こらして見ても、自分の胸は疑いようもなく貫つらぬかれている。
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　凍り付いて、刃物のように硬度を持った岳哉の右手によって。

「は、あ？」

　指の先を伸のばしたまま、岳たけ哉やの右手は固まっていた。その先は、刃物のごとく鋭するどく尖とがっていた。

　それは皮肉にもアイスマドレーヌが持つ、氷の刃やいばにも似ている。

「が、ぐ──！」

　苦痛の声を漏もらす魔ま法ほう少女。

　しかし血は流れない。彼女たちは人間ではないからだ。

「……うが、ぐ……！　そん、な……自分の剣けんが固まったのを見て、一いつ瞬しゆんで手を凶きよう器きにすることを考えつく、なんて……！」

　そうではなかった。岳哉はそんなことを、いちいち考えてはいなかった。

　ただただ必死なだけだった。ただただ一つのことに集中していただけだった。

　──何に？

　──魔法少女を殺すことに。

　岳たけ哉やの頭を焦こげ付くほどに支配していたのは、何が何でも目の前の魔ま法ほう少女を殺そうという、執しゆう念ねん。

　いまだ氷の刃やいばで貫つらぬかれている岳哉は、血を吐はきながら、口元を歪ゆがませる。

「滅べ、欠陥品共」

　岳哉の腹を突つき刺さしていた氷の刃は消える。

　アイスマドレーヌは、脱だつ力りよくし、手をだらんと垂たらす。その表情は、無む垢くな子供のように、目を真ん丸くして不思議そうにしている。

「あたしが、人間なんかに？」

　アイスマドレーヌのその顔が、みるみるうちに老ふけていく。

「噓うそだ、噓だよね？　……だってこんなの、あり得ないし。人間に殺されるとか……絶対にあり得ないし……ねえ、噓でしょ？　あ、分かった。あんた、人間じゃないのね。きっと新しい生物なんでしょ？　だって人間に殺されるなんて屈くつ辱じよくが……あ、あるわけ、ないし！　痛い、痛い、痛いいいいい！　ねえ、あ……んた人間じゃ……ないんでしょ……？」

　救いを求めて、力なく笑う。しわくちゃのミイラに変わっていく。

　岳哉は口の中に溜たまった血を、アイスマドレーヌの顔に吐き捨て、言った。

「人間だ」

　ミイラは絶望に目を剝むく。

　自分のしわくちゃになった手を、じっと眺ながめる。

「こ、んなの、あたしじゃない！　あたしは……歳としを、取らない。特別なんだ。特別な存在なんだ。人間とは違ちがうんだ。あん……な哀あわれな、生き物とは、違う！　あたしはかわいくて、美しくて、みんなの憧あこがれの、魔法少女。そこら辺に蛆うじ虫むしのように湧わいてくる人間と、一いつ緒しよのわけないし、その人間に殺されるわけない。お願い。お願い！　素す敵てきなあたしに、理想のあたしに、また……変身して！」

　しかし、指に嵌はめていた指輪の赤い宝石は、黒化して、ひび割れた。

「い、や…………」




「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」




　それがアイスマドレーヌの断末魔の叫さけびだった。

　アイスマドレーヌは砂になって、消える。

　魔法が解け、すべての氷が消え始めた。魔法が消えていくのを見届けると、岳哉は立っていられなくなり、その場に崩くずれ落ちた。ポッカリと穴の空いた腹から血がドクドクと流れ、廊ろう下かに伝っていく。

（死ぬな、これ。…………いや、案外平気かもしれない。回復が始まってる）

　岳たけ哉やは思わず苦笑する。

（僕は魔ま法ほう少女に殺されかけて、魔法少女に助けられている）

　いつの間にか旧空そら殻から学園校舎は静まりかえっていた。もう爆ばく発はつ音も、悲鳴も聞こえない。あの鎧よろいの魔法少女が言っていたように、魔法少女たちは撤てつ退たいしたのだろう。

　不気味なほどの静せい寂じやく。無音がトゲのように岳哉の耳を遠えん慮りよなく刺さしてくる。岳哉の耳には、自分の荒あらい呼吸音しか聞こえない。

　このまま眠ねむるのか死ぬのか分からないが、岳哉の意識は消えていく。だが──ことり──という小さな音が、岳哉の意識を覚ました。

（──そうだ。まだ僕は…………）

　うつぶせのまま、首を向ける。

　魔法が消えたことで、葡萄ぶどうのように吊つるされた死体の山が床ゆかに落ちていた。今の音は、あまり覚えのない男子生徒の首が転がった音だ。

「────ぁ」

　岳哉はずりずりとナメクジのように這はいずって、そちらに向かう。その度たび痛みが走るが、構わず進む。

　死体の山にたどり着く。岳哉は死体を摑つかみ、最後の力を込めて動かす。ぬめり、という血と肉と臓器の感かん触しよくに耐たえながら、岳哉は見つけ出した。

　麗れい歌かの死体を。

　胸から下がない彼女の死体を、岳哉は抱だきしめる。中身が抜ぬけ落ち冷えた体は、酷ひどく軽い。

　どうすればいいんだろう？　どうすれば彼女はまた喋しやべり、笑うのだろう？

「麗歌姉さん」

　岳哉はポケットから、自分で作った不ぶ細さい工くなシルバーリングを取り出す。

「姉さんは結けつ婚こんを受け入れてくれていたのかな？」

　リングを握にぎりしめる。

「姉さんは全部あげているって言ったけど」

　麗歌の頭を抱きしめる。

「もう全部、ない」

　そのとき奇き蹟せきが起こった。銀の指輪が光り輝かがやいたのだ。指輪に込めた岳哉の想おもいが復活のための魔法になった。普ふ通つうの指輪にも魔力が宿るものなのだ。愛の力で麗歌は復活した。麗歌の体はみるみると再生し、その美しさを取り戻もどした。彼女は笑いながら岳哉にささやく。「式を挙げるわ。ささやかな、私たち二人だけの式を」。どこかいたずらっぽい笑え顔がおで。そう、魔法の正体とは、人間誰だれしもが持つ愛の力だったのだ。

（──なんてことが、あればいいのに）

　当たり前だが、そんな救いはこの世界にない。

　──ぼとり。なんの音かと思えば、それは麗れい歌かの臓器が床ゆかに落ちた音だった。

「あ、」

　ようやく。

　ようやくだ。

「ああ────」

　実感する。麗歌がもう死んだことを。麗歌がもういないことを。奇き蹟せきなど起きないことを。

　この世は所しよ詮せん、絶望に支配されていることを。

「う、うう……うううううううううううううう…………」

　涙なみだが流れ、すぐに止まらなくなった。怒いかりと悲しみが岳たけ哉やを支配する。

（ふざけるなよ……ふざけるなよ……!!）

　麗歌の死体を抱だきしめる。

　また、ぼとり、と臓器が落ちた。

　それは心臓だった。

（僕は死ぬ。死んで姉さんのところに行く。──だけど、）

　岳哉は涙を流しながら、歯を剝むき出しにして、笑う。




（その前に、この世界すべて巻き込んで、死ぬ！）




「生き延びたようですね」

　岳哉は顔を上げた。

　そこにいたのは生徒会長、鬼おに崎ざき暦れきだ。服装こそ乱れているが、怪け我が一つしていない。満まん身しん創そう痍いの岳哉とは対照的だった。

「あなたは──」

　死体を抱きしめながら、岳哉は言う。

「あなたは、何がしたかったんだ……？」

「ふむ」

　長い髪かみをかき上げた暦は、いつも通り表情を変えることなく、答えた。

「私もよく分かりません」

　目を見開く岳哉に、暦は続ける。

「私は、私の目的を言葉にはできない。私は宇宙に支配されていて、それに従っているだけなのです」

「頭が、おかしいのか？」

　怒いかりさえ湧わかず、岳たけ哉やは思ったままの言葉を吐はき出す。

「どうでしょうね。しかし、私が始めたかったものは分かります」

　暦れきは言った。




「魔法少女との戦争です」




　そうして、唯ゆい一いつ魔ま法ほう少女を殺す力を得た、少年少女たちの戦いの幕が上がった。ただ一度、相手が完全に油断しているときでさえ、空そら殻からファームの生徒の数は半分以下の二七八人になるほどの、一方的で無む謀ぼうな戦いだ。

　だが、もう引き下がる道はない。

　岳哉たちは──檻おりの中の檻の中の檻──から出てしまった。もうすぐまた、猛もう獣じゆうたちが食い荒あらしにやってくる。

　その証しよう拠こに白いメルヘンな空は、灰色の曇くもり空ぞらに変わっていた。
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　　　　　　†††




　小鳥の囀さえずりが聞こえる。生きる悦よろこびに溢あふれる音だ。

　岳哉の視界に浮かぶのは、もう二度と戻もどることはないであろう故郷の風景だった。

　等とう間かん隔かくで立ち並ぶ白木。その向こうに見える黄色に染まった葉。中心にある小さな湖は、太陽の光を受けて、水面を青色に光らせている。

　観光地になるほど有名な場所ではないが、岳たけ哉やはそこを地球上のどこよりも美しいと思っていた。この特別な場所では、植物も、魚も、時折現れる狐きつねも、そして自分にも優ゆう劣れつはなく、等価値の命になる。

（僕は死体の転がる校舎の廊ろう下かに、横たわっていたはずだ。それなのにどうして、その光景が浮かぶんだろう？）

　しかし、これは確かに、子供の頃ころに味わったあの故郷の空気。優やさしく柔やわらかい、あの空気。

　岳哉は気付く。

　頭に、硬かたい弾だん力りよくがある。

　……ああ、これは誰だれかの腿ももだ。自分は誰かに膝ひざ枕まくらをされている。

　鼻び腔こうをくすぐる樹木のような香かおりがかすかにする。あらゆる負の感情で溢あふれかえっていた頭を、少しずつ整理してくれる。自分の頰ほおを包んでいる小さな手は、頰とまったく同じ体温で、それが酷ひどく心地ここちいい。

「ひっく……ひっく……ひっく……」

　押し殺し、泣く声。

　誰だろう？

　岳哉は、目を開ける。

「ひっく……ひっく……ひっく……」

　知らない女の子だ。

　岳哉に膝枕をしている知らない女の子は、涙なみだを零こぼす。その涙は岳哉の頰に落ち、流れる。

　それはまるで、静せい謐ひつな儀ぎ式しきのようだ。

「……ごめんなさい」

　謝罪されるいわれはない。少なくともこの少女に罪などないと、直感的にそう思った。そうでなければ、彼女のまとっている淡あわい光が、こんなにも優しいわけがない。

「わたしは無力で、あなたの大切な人さえも、失わせてしまうの。喪そう失しつの悲しみを知っているのに、止める力さえない」

　少女の肌はだはまるで透とう明めい。触さわれば指がすり抜ぬけてしまいそうだ。碧みどり色をした瞳ひとみは、そうだ、あの故郷の湖の色に似ている。

　少女は立ち上がる。棒のように頼たよりない細い脚あしは、今にも体重を支えきれなくなって倒たおれてしまいそうだ。

　そこに見覚えのあるシルエットが現れ、少女の肩かたに乗る。

「ダメだよ　ノワ。人間ひとりひとりに　感情いにゅうしたら　ノワの心は保もたないよ。壊こわれちゃうよう」

　ウサコロだ。

　少女はウサコロの頭を撫なで、答える。

「でも、全員の感情を、わたしは抱かかえなければいけないの。それが、わたしの使命」

「全部自分で抱え込んじゃダメだよ。ノワが消えたらおしまいで　その先に希望なんてないんだ。ねえ　そろそろがまんしないで　人の魂たましいを食べようよ」

「ウサコロ。前にも言った通り、わたしは人の魂をもう食べられないの。食べることができないの」

「リスクを背負って　魔ま力りよくを強化して乗り切るのは　もうげんかいだよ。体は保もたないし　暦れきくんにも出し抜ぬかれた。なんのメリットもないじゃないか」

「……だから……そうじゃなくて、食べられないの。その話はおしまい」

「近いうちにノワは　消えちゃうよ。体はボロボロじゃないか。わら半紙みたいだよ。それじゃあ　他ほかの魔法少女に勝てないよ」

　岳哉は朦もう朧ろうとした意識の中で、ようやくその正体が分かる。

　ああ、無理もない。あまりにもイメージと違ちがいすぎる。自分たちを監かん禁きんし、食しよく糧りようとした怪かい物ぶつが、こんな姿だなんて思わない。こんな温かく優やさしい空気をまとっている魔法少女がいるだなんて、聞いていない。

　真っ白い雪のような魔法少女。綿わた菓が子しのように繊せん細さいで、壊れそうな、魔法少女。

「──ホワイトノワゼット」

　声を出した岳哉に、ホワイトノワゼットはゆっくり振ふり返る。

「岳哉くん」

　優しい、親しみを込めた呼び声。

「あなたよ」

　岳哉に近づき、しゃがむ。

「わたしは思ってるの。この世界を救えるのは、あなたよ」

　横たわっている岳哉の頰ほおに付いた、自分の涙なみだを拭ぬぐう。

（僕が、世界を救う？）

　そんなことができるわけない。

　岳哉は麗れい歌かを失い、目的さえも失ってしまった。

「あなたは理解できないかもしれない。でも、あなたの大切な人は、あなたの側そばにずっといるの。あなたとわたしが忘れなければ、いつだって消えたりしない」

　信じない。死は、死だ。死は、無だ。死は、絶望だ。

「きれい事を言っているつもりはないの。わたしの魔法は共有だから、できるはずなの。ここにいるみんなの感情、ここにいたみんなの感情は全部、わたしの胸の中にあるの。全部、忘れないで、残してるの。あなたが望めば、いつだってあなたはわたしの中に、入ってこられるの」

「そんなのは──」

（──噓うそだ）

　そう言おうとしたそのとき、ホワイトノワゼットは岳たけ哉やの胸に触ふれる。

　瞬しゆん間かん──入り込む。




『　　──────

　　　　　　　　　────────────────　　　　　　　　　　　　　　　　』




　それは言葉にはできない。

　それは映像にもできない。

　ただそれは、そこにある。

　そこにあって、ただそれだけで、岳哉の心臓を動かし、熱くする。




「う、あ」

　自然と涙なみだが溢あふれる。

「う、く、ぅうううううううううう…………」

　これが。

　これが、この世界にあるだなんて、思っていなかった。

「だから絶望しないで」

　ホワイトノワゼットは、岳哉から手を離はなす。

「あなたにとって本当に大切なものを、見失わないで」




　岳たけ哉やはそのまま意識を失った。

　もし、岳哉が、ホワイトノワゼットが示してくれたものを信じられたら、未来はきっと変わったのだろう。けれど岳哉にはどうしても、そこにただ存在する温かいものを、そのまま受け入れることができなかった。

　優やさしい世界を知らない岳哉にはどうしても。

　だからこれは、岳哉が意識を失っている最中さなかの、夢の一幕にすぎない。







[image: 2nd episode　いともたやすく行われるえげつない行為の最中に英雄ポロネーズは鳴り続ける。]










　　　　　　０




　血の臭においに混じって、数年ぶりに雨の匂においがした。懐なつかしくもあるが、岳たけ哉やには雨の日にはろくな思い出がない。野宿をしているときに雨をしのぐのは大変だったし、妹が死んだのも雨の日だった。

　雨が地面に叩たたきつけられ跳はね返る音がする。冷たいリノリウムの床ゆかに、温度を奪うばわれる。意識は遥はるか彼方かなたに遠ざかり、雨の音は妙みように澄すんで聞こえた。

　懐かしい風景を見た気がしたが、もう岳哉には思い出せない。

　不意に岳哉の体が揺ゆらされた。

　何事かと目を開ける。

　焦しよう点てんがすぐに合わせられないほど、近くに顔があった。リリィだ。リリィは岳哉の体を揺らしながら、まぶたを真っ赤に腫はらしている。

「岳哉！」

　一いつ瞬しゆんでリリィの目に涙なみだが浮かぶ。

「……う、うう……よかった。生きててよかった……！」

　現実からはまだ遠ざかっている。自分が魔ま法ほう少女に勝ったことなど、夢の中の話のようだ。血が抜ぬけすぎた体には力は入らず、起き上がることはできそうもない。視界は明めい滅めつしていて、またすぐにでもブラックアウトしそうだ。

「岳哉、岳哉ぁぁ……！」

　ぼんやりとした意識の中で、リリィがこんなにもうろたえているのは初めて見るな、と思う。

　それだけ自分のことを想おもってくれている人がいることは、どれだけ幸せなことだろう。

　自分が生き抜ぬくことさえも難しい世界だ。他人のことを考える余よ裕ゆうなどない。そんな世界で、他人のために流す涙が、どれだけ貴重で、美しいものか、岳哉は分かっているつもりだ。

　けれど──




　岳哉はリリィから目を外し、腕うでに抱かかえ込んでいるものを、見下ろす。

　硬こう直ちよくを始めた麗れい歌かの死体は、このまま腐くさるだけ。




　　　　　　１




　魔法少女撤てつ退たい後、すぐに決まったことは、一年間過ごした旧空そら殻から学園校舎から去ることだった。これだけ人が死んだ場所だ。死体から病びよう原げん菌きんが発生する可能性もあるし、生活できるほど掃そう除じするのも困難だ。

　そもそも、もうこんな場所にはいたくない。

　生徒たちは生徒会長鬼おに崎ざき暦れきの指揮の下もと、死体の焼しよう却きやく、埋まい葬そうを始めた。それは肉体的にも精神的にもとてもつらい作業だった。死体と対面する度たび、これから魔ま法ほう少女と戦い、おそらく自分が最後に無む惨ざんな死体になるという現実を、これでもかというほど突つき付けられた。その絶望を前に、自殺してしまった生徒もいた。

　ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーは、敵の魔法少女たちに突とつ破ぱされたことで解除され、空の色は元に戻もどっている。しかし気分が晴れるような快晴ではなく、雨続きの空はどんよりと淀よどんでいた。

　閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーは、生徒会室を中心として半径１・５キロほどに、半球型に広がっていた。半球の内側がわには、今回のようなことがなければホワイトノワゼットが許可した者しか入れない。さらに、半球の中にもう一層半球があった。

　二重構造の中で最も内側が、岳たけ哉やたちがいた空そら殻からファームだ。

　敵の魔法少女たちは、最深部にある空殻ファームにまで侵しん入にゆうしてきた。ということは当然、空殻ファームの外側にある市街を、魔法少女たちは通ってきたことになる。

　魔法少女たちは、街を荒あらした。

　そこにあったのは、地じ獄ごく絵え図ずだった。

　魔法少女たちは通行する際に、視界に入ったという理由で、人間の頭を刎はね落とした。清せい廉れん潔けつ白ぱくに生きてきたとか、欲望のままに生きてきたとか、そんなことは関係なく、ランダムに無む慈じ悲ひに殺した。砂浜にある貝かい殻がらを無む作さく為いに拾うほどの適当さで、街の人間は殺された。

　死体は、時に野犬が喰くらい、時に蝿はえがたかっている。

　生存者の確かく認にんをしたところ、空殻市の住民の数は三分の一にまで減ったことが分かった。しかし、死体と生存者の数が明らかに合っていない。行方ゆくえ不明者の中には、魔法少女に連れて行かれた者がいるのだと推すい測そくされた。

　労働力として。

　あるいは、娯ご楽らくとして。




（──く、そ！）




　ベッドの上で岳哉は、薄うす汚よごれたマットを叩たたく。

　報告を受けるだけで、魔法少女への憎ぞう悪おが溢あふれ出る。実際に街の光景と向かい合わなければいけないみんなは、自分以上の感情と戦っているだろう。

　なのにみんなが大変なときに、自分はベッドの上から動くことさえできない。アイスマドレーヌとの戦いで負った傷は深く、安静を余よ儀ぎなくされている。

「……う、く！」

　腹部の傷が痛む。

　岳たけ哉やが受けた治ち療りようは、消毒をし、包帯を巻いただけだった。麻ま酔すい薬やくも、輸血用の血液も、この街にはない。

（──けれど僕は、生き延びられるみたいだ）

【全能への集約マシユマロを膨らます】はまだ持続している。魔ま力りよくによる回復効果は絶大で、もう包帯に血がにじむことはない。腕うでも三日足らずで手首まで再生している。

　でも、順調に回復している岳哉とは対照的に、病院にはいまだあちこちから苦く悶もんの声が広がっている。

　なぜなら、【全能への集約マシユマロを膨らます】の効果を受けるのは、十代の少年少女だけだからだ。それ以外の年代の人間は、身体能力は向上しないし、当然傷も回復しない。

【全能への集約マシユマロを膨らます】は、本来魔法少女の能力を向上させる魔法だ。だから魔法少女に肉体的な年ねん齢れいが近い、十代の少年少女にしか作用しないのだろう。

　岳哉は理解する。だからこそホワイトノワゼットが空そら殻からファームに閉じ込めたのは、自分たち少年少女だったのだ。

　ここに運び込まれはしたものの、死んでいく人たちも岳哉は見ていた。この空殻総合病院は市の規模の割に大きな病院だったが、もちろん世界の終焉ヒユーマンイールド後には、医い療りよう機関としてほとんど機能していない。

　今回の魔法少女の襲しゆう撃げきで、大勢の人間が死んだ。

　そしてそれは──

（──僕のせいだ）

　魔法少女が襲撃してきたのは、ホワイトノワゼットの魔力が弱まったせいだ。

（僕が彼女を教室に閉じ込め、人質を食べられない状じよう況きようを作り、魔力の供給をさせなくしたからだ）

　病院を満たす苦悶の声。

　それは、岳哉にとって、自分を責める声。

（……僕は、どの面つら下げて、生きているんだ）

　悪いのは岳哉ではなく、殺した魔法少女だと言うのは簡単だ。だが、それは傍ぼう観かん者だけが言えることだ。自分の身に取り返しのつかない厄さい災やくが訪おとずれた人間が、怒いかりや悲しみを押し留とどめ、原因を作った岳哉を許すだろうか？

（許さないだろうな。僕だって、生徒会長を許せない）

　こうなるのを知っていて、暦れきは岳哉に行動させた。その結果、麗れい歌かは死んだ。

　しかしほとんどの人間にとって、今回の事件を起こしたのは、暦ではなく岳哉になっているだろう。

　岳哉が煽せん動どうし、ホワイトノワゼットの魔力を弱めた事実も、さらに広がる。岳哉にどんな目的や理念があったかは関係ない。重要なのは結果だ。大勢の人間が岳たけ哉やの行動が起因となって死んだ。やり場のない人々の感情は、岳哉へ向かうだろう。

（僕は、誰だれかに殺されてもおかしくないんだ。……だけど──）

　その流れに従い、殺されるわけにはいかない。謝罪をしたくても絶対に謝らない。自分の罪を認めない。

（麗れい歌か姉さんを殺したような世界を、このままにはできないから）

　変えなくてはならない。

　この狂くるった世界を変えなくてはならない。

　そのためには。

（魔法少女をできるだけ多く、殺す）

　そう決意した途と端たん、不意に胸の中に異物感が混じる。

（……分かってる）

　そんな感覚なくたって、この想おもいが間ま違ちがっていることは。







「岳哉」

　懐かい中ちゆう電でん灯とうの光で顔を照らされ、岳哉は目を細める。

　いつの間にか痛いほどに歯を食いしばっていた。岳哉は大きく息を吐はいて、力を抜ぬく。

　空そら殻からファームに閉じ込められていたときには、夜は存在しなかった。だから忘れていたが、夜とは根源的な恐きよう怖ふを呼び起こすものだ。街灯が点つかないこの街の夜は、まさしく闇やみそのもので、感情を引きずり込まれそうになる。

　それなのにこの闇の中、今日の作業を終えて疲ひ弊へいしているはずなのに、彼女はわざわざ来てくれた。

「リリィ」

　すぐにリリィの肩かたに乗っている生物にも気付いた。

「……と、ウサコロ」

「わーい　岳哉くん」

　岳哉は飛び跳はねるウサコロを無視して、リリィに話しかける。

「お見み舞まいになんて来なくても大だい丈じよう夫ぶだよ。自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいのはずだ」

　実際、リリィの顔には疲ひ労ろうの色が浮かんでいる。

「馴なれ馴れしいから、呼び捨てにしないで」

　その決まり文句もどこか力がない。

「……どうかしたの？」

　リリィは無言のまま、ベッドに腰こし掛かける。わずかに震ふるえていた。

　暗くて顔色はよく見えないが、リリィの様子は明らかにおかしい。これは疲ひ労ろうだけではない。

「話しなよ」

　リリィはしばらく口を真ま一いち文もん字じに結んでいたが、ようやく小さな声で話し始めた。

「あたしの両親が存命で、空そら殻から市に住んでるって、岳たけ哉やは知っていたわよね？」

「うん」

「……魔ま法ほう少女襲しゆう撃げきの後、空殻ファームの外に出られるようになったじゃない？　あたし、岳哉が生きているのを確かく認にんしたあと、すぐにパパとママが気になって、自分の家に向かったの」

　岳哉は押し黙だまった。

　リリィの表情から、このあとの言葉は大体想像できた。

「パパと、ママは、いなかった」

　予想通りの、だけど残ざん酷こくな結果。

「すぐに辺りを捜さがしたわ。だけど見つけられなかった。家で待っても帰ってこなかった。死体を片付けている間も、作業が終わってからも、両親を捜し続けたわ。……でも、いない」

「作業が終わってからって……外はこんなだからほとんど見えないだろうに」

「効率なんて関係ないわ」

　リリィは当然のように言う。

「動かずにいられないんだもの」

　暗がりでよく見えていなかったが、リリィの目元にはくっきりと隈くまがあった。ほとんど寝ねていないのだろう。

「一いつ生しよう懸けん命めい捜したけど、パパも、ママも、この街のどこにもいなかった。闇やみ雲くもに捜すだけじゃなくて、人にも聞いたわ。ほら、あたしのパパ、ドイツ人だから、一目見たら分かるはずなの。……でも誰だれも分からないって」

　リリィは拳こぶしを握にぎりしめる。

「し、死体も捜したわ……。正直ね、死体を見るの、すごく嫌いやだった。だって当然だけど、死体になった両親を見つけたくないもの。……魔法少女って酷ひどいわよね。もうあたし、肉は一生食べられる気がしないわ。それで結局ね、死体の中にも両親は見つけられなかったわ。パパも、ママも、どこにもいない」

　なんて言葉を掛かけていいか分からない。両親がいない過か酷こくな現実の前では、どんな言葉も気休めにすらならない。

「ねえ、岳哉。あたしは何も分かってなかったわ」

　リリィの表情は力強いのに、どこか焦しよう点てんが合っていない。

「岳哉は麗れい歌かが生いけ贄にえに選ばれたとき、戦ったわよね。あたしね、岳哉が声を上げて戦ったとき、気持ちは分かるけど、そこまでしなくてもいいのにって、そう思ってた。あたしがその立場になったら、きっと同じ事はしないし、できないだろうなって」

　リリィはポケットから何かを取り出す。

　それはリリィ愛用の、サバイバルナイフだった。

「でも、違ちがったわ。どうやらあたしも同じみたい。なりふりなんて構ってられない。できるかできないかなんて二の次になるのよ」

　ナイフの刃はを指でなぞる。

「あたしは、やるわ」

「リリィ……何をしようと？」

　岳たけ哉やの目を、リリィは覗のぞき込む。

「死体がないってことは、魔ま法ほう少女に連れ去られたかもしれないのよね？　もちろん細切れになった死体や、焼け爛ただれた身元不明の死体が、パパかママの可能性もあるわ。でも、あたしは実際に確かく認にんするまで、生きているって信じる」

　──ザシッ！

　リリィはサバイバルナイフを壁かべに突つき刺さした。

「あたしは、」

　無言でナイフを引き抜ぬき、仕し舞まう。

「あたしは、魔法少女の手から、両親を取り返すわ」

「取り返すって、それは──」

　無む謀ぼうだ。ホワイトノワゼットを倒たおそうとしていた岳哉よりよっぽど無謀だ。リリィがしようとしているのは、魔法少女の一人二人を倒すのとはわけが違う。相手の巣すに正面から乗り込んで、何人いるか分からない怪かい物ぶつを倒さなくてはいけない。

「無謀だとか、無謀なことばっかりやってた岳哉が言わないでよね。幸いあたしたちは、魔法少女を殺せる力を得たわ。微び力りよくかもしれないけど、無力ではなくなったわ。ねえ、ウサコロ、そうよね？」

「うん」

　リリィの肩かたからウサコロは返事をする。

「……リリィの気持ちは痛いほど分かるよ。だけど、ちょっと待って。そもそもホワイトノワゼットを信しん頼らいしていいの？　それどころか敵じゃないって保証は？　ホワイトノワゼットは魔法少女なんだよ？　何のために僕らに【全能への集約マシユマロを膨らます】を使っているかまだ分からないのに、その力を頼たよりにしていいの？」

　その言葉に、ウサコロは驚おどろいたように岳哉を見る。

「……岳哉くん　あのときのこと　覚えてないの？」

「あのとき？」

　岳哉は思い返してみる。

　どういうわけか故郷の風景が浮かび、そこで雪のような魔法少女を見たことを思い出すが、岳たけ哉やはかぶりを振ふってその光景を消した。

（何をバカなことを思い浮かべてる？　あまりに都合がいい夢だ。あんな自己犠ぎ牲せいの塊かたまりのような、しかもその上人間を救おうとしているような魔ま法ほう少女がいるわけない）

「覚えてないんだね。じゃあしょうがないけど　ノワがかわいそうだから　もうそういうことを　言わないであげて」

「……何がかわいそうだって言うんだ。ならホワイトノワゼットは、何のために僕らに力を与あたえているんだよ？　他ほかの魔法少女を倒たおすためだというなら、なんで自分で戦わない？　仲間の魔法少女だっているんじゃないのか？　その方が、僕らを兵士にするより、よっぽど勝ち目がある。結局、僕らに頼たよりない蜘く蛛もの糸を垂たらすだけで、そこに必死にしがみつく様を見たいだけなんじゃないのか？」

「ノワは　たたかえない。他の魔法少女も　たよれない。みんなに助けてもらうことでしか　ノワの望みはかなわないんだ」

「そんなの、信じられると思う？」

　ウサコロはそれ以上は何も答えられず、悲しそうに岳哉を見つめるだけだ。

「……信じて欲しいって言うなら、せめて正体を明かしてくれないか？　第十八クラスの中にいたのは本当なんだろう？」

「無理だよ……。レッドザーネたち魔法少女に　突つき止められて　ノワが殺されちゃう」

「ならどうして生徒会長たちに、第十八クラスの中の誰だれかがホワイトノワゼットだと教えたんだ？」

「敵の魔法少女におそわれたとき　まもってもらうためだよ。じっさいこの前は　生徒会室の中に逃にげ込むことで　第十八クラスは助かったでしょ？　クラスにノワがいるって言わなければ　できなかったよね？」

「……まあ、そうだね」

　リリィが入り込む。

「もういいわ岳哉。ホワイトノワゼットにどんな思おも惑わくがあって、あたしたちに力を与えたとしても関係ない。戦える力があるなら、あたしは戦う。それは変わらないわ。ねえ、ウサコロ教えて。あたしが倒すべきなのは、誰？」

　ウサコロはゆっくりとリリィの肩かたからベッドに下りる。

　リリィを見上げて言った。

「レッドザーネ　だよ」

　岳哉はその名前に、思わず唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　なぜなら、その魔法少女の名前には『色』が入っている。

「あ　敵がレッドザーネだけってわけじゃないよ。人間の味方をしてくれる魔法少女は　ノワしかいないからね。でも　こんかい仕し掛かけてきたのは　レッドザーネだよ。とってもつよいよ。ノワと同じ　特定魔法少女クレヨンズだもの」

　特定魔法少女クレヨンズ。

　魔ま法ほう少女の中でも特別な力を持つ特異種。怪かい物ぶつの中の怪物。

　特定魔法少女クレヨンズは例外なくリーダーとなり、他ほかの魔法少女を束ねている。特定魔法少女クレヨンズのみ発現できる閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの中に自分の理想郷を築き、そこで他の魔法少女と共に人間を囲っている。

　特定魔法少女クレヨンズは、魔力を貯蔵できる量が桁けた違ちがいであり、扱あつかう魔法も他の魔法少女とは一線を画している。例えば特定魔法少女クレヨンズの一人であるホワイトノワゼットの【全能への集約マシユマロを膨らます】も例外的な魔法だ。これだけ大規模に、しかも大勢に影えい響きようを与あたえる大魔法は、普ふ通つうの魔法少女は扱えない。

「レッドザーネは　特定魔法少女クレヨンズの中でも　もっとも残ざん虐ぎやくでこーせん的だよ。人間を玩具おもちやとしか思っていないレッドザーネは　ノワとはけんえんの仲だったね。だからノワの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーがよわまると　すぐにしかけてきたんだと思うよ」

「……ウサコロ。レッドザーネは、どんな魔法を使うんだ？」

「炎ほのおにまつわる魔法だよ。その気になれば　この街ぐらい数秒で燃やし尽つくせるんじゃないかな？」

　レッドザーネの名は、魔法少女襲しゆう撃げきの際に聞いていた。だから覚かく悟ごはしていたが、具体的にその力を聞けばやはり怖おじ気けづく。本気になれば数秒で街を焼け野が原にできる相手を、どうやって倒たおせというのか？

　しかしリリィの反応は岳たけ哉やとは違った。リリィは怖じ気づくことはなく、目を鋭するどく尖とがらせる。

「レッドザーネ」

　ウサコロを睨にらみ付け、吐はき捨てる。

「それがあたしの敵の名前」











♥♥♥♥♥






　きゃっほー！　みんな元気？　いっぱいおいしいもの食べてる？

　今日もいい天気だねえ。見ての通りの晴れ渡わたる真っ赤な空！　あそこには紫むらさき色のオーロラが見えるよ！　素す敵てきだねえ。胸むなくそ悪い真っ白い空とは違ちがうねえ。

　え？　いきなりテンション高いわたしは誰だれだって？　やだやだ失礼しちゃうっ！　お姫ひめ様であるわたしを知らないなんて！

　でもわたしは優やさしいから、赤ちゃんに言葉を教えるぐらいに懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えちゃうよ！　わたしはね──

　ばばーん！（胸を張って）

　──レッドザーネちゃんだよ！

　んんー？　まだざわざわと騒さわがしいねえ。どうしてこんな映像が撮とれて、ここで放送してるかって？　ちょっと考えれば分かるでしょ！　魔ま法ほうだよ！　友達の魔法少女の中に、映像を操作できるコがいるの。そういうわけで、あなたたちの街の朽くち果てた映画館で、この映像をエンドレスで再生しているわけです。いつ気付いてくれるかなあ？　気付いてくれなかったら悲しすぎるっ！

　さてさて。今日はね、わたしのお城を紹しよう介かいしちゃうよ。はい、見てください。素す敵てきでしょー？　赤いレンガで作ってあるの分かる？　お城にしては大きくないけど、おとぎ話に出てきそうなキュートさでしょ？　あのステンドグラスは、用意するのすごく大変だったんだー。庭もちゃんと手入れしてあるでしょ？　こだわりのバラ園です！

　毎日パーティをしてるんだよ？　友達にお菓か子しをいっぱい振ふる舞まってるの。マカロン、ホットケーキ、ショートケーキ、なんでもあるよ！

　あ……マシュマロはないけど！　嫌きらいだし！

　それじゃあ、中に入ってみようね？

　そうだなあ……特別に玉座に案内しちゃおうかな！

　玉座に着くまで、わたしの話していい？　いいよね？　じゃあするね！

　わたしね、小さい頃ころから夢があったの。人間時代の記き憶おくはないけど、夢だけは憶おぼえていたの。

　それはね、お姫様になること。

　かわいいお嫁よめさんになるのもいいけどお……やっぱり女の子の一番の夢はお姫様だよね！　お嫁さんはきれいなウエディングドレスが着られても、一日だけだもんね。でも、お姫様のわたしはずっと、大好きな真っ赤なドレスを着ていられるの！　ねえ、このドレスかわいいでしょ？　かわいいよね？

　さて、そうこう言ってるうちに玉座に着きました。といっても、王様も王子様もいないので、玉座というより姫ひめ座ざでーす。シャンデリアはこだわりの一品でね、友達に──

「何をしている、レッドザーネ」

　あら？　録画中なのに話しかけられちゃった。

　ええと……この鎧よろいのようなドレスのような中ちゆう途と半はん端ぱな服を着ているのは、お友達のセイバーレザンさんです。レザン、録画中だよ。本番だよ。編集でカットはできないんだよ？　ほら、どいてどいて。

「あまりあなたのお遊びに、ビジョンラスクを巻き込まないでやってくれ」

　遊びじゃないし。必要なことだし。

「人間にここの様子を見せることがか？」

　そう。わたしのかわいさと、わたしのお城と、わたしの世界をできるだけ見せないと、わたしのモチベーションに関かかわるの！

　……あー、なにその溜ため息いき、ひどーい。

　この酷ひどいお友達について教えるね。うちで最強の魔ま法ほう少女、セイバーレザンだよ。魔力はわたしに到とう底てい敵かなわないけどお、毎日剣けんの鍛たん錬れんをつんでるから強いの！　魔法少女のくせに鍛きたえるとか変なんです！　魔法少女に努力とかよくないよ。夢を与あたえないと！　スマートで、かわいくしないといけないと思わない？

　でも、毎日鍛えてるだけあって、まともに戦ったらわたしに勝っちゃうかもしれないぐらい強いんです！　そんけー！

「あなたに勝つ？　冗じよう談だんもほどほどにして欲しい。そもそも私がレッドザーネに刃は向むかうことなどあり得ない」

　堅かたい。堅かた物ぶつ。そして顔はかわいいのにこの言葉遣づかいないよね！　武士か！　そなたは武士なのか！

　うーん、じゃあ次はね、わたしの忠実な僕しもべたちを紹しよう介かいするよ！　え？　魔法少女じゃないよう。魔法少女のみんなは友達だもん。上下関係なんてないもん。下になるのは人間だけだよ。当然でしょ？

　見て見て、大だい臣じん、執しつ事じ、メイド、兵士、みんな立派なもんでしょ！　お洋服一いつ生しよう懸けん命めい調達したの。馬ま子ごにも衣い装しようだよねー。

　ねえ、ちょっとメイドＢちゃん、こっち来て。放送するからラスクに向かって喋しやべって。え？　うん、だから喋っていいって。そりゃあ普ふ段だんは口をきいたら殺すって言ってるけど、今はわたしが許可してるんだから、喋るべきでしょ？　そんなことも分からないの？　あなたの肉親全員プラモデルみたいにバラバラのパーツにするよ？

　改めまして……こちらは三週間前に街から調達した、人間の女の子です。メイド服とっても似合ってるでしょ？　かわいいでしょ？　お気に入りなの。

　はい、おしゃべりどうぞ。

「────た、助け」

　ぐしゃり。

　はい、面おも白しろくないでーす。

　……あーあ、かわいかった顔が潰つぶれちゃったね。でも、正直その顔にも飽あきてきてたから、ちょうどいいかな。甘やかしすぎるのもよくないしね。

　ん？　みんな、さっきから後ろにあるもの気になってる？　どうでもいいものだけど、じゃあ紹しよう介かいします。

　猿さるぐつわの家か畜ちくさんたちです。主にわたしの食しよく糧りようだね。あ、この人ね、瞳ひとみの色が緑色できれいだったから、くり抜ぬいてスープに入れたの。目が見えなくてかわいそうだねえ。あ、横にいるこれはもう死んでるよ。あのねあのね、顔のきれいな子と、脚あしのきれいな子と、胸のきれいな子と、指のきれいな子がいたから、貼はり合わせてみたの。ちゃんと腐くさらないように処理してるよ。んー、でも合わせてみたら、予想以下ではあったかも。皮ひ膚ふの色が違ちがうのが、悪かったのかなあ。

　あ、もしかして知り合いがいた？　そうだよ！　ここの人たちはホワイトノワゼットのところから調達してきた人たちなの！

　話を聞いてみたい？　しょうがないなあ。

　家畜の鳴き声は耳みみ障ざわりで聞きたくないんだけど、みんなの気持ちを察して、特別に我が慢まんします！　なんという辛しん抱ぼう強さのザーネちゃん！

　ではでは！　この女の人に話を聞いてみましょう！

　猿さるぐつわを外します。

「──ぷは！　ゆ、柚ゆず姫き、私に構わず、逃にげて！」

　はい、髪かみの毛全部ぶちっと。

「うああああああああああああああああああああああああああ！」

　……うわ、うるさっ。死んでよ。

　はい、ざくり、と。

「…………」

　静かになったね。

　実はね、感謝してるの。ここに元々いた街の人たち、殺しすぎちゃって、わたしたちの食しよく糧りようが足りなくなり始めてたの。繁はん殖しよくも始めたけど、手て遅おくれ臭くさかったのね。だからあ、ホワイトノワゼットのところに人間が余ってて助かった！　おかげでしばらく困らなそう。

　ほんとありがとー。

　きゃは！　感謝の心を忘れないザーネちゃん、我ながら素す敵てきだねえ！

　んじゃあ今日はこれぐらいで。

　それじゃあね、バイバーイ！





♥♥♥♥♥












　次の日もウサコロは岳たけ哉やのいる病院にやってきた。

　岳哉にはまるで理由が分からないが、どうもウサコロは──あるいは、その背後にいるホワイトノワゼットは、岳哉のことを気に掛かけているらしい。

　ウサコロが持ってきたのは、現代ではかなり貴重な、タブレット端たん末まつだった。通信はもちろんできないが、録画機能は使えたらしい。

　そのタブレット端末には、映画館で再生され続けていた、レッドザーネが作った映像が入っていた。

「う…………」

　映像を観みた岳哉は、嘔おう吐と感がこみ上げ口を塞ふさぐ。

（魔ま法ほう少女の人間に対する扱あつかいがこういうものだってことは、思い知ってる。でも、それにしても……酷ひどい）

「……ウサコロ。どうして僕にこれを？」

「少しでも　ノワのことを　信じてほしくて」

「どうして魔法少女のこんな悪行を見させられることが、僕がホワイトノワゼットを信じることに繫つながるんだ？」

　ウサコロは岳哉の肩かたに乗って、耳元で言う。

「ノワは　それが許せないんだって」

　この残ざん虐ぎやく行こう為いが許せない。それは当たり前だ。

　……しかしレッドザーネたち魔法少女は、その感覚を持っていないから、こういうことができる。

「これを酷いと思うのが普ふ通つうの感覚だって　ノワは言ってた。でも魔法少女たちは　そう思えない」

　ウサコロは膝ひざに下り、岳哉を見上げて言う。

「だから倒たおさないといけないって」

　酷く単純かつ、簡潔な理由だ。

　だけど、何よりも信しん頼らいできる理由だ。

「……信じられないよ。だって、どうしてホワイトノワゼットだけ、他ほかの魔法少女と違ちがって正常な感覚を持っている？　都合がよすぎるよ」

「あのね　ノワはね　人間時代の記き憶おくを　取り戻もどしてしまったんだ」

「え？」

「そのときに　人間時代の価値観も　よみがえってしまったみたいだね」

　そんなケースがあるなんて、少なくとも岳たけ哉やは聞いたことがなかった。

「ノワも　それまでは　他ほかの魔ま法ほう少女とあまり変わらなかったんだ。人間の魂たましいを食べたし　殺してきたよ。ノワはそのときの自分を　誰だれよりもけんおして　ざいあく感の中生きてるんだ。だからこそ　どんなに自分をぎせいにしても　人間をすくいたいって思ってる」

　自分の犯おかした失敗を取り戻もどすために、闇やみ雲くもになっている。

（まるで、自分の作戦でこの状じよう況きようを招いた、僕そっくりじゃないか……）

　だけど、だからって簡単には彼女を受け入れられない。

　岳哉にとって、ホワイトノワゼットは、一年間ずっと憎にくしみ続けた敵だったのだ。

「……その話が本当だとするよ。でも、やっぱりホワイトノワゼットは僕らとは違ちがう。だって、空そら殻からファームで、ホワイトノワゼットはずいぶんとドラスチックに人を喰くってきたし、殺してきた。いくら魔力を補ほ充じゆうしなければならないといっても、割り切りすぎてる」

「ノワは　誰も殺してないし　食べてないよ」

「何を言って──じゃあ、生いけ贄にえは誰が？」

「ノワも特定魔法少女クレヨンズで　仲間がいる。その仲間に　ギリギリ魔法少女の姿を保っていられるだけの魔力は与あたえないといけないよね。……それだって　ノワはだいぶていこーしたんだよ？」

「…………」

　本格的に分からなくなる。

　──人を喰わない魔法少女。

　岳哉は何があっても、魔法少女を理解できないと思っていた。しかし、そこまでの例外中の例外なら？　それはもう、岳哉が認にん識しきしている魔法少女像とは違うのではないか？

　戸と惑まどっている岳哉にたたみ掛かけるように、ウサコロは続ける。

「空殻ファームのシステムを作ったのが、暦れきくんだって言ったら　しんじてくれる？」

「なんだって？」

「ノワは　二年前に　空殻市にやってきたんだ。それは知ってるよね？　ノワは初めの一年は本当に何もしなかった。ただ自分の閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに閉じこもって　他の魔法少女の襲しゆう撃げきから人間たちをまもっていた」

　確かに一年前、岳哉たちが空殻ファームに入れられるまでは何も起きなかった。ホワイトノワゼットの意図が分からないために、何か仕し掛かけてくるだろうと常に備えてはいたが、何事もなく過ごせた頃ころだった。

「でもその状じよう況きようをこころよく思わない人がたずねてきた」

　ウサコロはベッドに下り、言う。

「それが　暦くん」

「……どうして？　会長は平和な状況を嫌いやがったのか？」

「だって　このままじゃ　魔法少女を倒たおせないからね」

　岳たけ哉やは青い蝶ちようを見たときの暦れきの顔を思い出す。

（確かにあれは、まるで魔ま法ほう少女の襲しゆう撃げきを待ち焦こがれていたものだった）

「暦くんは　ここから出たくてしょうがないみたいだったね。ノワも　このまま魔力が弱まって　人間たちをまもりきれなくなるのを　ただ待っているわけにもいかなかった。だから二人は　そうだんして　魔法少女を倒たおす方法を考えたんだ」

「それが空そら殻からファームを作り、僕ら少年少女を兵士に仕立て上げることだと？」

「そう。それしかないって　今でもノワは信じてる」

「一回の魔法少女の襲撃で、あそこまで大打撃を受けたのに？」

「……ノワは　まだ戦わす気はなかったんだ。ノワの　閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーがやぶられたのは　あくまで事故だよ」

「……もしかして、教室に閉じ込めていた僕のせい？　……あ、いや、ホワイトノワゼットが人を食べないっていうのが本当なら、関係ないのか……？」

「ざんねんだけど　かんけいはあるんだ。ノワの魔力は　もともとよわまりつづけている。どうして　閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーをいままで保てたかといえば　暦くんに夢幻円環マジカルレシピリングを渡わたすことで　常にリスクを保ち　強化していたからなんだよ」

「……？　それが、閉じ込められていたことと、どう関係する？」

「うん。実は　教室に閉じ込められていたとき暦くんは　夢幻円環マジカルレシピリングを自分の手からはなしていたんだよ。そしてなんと　第十八クラスの教室に　ひそかに置いていたんだ」

　岳哉は情報を整理しようと、頭を抱かかえる。

「ええと……つまり、ホワイトノワゼットは魔法少女の姿に変身できる状じよう況きようにあった？　それがリスクを軽くして、自分を強化できなかった……？　そのせいで閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを維い持じできなくなった、ということでいいのかな……？」

「そのとおりだよ」

　そこまで口にし、岳哉はあることに気付く。

（……ちょ、ちょっと待ってくれ！　なら、こういうことになる）

「鬼崎暦が意図的にこの状況を招いた」

　生徒たちが殺されるのを分かっていて。

「どうやら暦くんは　戦いを待ちきれなかったみたいだね」

「そんな……いくらなんでも……」

「あとこれも　岳哉くんに言っておいた方がいいかな。あのね──」




「──麗歌ちゃんを生贄に選んだのも　暦くんだよ」




「…………え？」

　それは先ほどの話より衝しよう撃げき的な内容だった。

「元から　生いけ贄にえを選んでいるのは　暦れきくんだったんだ。ノワは　誰だれを殺すかなんて　選べないからね。ノワは　暦くんを　しんらいしていたんだ」

　裏切られたけどね。と、ウサコロは言葉を続ける。

「ど、どうして、会長は麗れい歌か姉さんを……？」

「そこまでは分からないよ。でも　すべてがはじまったのは　そこからだよね？」

　その通りだ。

（会長は、姉さんを生贄にすれば、事態が急変することを分かっていてそうした？　もしや、すべて会長の計算なのか？）

　だが岳たけ哉やは、そのことについて、それ以上深く考えられなかった。

　目の前の怒いかりに囚とらわれ、思考ができなくなったからだ。

「麗歌姉さんを殺そうとしたのは、ホワイトノワゼットではなく──会長？」

　呟つぶやき、拳こぶしを握にぎりしめる。

（会長は人間で魔ま法ほう少女の敵だ。それは間ま違ちがいない。会長がいなければ、魔法少女が襲しゆう撃げきしたときに全ぜん滅めつしていたかもしれない。自作自演に近いことをしたのが真実だとしても、会長が生徒たちを護まもったこともまた真実だ。──でも、だとしても）

　そんなことは関係なかった。

（絶対に、許さない）

　暦が岳哉の敵である事実に変わりはない。




　三日後、岳哉の腕うでが元に戻もどり、傷がほぼ完治した。

　その岳哉は、簡易なステージの上にいた。

　普ふ通つうの状態で──ではない。

　岳哉は、手足を縛られ、磔にされていた。

　身動きできない岳哉の横にいる鬼おに崎ざき暦が、住民全員の前で宣言する。

「ではこれから、災さい害がいの元げん凶きようである、水み無な月づき岳たけ哉やをここで処しよ刑けいします」




　　　　　　２




　空そら殻から市の住民や生徒たちは、未来のことなどまだ考えられずにいた。

　レッドザーネたち魔法少女と戦うしか道がないことを、理解はしている。だが心を決めるには、街に広がる光景はあまりに残ざん酷こくすぎた。戦う行こう為いに怖おじ気けづいてしまうのも仕方がなかった。

　しかも、本来このようなときに住民をまとめるべき【ファミリー】は、当主である伊い集じゆう院いん麗れい歌かの死亡で機能不全に陥おちいってしまっていた。内部をまとめるだけで手て一いつ杯ぱいで、とても住民たちに指示を出せる状じよう況きようにない。

　それでもまとめ役は必要だ。そんな中、住民たちに指示し仕切る役目はごく自然に、生徒を治めていた空そら殻から生徒会の長、鬼おに崎ざき暦れきになった。

　暦は独断で、空殻ファームの継けい続ぞくを決め、新しい拠きよ点てんを、旧千せん里り道どう大学の敷しき地ちに決めた。生徒が住むには十分な広さと施し設せつがあり、校舎も比ひ較かく的新しく、崩ほう落らくの危険性が少ない。暦は死体処理の作業を生徒たちに指示するのと並行して、一部の生徒には旧千里道大学敷地内を拠点として使えるようにと指示していた。

　死体の片付けが一通り終わった折、暦は生徒会役員を通じて、メッセージを伝えた。

「空殻住民の未来を決定する、決議集会を始めます」

　暦が指定した場所は、旧千里道大学敷地内の中庭。そこに怪け我がや病気で出席できない人間以外の全住民、計七〇五名を集めた。中庭は、かつて学園祭で有名歌手が公演をしたこともあるだけあって広い。三分の一になった住民全員を入れるだけのキャパシティーは十分にある。

　曇くもり空ぞらの下の、簡素で鉄の錆さびたステージ上には二人の主役がいた。

　一人は、住民の代表、鬼崎暦。

　一人は、世紀の罪人、水み無な月づき岳たけ哉や。

　ステージの上で、処しよ刑けい宣告をされた水無月岳哉は、即そつ興きようで作られた木の十じゆう字じ架かに縛しばり付けられていた。手足を鎖くさりで縛られ、口には猿さるぐつわを嚙かまされている。

　岳哉は、これから殺される。

（──なんだよ、これ）

　岳哉に向かって罵ば声せいが飛び交かい、血走った目が向けられている。誰だれもが、岳哉を憎にくみ、恨うらみ、敵意を向けている。

（確かに思っていた。この事態を招いたのは僕だって。やり場のない怒いかりが、僕に向かうことはあるだろうって）




「悪あく魔まめ！　さっさと死ね！」

「お前のせいで、母さんは連れ去られた！　責任取れよ！」

「目の前で五歳の娘むすめを殺された親の気持ちが、お前に分かるか！　自分で舌を嚙かみ切れ！」

「死んで詫わびろ!!」




（でもこれは、さすがにおかしい……!!）

　しかし、目の前の住民たちの怒りと殺意は、紛まぎれもない本物だ。

　岳哉は向かってくるエネルギーを受け止めるだけで、頭が痺しびれそうになる。

「少し落ち着きましょう」

　岳たけ哉やを縛しばり上げ、晒さらした張本人である暦れきが前に出る。

「彼について、様々な噂うわさや憶おく測そくが流れていると聞いています。だが、その噂は虚きよ実じつ様々。中には彼が魔ま法ほう少女そのものであるという荒こう唐とう無む稽けいなものまで流れています」

　弁護人など皆かい無むの裁判。有罪判決しか出さない不平等な裁判官である暦は、それなのに、まるで住民すべての声を代弁するかのように説明する。

「私はすべてを知っています。たった一つの真実について話しましょう」

　住民はその話を聞こうと、静まりかえる。暦の思おも惑わく通りに誰だれもが動いている。

「まずどうして、特定魔法少女クレヨンズレッドザーネ率いる敵の魔法少女たちが、ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを破って来たのかをお話ししましょう。これは人の魂たましいを食しよく糧りようとしているホワイトノワゼットが、食事を止められ、魔力が弱まってしまったためです」

　これはウサコロが岳哉に違ちがうと説明している。閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが破られたのは、暦が夢幻円環マジカルレシピリングを教室に置いたからだ。

「どうしてホワイトノワゼットは魂を食べなかったか？　それは彼──水み無な月づき岳哉くん──が、ホワイトノワゼットを監かん禁きんし、食事するのを妨さまたげたためです」

（よくも言う。自分だってこの状じよう況きようを招いた一人なのに！）

「問題は──」

　暦は声こわ色いろを変えることなく、断言する。

「問題は、彼が、ホワイトノワゼットの魔力が弱まれば、レッドザーネたちが来るのを知っていたことです」

　真っ赤な噓うそ。

　しかし猿さるぐつわを嚙かまされている岳哉に、反論の声は出せない。

　住民たちもそれには釈しやく然ぜんとしない様子だった。いくら岳哉が魔法少女に魂を売り渡わたした奴やつだとしても、魔法少女が人間に協力するところまでは想像しづらい。

　しかしそう反応するのは分かっていたのだろう。暦はやはり表情を変えず、発言を続ける。

「どうしてそんなことを？　皆みなさんそう思われることでしょう。その疑問は、生いけ贄にえ制度にあります。なんと次の生贄が、彼の恋人に決まってしまったのです。彼は、それだけは防ぎたかった。たとえどれだけ犠ぎ牲せいを払はらっても、です」

　誰かが「恋人のためとはいえ、まさかそこまで──」と漏もらしたのを聞き、暦は応こたえる。

「彼の恋人とは、伊い集じゆう院いん麗れい歌かです」

　静まりかえる。

　空そら殻から市では『伊集院麗歌』は特別な存在だ。『伊集院麗歌』のために、他のすべてを犠牲にする人間が【ファミリー】の中にいるのは、周知の事実だ。

　俄が然ぜん、暦の言葉に説得力が増す。

「そんな折、彼は青い蝶ちようを発見しました。詳くわしく説明しなくても分かりますよね？　魔力によって創つくられた、幻げん想そう的なあの蝶ちようです。あの爆ばく発はつする蝶を、実際にこの中で見た方も多いのではないでしょうか？」

　その言葉で、すすり泣き始めた人がいた。おそらく近しい人間を、爆発によって失った人だろう。あの青い蝶による犠ぎ牲せい者は、この街で最も多い。

「魔ま法ほう少女襲しゆう撃げき前に、彼は自然界にはあり得ない青い蝶をたまたま見かけて、これは魔法によるものだとピンときたのです。ホワイトノワゼット以外の魔法少女が近くに潜ひそんでいる。もしかしたら別の魔法少女は自分の恋人を救ってくれるかもしれない。そうして彼は、悪魔と取り引きをしたのです」

　暦れきはさらにデタラメを続ける。

「もう大方想像できるでしょう。魔法少女が襲撃すれば、生いけ贄にえはうやむやになります。彼は自分たちを見逃してもらう代わりに、閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを壊こわしたのです。もちろん魔法少女は、人間とした約束など守りません。彼の恋人、伊い集じゆう院いん麗れい歌かが死んだことは、周知の事実です。しかし、彼が私たちを魔法少女に差し出した事実は変わりません。彼は、魔法少女との取り引きによって、ここの住民を犠牲にしたのです」

　岳たけ哉やは目前に迫せまった処しよ刑けいへの恐きよう怖ふの中、必死に考える。

　この、誰だれもが岳哉を憎にくむ状じよう況きようは異常だ。いくら岳哉が元げん凶きようだという噂うわさが流れても、ここまで住民全員が信じる事態にはならないはずだ。

　だからまず間ま違ちがいなく、誰かが裏で情報操作をしている。

　誰が？　──言うまでもない、暦だ。

【ファミリー】が機能不全に陥おちいっている今なら、それは可能だ。だが、かなりの労力が必要なことも間違いない。

（なんの意味がある？　僕ごときをこんな大がかりな準備をしてまで追いつめて、どんなメリットがある？）

　岳哉は、必死に自分の価値を考えてみる。岳哉には特別な能力も特別な才能もない。そんな岳哉に、暦が価値を見いだしているとしたらどこか？

『あなたは、『支配者』、伊集院麗歌に最も近しい立場の人間です』

　そう、暦にとって岳哉の価値は、麗歌に最も近しい位置にいること。

　暦は、伊集院麗歌を特別視していた。

　そして、麗歌を生贄に選んだのが暦であると、ウサコロは言っていた。

（会長は麗歌姉さんを殺すつもりだった。つまり、姉さん、そして【ファミリー】の存在が、会長にとって邪じや魔まだったんだ）

『私はただ、物語を始まらせたかっただけです』

『ようやく、始まる』

（もし今、麗歌姉さんが生きていたら？　そうしたら、この場に立って主導権を握にぎっているのは会長ではなく、リーダーとして一いち日じつの長ちようがある麗れい歌か姉さんになっていただろう。……それが問題だったのか？　会長は魔ま法ほう少女と戦争がしたいと言っていた。しかし住民たちは惨さん事じに怯おびえて、まとまりに欠けている。だけど会長が独裁者となれば、やりようによっては士気を高め、戦争に導くことができる）

「悪魔には、死の報むくいが必要です」

　ここで岳たけ哉やを殺す、とする。

　岳哉が麗歌の最も側近であることは、多くの人が知っている。しかも麗歌という存在が、岳哉の間ま違ちがいを生んだという、偽にせのストーリーを暦れきは作り出している。

【ファミリー】を、この街にとっての害悪としている。

　ここで岳哉が住民の意志で殺されれば、【ファミリー】が権力を取り戻もどすことはない。岳哉の処しよ刑けいは、住民と伊い集じゆう院いん麗歌との決別を意味する。

　そうして鬼おに崎ざき暦は、すべての権力を手にする。

『あなたはホワイトノワゼットを拘こう束そくする、と言いましたね？』

『もちろんその策は、あなたが主導し、責任を持つのでしょう？』

　初めからだ。

（僕の策を聞いたそのときから会長は、僕を処刑するつもりだった。麗歌姉さんの手から、権力を奪うばって、戦争するつもりだった）

『私は、私の目的を言葉にはできない。私は宇宙に支配されていて、それに従っているだけなのです』

『私が始めたかったものは分かります』

『魔法少女との戦争です』




　わけの分からない理り屈くつで、麗歌を殺し、岳哉を殺し、今後住民を戦わせ、殺すのだ。




　暦は振ふり返った。

　その表情は、いつも通り変わらない。

　岳哉に歩み寄り、肩かたに軽く手を置く。口元を岳哉の耳に近づける。

「すみません。どうしても、自分以外に権力者がいると、やりにくいのですよ」

（……この大量殺さつ戮りくの悪魔め！　よくも──）

　岳哉は目を見開き、暦を睨にらむ。

（──よくも姉さんを殺したな……！）




「ふざけないで！　なんで噓うそばかり言うのよ！」




　中庭に響ひびき渡わたる怒ど声せいが、ステージの下からした。

　暦れきはやはり表情を変えず振ふり返る。

　叫さけんだのはリリィだった。目を剝むいて、人ひと波なみにも構わず、一直線にステージに向かっている。その剣けん幕まくに、住民たちは困こん惑わくしながらもリリィのために道を空けた。

　だがステージまではたどり着けない。

「う……！　何よ！　放しなさいよ！」

　副会長である雷らい連れんレイラが、リリィを倒たおし、押さえつけたからだ。

（やめろリリィ！　会長たちは、対立する者は全員殺す覚かく悟ごだ！）

　だが、その騒さわぎを待ち構えていた人物がいた。

　ステージに颯さつ爽そうと飛び乗る。

　岸きし波なみ斬ざん。

　斬は岳たけ哉やを一いち瞥べつすると、暦を見つめる。

「会長。何を考えているのか分かりませんが……その、岳哉を解放してもらえませんか？」

　斬は暦に配はい慮りよしてか、ステージ上以外に聞こえないような小声で、言う。

「……なぜでしょう？」

「岳哉は冴さえない奴やつではありますが、麗れい歌かさん亡なき今、【ファミリー】にとって必要な人間になってしまったんです。麗歌さんの側近で、彼女の意向を最も知っている岳哉は、次期当主の有力候補なんです。岳哉が死んだら、【ファミリー】は瓦が解かいします」

　聡そう明めいな斬でもさすがに、暦の狙ねらいが【ファミリー】であることには気付いていないようだ。

「……解放するつもりがないと言ったら、どうしますか？」

「会長を殺します」

「ほう。あなたにそれができるとでも？」

「できないでしょうね。俺は会長には敵かないません。けど、住民たちが、事情も分からないうちに会長が俺を殺したのを見れば、まとまるものもまとまりませんよ？　俺は岳哉と違ちがって、敵だと見なされていないですからね」

（…………斬）

　斬は、文字通り命がけで、岳哉を助けに来てくれた。

　斬の額には、脂あぶら汗あせがにじんでいる。会長がどう決断するかは、斬にも分からないのだろう。この場で殺す正当性がないから殺せない、そう斬は言っているが、逆に言えば理由を作れれば、暦は斬を殺すことができるのだ。

　そして戦いになれば、人類最強の暦に斬は勝てない。

　暦はしばらく斬を眺ながめたあと、ステージ上にだけ聞こえる声で呟つぶやく。

「もういらないと、思いませんか？」

「……何がです？」

「【ファミリー】です。【ファミリー】はあくまで、ホワイトノワゼットが現れる前に必要だった組織です。魔ま法ほう少女を倒たおそうとする集団に空そら殻から市の住民がなるためには、もはや障害にしかなりません。私を中心として一いち枚まい岩いわになるべきときに、時代遅おくれの既き存そん組織はいらないでしょう」

「……本気で、言って……？」

「はい。そもそも──」

　暦れきは相変わらず表情を変えずに、言い放つ。

「──あなた方は、いつまで死人にこだわっているんですか？」

　一いつ瞬しゆんだった。

　斬ざんは、二本のショートソードを抜ぬいて、暦に斬きりかかった。

（ああ、斬ならそうするよな）

「俺の家族を愚ぐ弄ろうするな！」

（だって斬は、言葉にはしないまでも、誰だれよりも麗れい歌かさんを尊敬していた）

　──が。

　その怒いかりは届かない。

　両手の剣けんは、空中で止まる。

　自分より遥はるかに遅おそく抜いたはず暦の日本刀が、斬の首元に突つき付けられていた。

「くっ──」

　空中で両手を上げている様は、まるでお手上げのポーズ。

　暦の性格を考えると、寸すん止どめをせずにそのまま殺してもおかしくなかった。そのことを理解している斬の呼吸は、緊きん張ちようで酷ひどく荒あらい。

　だが、強がりかもしれないが、斬はシニカルに笑う。

「は！　どうにしろ、手を出したあんたは終わりだ！」

　住民たちがざわめき出す。

　それもそうだ。ステージ上でこれだけの揉もめ事ごとが行われているのを見て、住民たちが何も思わないわけがない。

　そしてその空気の変化を、彼は待っていた。

「僕だ！　僕が魔法少女と取り引きをしたんだ！」

　とんでもないことを叫んだ海かい良ら秀しゆう平へいに視線が集まる。

「岳たけ哉やくんは違ちがう！　そもそもホワイトノワゼットの監かん禁きんを提案したのも、麗歌さんを失うのを恐こわがった僕なんだ。岳哉くんはリーダーシップのない僕の代わりに動いてくれただけなんだよ。今も、そのことを言えずに、すべての罪を背負おうとしてるんだ」

　秀平は涙なみだを流す。

「僕が処しよ刑けいされるべきだ。岳哉くんは必要な人間だ。絶対に失っちゃいけない」

　言っている内容は噓うそだ。

　しかし、内容は噓でも、秀しゆう平へいの気持ちは本物だった。岳たけ哉やを本気で必要だと思っていて、そのためなら自分が死んでも構わないと思っている。




「何がどうなってるの？」

「よく分からなくなってきた。どの話が本当なんだ？」

「あの、岳哉って奴やつは、本当に悪い奴なのか？　そうは見えなくなってきた……」




　暦れきの作り上げた空気は、少しずつ壊こわれ始めている。

　このまま岳哉を処しよ刑けいしたら、暦は説明不足だと批ひ難なんされるだろう。都合が悪いことに蓋ふたをしたかのようにどうしても見える。この状じよう況きようで岳哉を処刑すれば、独裁者になれるどころか遠ざかるだろう。

　実質、岳哉を処刑できなくなったのだ。

（みんな……）

　岳哉の瞳ひとみに、涙なみだが浮かぶ。

　リリィが、斬ざんが、秀平が、絶望的な状況から、自分を救ってくれた。

「私がこの展開を読んでいないと思いますか？」

　しかし暦はこう呟つぶやき、ステージの前に出る。

「皆みなさん。混乱しないでください。今起こっていることが、どういうことか分かりますか？」

　暦は手を広げた。

「【ファミリー】が皆さんに、牙きばを剝むいたのです」

「何を……！」

　斬の言葉を無視し、暦は続ける。

「【ファミリー】は、伊い集じゆう院いん麗れい歌かの元恋人である水み無な月づき岳哉を次期当主にしたい。ですから、大悪人であろうと失うわけにはいかない、そう判断したようです。処刑を防ぐために、そこの彼は私を殺そうとまでした。【ファミリー】はすでに、ただ組織を維い持じさせるためだけに動くならず者集団へと転落しています。その証しよう拠こに、皆さんを裏切った明白な悪である、この人間を庇かばっているのです。水無月岳哉を庇った人間は、【ファミリー】という宗教に狂くるって、目先の事象しか見えていない思考停止した人間です。分かりますか？」

　暦は強く言い放つ。

「【ファミリー】はもはや、害悪なのです」

　実際のところ、【ファミリー】が麗歌を盲もう信しんする組織であることは事実だ。もし暦の罠わなに嵌はめられなくとも、彼女を失えば暴走する可能性は確かにあった。

　それを住民は理解している。そう暦は踏ふんでいた。

　だが、暦れきの思い通りにはならない。

「もうよく分かんねえ！」

　誰だれかが叫さけんだその言葉が、最も今の住民たちの心を代弁していた。あまりに様々な主張や憶おく測そくを前に、住民たちは何が正しいか判断できなくなっていた。

　ステージから見つめていた暦はその現状に嘆なげき、小さく溜ため息いきを吐つく。

「まさかこれほどまでに住民が愚おろかだとは。長期的視点で見れば、【ファミリー】がこれから害悪になるのは事実です。そうなってからでは遅おそいというのに、どうしてそれを理解してくれないのでしょう」

「人の心が分かっていないな」

　斬ざんは口の端はしを上げる。

「ここ最近で変化がありすぎた。これだけのことに対応できる人間なんてそういるかよ。住民たちは、今まで自分を護まもってくれた【ファミリー】をまだ信じたいってわけだ。それさえ分からないとはな」

　いつものシニカルな笑えみ。

「ここまで人間を理解できない。もはや魔ま法ほう少女と同レベルだな」

　そう斬が言ったとき、驚おどろくべきことが起こった。

「がっ!!」

「──私は人間です」

　暦が斬を、蹴けり上げたのだ。

　斬は何本か肋ろつ骨こつが折れたのか、立っていられず膝ひざを突つく。

「最終手段でしたが仕方ありません」

　暦は日本刀を抜ぬき、剣けん先さきを岳たけ哉やの眼球の前に突つき付けた。

「反逆する者は全員殺して見せしめにします。どうやら暴力で、まとめるしかないようですからね」

　しかし暦のそれは、未み遂すいで終わる。




「あ──」

　その声を上げたのが誰だれかは分からない。




「青い蝶」




　爆ばく発はつ。

　爆発。爆発。

　爆発。爆発。爆発。




　美しい青色の舞まいに花を添そえるのは、対照的な色合いの真っ赤な鮮せん血けつ。花火のような轟ごう音おんと共に、カラフルな火花の代わりに肉片が飛び散る。炎ほのおが一いつ瞬しゆんで広まる様は、神秘的な光景ですらあった。

　悲鳴、怒ど号ごう、奇き声せいのハーモニーが、奇き怪かいで愉ゆ快かいな音楽を作り上げる。力強い打楽器のごとくリズムを刻んで盛り上げる爆ばく発はつ音。音に合わせて、蜘く蛛もの子を散らすように中庭から逃にげ惑まどう人々は、ダンスを踊おどっているよう。

　一人、調和を乱し、輪から飛び出す人がいた。身の前の子供を押し倒たおし、飛び越こえ、我先にと逃げる。

　しかし男が、それ以上調和を乱すことはなかった。男の首が胴どう体たいから分ぶん離りし、その場で静止したからだ。

　首を切断したものの正体は、地面に突つき刺ささる透とう明めいな剣けんだ。透明な剣はその血の色で、形を露あらわにする。

「貴様ら、それ以上動くな。動くと殺す」

　よく通る少女の声に、人々は一いつ瞬しゆん動きを止めた。

　だが、止まり続けることはできない。動かなくとも、青い蝶ちようが消えるわけでもなく襲おそいかかっているからだ。爆発。──爆発。──爆発。

　混乱し暴れ出した子供は、魔ま法ほう少女の許容を超こえたのか、透明な剣によって首が飛ばされた。

（この世の地じ獄ごくだ）

　その最悪の光景は、魔法少女が数人その気になっただけで生まれた。岳たけ哉やはその現実に、意識が遠のきそうになる。

「岳哉！」

「岳哉くん！」

　意識を繫つなぎ止めたのは、その声。

　リリィと秀しゆう平へいは、この混乱の中でも、縛しばり付けられている岳哉を忘れず、助けに来てくれた。脇わき腹ばらを押さえ、ふらつく斬ざんも加わった。三人は鎖くさりをほどき、十じゆう字じ架かから岳哉を解放した。

「さっきはつい見入ってしまったぞ」

　声は岳哉たちの頭上からした。

　顔を上げる。

「お前たちのやり取りが、あまりにも滑こつ稽けいに過ぎたのでな。どうせこのあと殺されるというのに、意味のない低次元の小こ競ぜり合あいを真しん剣けんにやっている。まさに道どう化け師しそのものだ」

　いつからそこにいたのか、ステージの上方に、鎧よろいのような服を着た魔ま法ほう少女が腰こし掛かけていた。
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「魔ま法ほう少女と人間が取り引き、だと？　人間がどんな有利な条件を提示しようとも、魔法少女が乗るわけがない。多くの魔法少女は、人間相手に利害関係に持ち込まれることさえ不快に思っているというのに、まったく何を言っているのか」

　魔ま法ほう少女はステージに飛び降りる。

　戸と惑まどう人々をステージ上から睥へい睨げいし、声を張り上げる。

「魔法少女名、セイバーレザン。レッドザーネの命めいに『背そむき』、ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーがまた発現する前に、ここに来た」

「背き、だって？」

「私には私なりの信念があるということだ。特定魔法少女クレヨンズ相手といえど、すべてには従わない。私は『しばらく家か畜ちくの繁はん殖しよくを待つ』というレッドザーネの意向に刃は向むかい、実行する」

　セイバーレザンは、はっきりと宣言した。




「この場にいるすべての人間を、処分する」




　岳たけ哉やは絶句する。

　そんな魔法少女は聞いたことがない。確かに魔法少女は抵てい抗こうなく人間を殺すし、人間を取るに足りない存在だと思っている。

　しかし人間が魔法少女にとって食しよく糧りようであるのも事実だ。人間を無差別に殺すことは、せっかく育った米を燃やすような行こう為いだ。

「反論は受け付けない。全処分だ」

　セイバーレザンは振ふり向く。

「そして当然私は、取り引きになど応じない」

　取り付く島もない。セイバーレザンは言葉通り、全員を殺すだろう。

「それにしても、この状じよう況きようであっても、ホワイトノワゼットは現れないか。噂うわさ通り戦うだけの魔ま力りよくが失われているのか、それとも何か思おも惑わくがあるのか──」

「ねえ」

　独ひとりごちるセイバーレザンに、リリィは青い顔で問いかける。

「ところで、担かついでいるそれ、何よ……？」

　大きな麻あさ袋ぶくろをセイバーレザンはサンタクロースのように担いでいた。だが、当然その中身は、子供が待ち焦こがれている玩具おもちやではないだろう。

　麻袋の底は、赤黒く染まっている。

「土産みやげだ。わずかだが、取り返してきてやった」

　セイバーレザンは麻袋の口くち紐ひもをほどき、ひっくり返す。

　中身が落ち、転がる。

　十数個の──人間の頭部。

　ボールのように転がる、様々な頭。表情こそ苦く悶もんのものではないが、切断部分はあまりに生生しい。ほとんどが若い、おそらく二十代であろう男女だ。この偏かたよりは、意図的に若い男女を選んだせいだろう。

　その一つを見て、リリィの表情が変わった。

（…………まさか）

「セイバーレザン、取り返したと言ったな。つまりこれは──」

「ああ、この街の人間の首だ」

　リリィが一直線に一つの首へと向かう。整った顔立ちの女性の首を抱かかえ、抱だきしめる。




「ママ──!!」




（…………やっぱり）

　リリィは強く首を抱きしめ、泣き叫さけぶ。

「う、ああ、ああああああああああああああああああ…………」

（リリィは──）

　戦うつもりだった。親を助けるために、すべてをなげうっても構わないとさえ決意していた。

　なのにこんなにあっさりと、死体という結末を見せられた。

　あまりに酷ひどい、現実。

　分かっている。こういうことが起こり得ると、麗れい歌かの死で思い知っている。

　しかし岳たけ哉やは、いつまで経たっても、この不条理に慣れることはないだろう。

「どうやら肉親のようだな。こんな形ではあるが、再会できただけまだ幸運だろう」

　泣き叫さけぶリリィに向かって、セイバーレザンは手のひらを向ける。

「悲しむことはない。どうせお前も、同じく首だけになる」

（──あれは！）

　岳哉は一度この魔ま法ほう少女を見ているから知っている。この魔法少女の魔法は、透とう明めいな剣けんを作り出すもの。それは必ず、手のひらから生み出される。

　しかし、先ほどまで十じゆう字じ架かにくくりつけられていた岳哉は、愛用のバスタード・ソードを持っていない。

「【硝子の衝撃ハードキヤンデイは貫く】」

　母親の首を抱だきかかえたままリリィは動かない。魔法にも気付いている様子はない。

　このままでは透明な剣を受け止めることはできない。

　斬ざんは骨折していて素す早ばやく動けず、秀しゆう平へいにはこの透明な刃やいばを受け止めるだけの運動神経は元々ない。

（僕が行くしかない！　身を挺ていして止める！）

　腕うで一本程度の犠ぎ牲せいでなんとかしたい。いくら【全能への集約マシユマロを膨らます】で傷が治るとはいっても、完全に治るかどうかは分からないし、痛みが消えるわけでもない。

　──キン。

　その音は、岳哉の肉体に刃が刺ささる音ではなかった。

　透明の刃は岳哉に到とう達たつすることなく、地面に落ちて、消失する。

「……会長」

　岳哉とリリィを庇うかのように、セイバーレザンの前に、日本刀を持った暦れきが立ちはだかっている。暦の本来の敵は、自分ではなく魔法少女だと分かってはいる。が、先ほどまで自分の命を奪うばおうとしていた男に助けられるのは、やっぱり奇き妙みような感覚だった。

「ふん、また会ったな。……どうやら、お前を殺さないと、私の目的は達たつせられないらしい」

　セイバーレザンは剣を作り、両の手に構える。

「魔法少女の間でもお前の名前は知れ渡わたっているぞ。人類最強、鬼おに崎ざき暦」

　人間の名前を憶おぼえようとしない魔法少女の間で、名前が知れ渡る。それは異例中の異例だ。

「セイバーレザン、聞きましょう。貴重な食しよく糧りようを捨てるような真ま似ねを、どうしてするのです？　映像では、レッドザーネは食糧が足りないと言っていましたが？」

「お前には、魔法少女を同一視しないことだと、以前にも忠告したはずだ。私には、私の考えがある。命令を無視しても、私はすべての人間を処分したいというだけの話だ」

「確かに、魔法少女や人間を一ひと括くくりにする傾けい向こうが私にはあるようですね。認めます」

「そうしてお前はこれ以上ない愚ぐ策さくを行った。ホワイトノワゼットの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーが機能していないにも関かかわらず、一カ所に人間を集めた。まるで私に、この街の人間を根絶してくれと言っているようなもの。お前には感謝しなければいけないな」

　セイバーレザンはほくそ笑えむ。

「お前のせいで、今日、この街は消しよう滅めつする」

　しかし暦れきは、いつも通り表情を変えることはなかった。

「街の消滅ですか」

　暦は呟つぶやく。

「……どうでもいいですね」

「何？」

　さすがにセイバーレザンも、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「一カ所に集める行こう為いの危険性は承知の上でした。さすがに人間全員を殲せん滅めつしようとする魔ま法ほう少女がいるとは予想していませんでしたが」

「だが、お前は危険を承知の上で、実行したと？」

「ええ。私は、魔法少女に立ち向かうことのできない弱者には、いくら死んでもらっても構わないですからね」

　はっきりと『死んでもいい』と断言した。

「……おかしなことを言う奴やつだ。街の人間を助ける気がないというのならば、お前はなんのために戦っている？」

「そうですね。敢あえて言うなら、宇宙のためです」

「……冗じよう談だんにしては面おも白しろくないな」

　暦は日本刀を構える。

　セイバーレザンも、透とう明めいな剣けんを構える。

「しかし、戦えない人間がどうでもいいというお前に、味方はいるか？　下手すれば同じ人間に排はい斥せきされるのではないか？」

「確かにもっと賢かしこく世よ渡わたりし、味方を増やす腹づもりでした。ですが、私はどうやら、自分が思っている以上に不器用なようです。しかし、私の姿勢がどうであっても、皆みなは私を排斥することなどできないでしょう」

「ほう？　理由を聞かせてもらおうか」

「皆が求めているものは、魔法少女を倒たおす力です。その力が正義であれ、悪であれ、本物ならば人類の希望になります」

　暦は日本刀の先をセイバーレザンに向ける。

「思い上がりではなく、自負しています。人類最強の私が──」




「──人類の希望そのものです」




　セイバーレザンはその言葉を受けて、ステージ下を見下ろす。青い蝶ちようが大人しくなっていることもあったが、住民たち全員が、ステージ上にいる暦れきを、祈いのるように見つめていた。

　まるで神様を崇あがめるように。

　皆みな、直感しているのだ。

　暦がどんな人格であろうと、どんな思おも惑わくがあろうと、結局のところ、彼の勝利に人類の命運がかかっている。人間が魔ま法ほう少女に勝つ姿を見れば、希望を抱いだくことができる。

「なるほど。手っ取り早い」

　セイバーレザンはほくそ笑えんだ。

「お前を殺せば、人類は絶望する。人間を根絶することができる。そうだな、敢あえて真正面から勝負してやろう。観客たちに、人間と魔法少女の力の差を見せつける必要がある。人類の希望など打ち砕くだいてやろう」

　透とう明めいな剣けんの先を、暦に向ける。

「来い」




　セイバーレザンが言い終わると、暦は一いつ瞬しゆんにして距きよ離りを詰つめて、日本刀を振ふり下ろした。

　その速度は、【全能への集約マシユマロを膨らます】の恩おん恵けいを生かした──人類最高速！

　不意打ちにも近いその斬ざん撃げきに、しかしセイバーレザンは戸と惑まどうことなく左の剣で受け止め対応する。それどころか右腕うでを伸のばし、暦に向かって突つく。

　難なんなく暦は、右足を軸じくに回転し、刃やいばをかわす。その反動を利用し日本刀を振るう。

　横に一いつ閃せん。

「────くっ！」

　それは予想していない動きだったのか、セイバーレザンの対応はわずかに遅おくれる。

　伸ばしていた右手を引き戻もどし、その一閃を剣で受けはした。だが十分ではなく、諸もろ刃はである自らの剣が、脇わき腹ばらに食い込んだ。

　たまらず飛び退のく。

「……なるほど、前回は本気ではなかったということか」

　魔法少女には血が流れていない。しかし脇腹の肉がそげたのを見る限り、確実にダメージを受けていた。

　だが、セイバーレザンは口元を上げる。

「お互たがいに、だがな」

　その言葉に、暦はわずかに顔をしかめる。

　見ると、暦の左腕に血が流れていた。セイバーレザンは攻撃を浴びながらも、透明の剣を左手から飛ばしていた。すでに横に払はらっていた日本刀では、受け止めることはできない。素す早ばやく素す手でで払いのけたが、刃やいばは手の甲こうをかすめて、浅くない傷を作った。

　だが、【全能への集約マシユマロを膨らます】によって、すでに回復は始まっている。致ち命めい傷しようにはならない。

（すごい……）

　こんな状じよう況きようでも、岳たけ哉やは素す直なおに感かん嘆たんした。

（僕ならどっちが相手でも、とっくにやられてる）

　まさに頂上対決。

　暦れきの強さは人間として考えられないレベルに達している。

　だが、暦並みにセイバーレザンの強さも謎なぞめいていた。

　他ほかの魔ま法ほう少女は、その圧あつ倒とう的ポテンシャルに頼たよった攻こう撃げきしかできない。図ず抜ぬけた身体能力と、魔法があれば、人間相手には十分だからだ。

　しかしセイバーレザンの強さは質が違ちがう。剣けんの技術を磨みがき、研とぎ澄すまされた集中力を見せている。

　むしろそれは、自分たち人間が習得すべき技術だ。

（……でも、そんなのはどうでもいい）

　問題なのは、セイバーレザンは確かに魔法少女であり、その上人間を滅ほろぼさんとしている敵であること。

　ここで暦が勝たなければ、誰だれも勝つことができないであろう破格の強敵であること。

　セイバーレザンが観客と称しようした住民たちは、暦をサポートすることさえできず、ただただ祈いのるように見つめている。

　岳哉も同じだった。割り込むことさえできない。自分にできるのは、手を合わせ、暦の勝利を願うことだけだ。先ほどまで自分を殺そうとしていた、自分の大切な人を殺した敵の勝利を、岳哉は願う。

　暦の言うとおりだ。

　──鬼おに崎ざき暦が、人類の希望。




　セイバーレザンはその歪ゆがんだ構図を嘲あざ笑わらうかのようにステージ下の人間たちを見つめると、暦に向かって駆かけ出し、再び剣を振ふるった。
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　青い蝶ちようをサーベルで切断する。

　暦のように中心を斬きるほどの正確性は、副生徒会長、雷らい連れんレイラにはない。しかし、青い蝶のゆっくりとした動きを確実に捉とらえるだけの実力はある。

　自他共に№２と認める戦せん闘とう力りよく。レイラの実力は三位以下を突つき放し、飛び抜ぬけている。ただ、それ以上の差が、暦れきとレイラにあるのもまた否いなめない事実だ。

（私はあの人の戦闘に加わることさえできない。手伝おうとしても足手まといになるだけ。あの人は、一人でしか戦えないのだ）

　落ちて、消えかけている青い蝶ちようを踏ふみ潰つぶし、レイラはそんなことを思う。

「他ほかに青い蝶は見ませんでした？」

「ええ。思ったよりここに数はいないわね」

　青い蝶の襲しゆう撃げきと同時に、レイラたち生徒会役員は動き始めていた。暦は、住民が一カ所に集合したこの機に、魔ま法ほう少女が襲おそってくるケースはあり得るとは予想していた。有事の際には、生徒会役員を率いて戦うよう、レイラに一任していたのだ。

（私は会長に信しん頼らいされているのです。期待に応こたえなくてはいけません）

　青い蝶の魔法少女を倒たおすべくレイラたちが向かったのは、第二校舎だった。これは、「魔法少女は、ステージが見える範はん囲いにいるのではなくて？」という、蜜みつ石いし曜よう子こが出した意見に誰だれもが同意したからだ。

　普ふ通つうの魔法少女ならば、自分が人間相手にしているえげつない行こう為いを楽しみ、実際に見たいと考える。ならば青い蝶の魔法少女は、ステージが見えない場所にいるとは考えにくく、最もステージが見渡わたしやすい第二校舎にいると踏んだのだ。

　かつて荷物置き場になっていたらしい部屋で、慎しん重ちように魔法少女の姿を捜さがしながら、曜子は溜ため息いきを吐つく。

「ねえ、レイラ。あたしは今日で、生徒会役員を引退させてもらうわよ」

「……なんですって？」

　レイラは曜子を睨にらみ付ける。

「当然でしょう。生徒会役員、元々五十人いたのよ？　それなのに今は会長を入れても十一人。どうしてかしら？」

「この前の魔法少女襲撃の際、率そつ先せんして戦ったからに決まっているではありませんか。どこに不思議なことがあるのでしょうか？」

「不思議はなくても不満はあるわよ！　そもそもあたしは、魔法少女と戦いたくないから、魔法少女と仲良くやってる生徒会に入ったわけ。それなのに今の役割は何？　むしろ特とつ攻こう隊じゃない！　……騙だまされたわ。会長はやけにあたしたち役員に、戦闘訓練を強要したけれど、こういう事態を想定していたからなのね」

　曜子はまた溜め息を吐く。

「斬ざんを除いて、今動ける役員は九人。私はあなたと廉れん早さと一いつ緒しよに、最も魔法少女がいそうな四階を探たん索さく中」

「あなたの戦闘力は高いですからね。おそらく生徒会では廉早、斬に継つぐ五番手というところでしょうか？　そのあなたが危険な場所を担当するのは当然です」

「……何が当然よ。それが嫌いやだって言ってるの」

「それだけの戦せん闘とう力を生かすことなく逃にげ出すなど、それでも兵士ですか？」

「こら、勝手に兵士にしないでくれるかしら？　兵士になる覚かく悟ごを決めていたのなんて、あなたと会長だけでしょう？」

「会長の意向は、絶対です」

「はいはい、あなたはそうでしたね」

　レイラは呆あきれ顔がおを見せる。

「視野が狭せまいですね。生徒会役員を抜ぬけようとも、状じよう況きようはすでに変わっています。どうせ戦いは避さけられないのですよ。でしたら、会長の指示に従うのがベストな選せん択たくです」

「あなたは本当、二言目には『会長』ね。……ねえ、前から聞きたかったのだけど、あなた会長のことが好きなのかしら？」

　いつもクールなレイラの鼻を少しでも明かせればいい、それぐらいの軽い気持ちで曜よう子こは尋たずねた。

「～～～～～～～～～～～～っ!!」

　しかし予想外にも、レイラは動どう揺ようを隠かくせず、顔は耳まで真っ赤になっていた。

「……思いの外、素す直なおな反応ね」

「俺っち、ちょっとかわいいって思っちゃったっす」

　一いつ緒しよに四階を探たん索さくしている刹せつ那な廉れん早さが話に入ってくる。常にかぶっているキャップがトレードマークの廉早は、自じ称しよう（そもそも戸こ籍せきがあるわけではないので、すべての人間の年ねん齢れいは自称だ）十六歳だが、それにしてはやけに顔立ちが幼い。キャップと相まって、イタズラ好きの少年といった印象だ。

「で、この部屋にもいないっすね」

「となると、あとは屋上ね。気が進まないわ……。なんかすっごい出そうな気がするのよ」

「あ、俺っちも」

「好都合でしょう。早く行きましょう」

「あ、もう真顔になってるのね。立派だわ」

　レイラは曜子のからかいに、今度はまったく動じない。

「……それから確かく認にんしておきますが、蜜みつ石いしさん。あなたが戦うのは私たちが敗れたあとです」

「あら？　ありがたいけれど、どうしてかしら？」

「あなたは第十八クラスの女子です。あなたがホワイトノワゼットの可能性があります」

「あー、そんな設定あったわね。まあ、あたし自身は違ちがうって知っているけれど、証しよう拠こはないものね」

「あなたがホワイトノワゼットでなくても生き延びてもらいます。あなたが死んでしまえば、さらに容疑者が絞しぼられてしまいますからね。これは会長命令です」

「生き残る確率が増えるのだから、断る理由もないけれど、他ほかに言い方はないのかしら……」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせる曜よう子こ。

「あー、一応聞くけど、俺っちは？　俺も第十八クラスだけど？」

「男子は関係ありませんね。率そつ先せんして戦ってもらいます」

「うえー」

　嫌いやそうな声を上げるが、廉れん早さにいまいち緊きん張ちよう感かんはない。

「あはは、蓮早、頑がん張ばりなさいな」

　そう言って肩かたを叩たたく曜子を、廉早はやけに真しん剣けんな目で見つめる。しかも何度も曜子の顔と胸を見ている。

「何よ、ジロジロ見て？」

「…………姐ねえさんあのさ。俺っち、戦わされるじゃん？　ある意味姐さんのために戦っていると言えるじゃん？」

「まあ廉早が勝てば、あたしの出番はないしねえ」

「だからさ、ちょっとした『お礼』を先さき払ばらいでもらっても良くない？　いや、もらうべきだ！　もらってしかるべきだ！」

「……？　何が言いたいの？」

　廉早は意を決して叫さけぶ。

「ね、姐さん！　おっぱい揉もましてくれ！」

　予想外だったのか、曜子は目を丸くする。

「だ、だってさ、俺っちこれから死ぬかもだろ！　気付いてたと思うけど、俺普ふ段だんから曜子姐さんのおっぱいばかり見てたわけさ！　暇ひまさえあればおっぱいガン見さ！　そのおっぱいは男のロマンなんだよ！　だからさ、そのロマンに触さわることなく死ぬなんてむごすぎる！　姐さんなら分かってくれるだろ！」

　必死だった。

　曜子は若じやつ干かん引きながらも、顎あごに手を当ててきちんと考こう慮りよする。

「……まあ、その通りね。じゃ、触ってもいいわよ」

　今度は廉早の目が丸くなる。

「…………え？　マジ？」

　もちろん廉早は、本当に受け入れてくれるとは思っていなかった。

「だって、これから死ぬかもしれないのは本当じゃない？　キスとかだったら嫌いやだけど、胸を触るぐらいは許してあげるわよ。ま、これも魅み力りよく的な乳ち房ぶさを持ってしまった女の宿命ね。あー、でも、他の人の胸を触ったことがあるっていうなら話は別よ」

「ないっす！　皆かい無むっす！」

「あと、触さわった時点で、あなたに恋愛感情を今後抱いだくことはなくなるけれど、いいかしら？」

「…………ええと…………はい、そこまで自惚うぬぼれてないっす。いいっす！」

「はあ……じゃあ触ってもいいわよ」

　廉れん早さはいまだ自分に訪おとずれた幸運を信じられないといった様子だ。

「もしや──曜よう子こ姐ねえさんは、女神？」

　廉早の曜子を見る目は、割と本気で女神を見るものだった。

　曜子は特にうろたえることなく、どこか得意気に答える。

「女神的な存在なのは事実ね。せいぜいこれからも崇あがめなさいな」

「は、はい！　ありがとうございますありがとうございますありがとうございます……」

　廉早はもはや涙なみだを浮かべていた。

　すべてのやり取りを見ていたレイラは、冷めた態度で命令する。

「ふしだらですね。軽けい蔑べつします。胸を揉もむのは階段を上りながらでいいでしょう？　早く行きますよ」

　部屋を出ると、屋上への階段を三人は上った。廉早は片手で涙なみだを拭ぬぐいながら、片手で曜子の胸を揉んだ。

（好きでもない男に胸を触らせるなど、考えられないですね。私が触らせるとしたら、一人しかいません。それはもちろん──）

　レイラはそこまで考えて、かぶりを振ふる。なんて不純なことを考えているのだろう？

　自分の顔が赤くなっているのを悟さとられないように気を付けながら、二人を横目で見る。曜子も胸を触らせることに抵てい抗こうはあるのか、頰ほおをわずかに紅潮させていた。

（蜜みつ石いしさんと違ちがって、私の胸は触っておもしろみがある大きさでもないですしね……。と、私はとんでもなくくだらないことを考えていますね。この思考は切断）

　レイラは切り替かえて、屋上への扉とびらを開ける。

　すぐ視界に入るのは──魔ま力りよくによってぐちゃぐちゃに濁にごった空。魔法少女によって、自分たちの領域を余すところなく蹂じゆう躙りんされた気分だ。

　おかげで屋外に出たというのに解放感はない。早く自分たちの空を取り返さなくてはならない。

　そんな空の下、所々ひび割れたコンクリートの床に、黒い服を着た一人の少女がいた。

（一いち瞥べつして分かりますね）




　──魔法少女。




「あー、誰だれか来たあ」

　ゴスロリっぽい服を着た見た目十二歳程度の魔法少女。その場でくるりと楽しそうに回ると、ひらひらのスカートがふわりと舞まった。

「初めまして。魔ま法ほう少女、ボムホーニッヒだよっ」

　にこりと無む邪じや気きな笑えみを見せる。

　しかし、続く言葉は、その笑顔に似合わない不ふ穏おんなもの。

「ごめんね、殺しまーす」

　ボムホーニッヒはまるでラジオ体操のように、大きく深呼吸をする。息を吐はき出すと同時に、口から大量の青い蝶ちようが飛び出した。

「【ひらひらと舞い散る機雷ポツプコーンは音を立てて弾ける】」

（やはり目の前のコレが、最も生徒を殺した魔法少女ですか）

　多くの人間を虐ぎやく殺さつしたにふさわしい姿などしていない。むしろ保護欲を誘さそう、無む垢くな少女の姿。透すき通るような肌はだに、宝石のような緑みどり色の瞳ひとみをした彼女は、そのゴシックロリータの服装と相まって、人形を思わせる外見だった。

　廃はい墟きよに、ゴスロリ、光る青い蝶──まるで中学生が憧あこがれる幻げん想そうファンタジーの世界そのものだ。この光景をイラストにすれば、需じゆ要ようがあるだろう。

　だが、あの蝶に触ふれれば、爆ばく発はつし、死ぬ。

　肉や臓器が飛び散り、幻想的な風景は台無し。

　青い蝶の数は、これまで見てきた数とは比ひ較かくにならないほどに多い。その数は、軽く百を超こえている。その一つ一つが、十分な殺傷能力を持つ爆ばく弾だんだ。一いつ斉せいに襲おそいかかられたら、斬きったところで間に合わない。

　どれだけ危険な状じよう況きようにいるかは分かっている。

　しかし──

（どういうわけでしょうかね、これだけ落ち着いているのは）

　曜よう子こと廉れん早さは、目の前の脅きよう威いに緊きん張ちよう感を漂ただよわせていた。落ち着いているのはどうやら自分だけのようだ。

　レイラはこの感覚を信じていいのか分からなかった。そこまで自分の感覚を信じているわけではない。だが、慌あわてても仕方がないのだから、この精神状態を維い持じすることにした。

「少し話が聞きたいのですが、よろしいですか？」

　レイラは一歩前に出る。その程度でも勇気が必要な行こう為いだった。相手は魔法少女だ。何が刺し激げきとなり、攻こう撃げきしてくるか分からない。

「んー？　少しだけならいいよ」

　ボムホーニッヒは特に気にしていないようだった。

　一つ賭かけに勝ったレイラは、背中の後ろに回した手で、合図を送る。

「なぜ私たちを殺すのですか？　捕つかまえて、レッドザーネに食しよく糧りようとして提供するという選せん択たく肢しはないのですか？」

　背後で決して小さくない音が鳴り始める。この時代では聞く機会がかなり減った音だ。

「えー、レザンに見つかったら殺せって言われてるから。それにー、あたしは捕つかまえるのって苦手なんだよね。あたしの魔ま法ほうじゃその前に爆ばく発はつしちゃうし」

（音も特に気にしていない、か。それにしてもずいぶんと気軽に質問に答えてくれるものですね）

「その蝶ちよう、自分の意志で動かせるのですか？」

「近くのやつだけー。でもこの距きよ離りなら自在に動かせるよ。みんな避さけようがなくドッカーンだね」

「確かく認にんのため尋たずねますが、爆発するタイミングは、蝶が触ふれたときではなく、触れた蝶が離はなれたときですよね？」

「あれあれバレてる。結構人間も見てるとこ見てるんだねー」

（自身の魔法の詳しよう細さいについても、気軽に答えてしまう。人間に対する警けい戒かい心しんなどろくに持っていないのでしょうね。おそらくこれが普ふ通つうの魔法少女なのでしょうが）

「ねえねえ、自じ慢まんしていい？」

　レイラはいかに気を引きつけ、時間稼かせぎするかに苦心しているというのに、ボムホーニッヒは質問に答えるどころか、自ら口を開いて話し始める。

「あたし、レッドザーネさまの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーにいる魔法少女の中で、魔力量がレッドザーネさまに続く二番目なんだよ！　すごくない！　……でもでも、みんなすごいって言ってくれないの！　たぶんね嫉しつ妬とだよ嫉妬。そういうのやだよねー」

　レイラは内心呆あきれたが、さすがにそれは表情に出さない。

　レイラにはもう分かっていた。

　この魔法少女は同族相手にも、尊敬されないし、バカにされている。

（さて、もう準備はできたでしょう）

「ねえ、さっきからうるさい音、何？」

　ようやくボムホーニッヒは、その音について言げん及きゆうする。

「この音を聞いたことありませんか？　あなたが魔法少女になったときはありふれていた音ですから、聞いたことはあると思いますが」

「そんな昔のこと、憶おぼえてなーい」

「そうですか」

　つれないレイラの反応に、ボムホーニッヒは苛いら立だった様子で、叫さけぶ。

「あたし、この音は何って聞いてるんだけど！」

（さて、時間稼ぎはもういいでしょう）

　レイラは答える。

「エンジン音です」




　空そら殻からファームにいる生徒たちにはそれぞれ得意な武器がある。

　戦せん闘とうに長たけた生徒が多い生徒会の中でも、体格が小さく、筋力も弱い廉れん早さが一いち目もく置かれているのは、ある特異な武器を扱あつかえるからだ。廉早が扱う武器は『烈れつ』。機械に強い第十八クラスの砦とりでゆうすけが、エンジン部分に損傷がなかったオートバイを改造して開発した、高速駆く動どう装置である。背中に固定した『烈』を起動すると、フラットエンジンが火を噴ふき、容よう赦しやなく体を押して吹ふっ飛ばす。その力をコントロールするのは、足に履はいた、インラインスケートに似た片面五輪のホイールだ。衝しよう撃げきに耐たえられるように作りはしたが、所しよ詮せん仕組みはインラインスケートと同じであり、『烈』の速度では人が扱えるようなものではなかった。

　だが、廉早には、たぐいまれなるバランス感覚があった。『烈』の最高時速は時速二百キロだが、廉早は直線ならば一四〇キロまで自在に制せい御ぎよできる。フルスロットルならば、一秒で時速八〇キロまで到とう達たつする。

　ボムホーニッヒと廉早の距きよ離りは、十メートルもない。その距離ならば──

　──移動していると認にん識しきされる前に、接せつ触しよくできる！




「へ？」

　間ま抜ぬけな声こえを上げたボムホーニッヒが、人間一人が視界から消えたと気付いたときにはもう遅おそかった。大量の青い蝶ちようを正面から突とつ破ぱし、時速一〇〇キロで突つっ込んできた廉早に、警棒を首にくらっていた。

「──ごぅふ！」

　喉のどが潰つぶされる。しかしそのまま吹き飛び、倒たおれ込むことも許されず、ボムホーニッヒは廉早に腕うでで首を絞しめられ、勢いそのまま地面に叩たたきつけられる。

　──グキリ。

　首の骨が折れる音がした。

　人間ならば即そく死ししているだろうが、相手は魔ま法ほう少女。喉が潰されようと、首の骨が折れようと、再生する。

　ボムホーニッヒは青い蝶を操作する。首を絞めたままの、廉早の体に大量にひっつかせる。




「ひぃぃ！」

　悲鳴を上げたのは廉早。

「蝶が体に！　これ一いつ斉せいに爆ばく発はつしたら、俺っち、完全ミンチっすよ！」

　レイラは表情を変えず言う。

「大だい丈じよう夫ぶです。その距離でそれだけの爆発が起きれば、その魔法少女も無事では済みません。起爆はできないでしょう」

「ホントすか？　でも、それレイラさんの予想っすよね？　根こん拠きよはないっすよね？　もしかしたら自分の爆ばく発はつに対して、防ぼう御ぎよするすべがあるかもしれないっすよね？」

「…………」

「なんすかその、それは指し摘てきされて気付いたみたいな顔!?」

「そのときは諦あきらめてください」

「鬼おに！　曜よう子こ姐ねえさんは女神だけど、あんたは鬼！」

「…………痛い」

　その漏もれるような声に、レイラたちは黙だまり、声の主を見る。

「痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いぃぃいいい!!」

　曲がってはいけない方向に首が曲がったまま、苦しみの声を上げ続けるボムホーニッヒ。しまいには痛みに耐たえきれず、「う、う、う……」と泣き出してしまった。

　幼い顔立ちのボムホーニッヒが泣いているのを見て、レイラはかわいそうにも思った。が、すぐにそんな気持ちは消える。この少女が何人の仲間を殺したか、思い出したからだ。

（ある意味人形じみているこの少女には、お似合いの首の角度ですね。ホラー映画の主演を張れそうです）

「ボムホーニッヒ。尋たずねますが、爆発はできませんよね？　この爆発ならあなたも死にますよ」

「う、う……やだ……死にたくない！」

「では蝶ちようを消してください」

　ボムホーニッヒはレイラに言われるがまま、青い蝶を消す。廉れん早さが、安あん堵どの息を吐はいた。

「あなたを見ていて、確信したことがあります」

　レイラはボムホーニッヒに近づきながら言う。

「おそらく今回、セイバーレザンは本当に、レッドザーネの意志に反して、独断でここに来たのでしょう。ですから、ここに来たのはあなたぐらいなのでは？」

「う、う……どうして分かったの？」

　その質問には直接答えず、レイラはサーベルに手を掛かけながら、顎あごで廉早にもう離はなれてもいいと指示をする。

「いいことを教えてあげましょう、魔ま法ほう少女。いつの時代でも、人間でも魔法少女でも、同じ真理があります」

　レイラは倒たおれているボムホーニッヒに、触ふれそうなほど顔を近づけ、言った。

「バカは食い物にされ、利用される」

　そして口元を歪ゆがませる。

「あなたはセイバーレザンの捨すて駒ごまです。もしセイバーレザンがたくさん魔法少女を連れてこられたなら、あなたのような駒こまは使いません」

　呆あつ気けにとられていたボムホーニッヒだったが、拳こぶしを握にぎって反論する。

「そ、そんなわけない！　レザンは優やさしいし、いつもあたしを気に掛かけてくれるし、今回だって付いてきてくれればいいことがあるって教えてくれた！　だ、第一、食い物は人間の方でしょ！　あたしがバカとか意味が分から──ひ、ぎゃあああああああああああああああ!!」

　ボムホーニッヒは悲鳴を上げる。

　レイラが両手に持ったサーベルを、両肩かたに突つき刺さしたからだ。

「私は不思議で仕方ないのです。どうして決して知能が低くない魔ま法ほう少女が、人間の痛みを理解できないのか？　平気で人間の尊厳を奪うばい、殺すのか？　人間に関してだけ、想像力がなくなってしまうのでしょうか？　あなたはどうですか？　人の痛みを想像することがちゃんとできますか？」

　戸と惑まどい答えられないボムホーニッヒの、今度は両足にサーベルを突き刺す。

「ぎぃあああああああああああああああああああああああああああ!!」

　計四本のサーベルでボムホーニッヒは固定される。

　レイラは悲鳴を無視し、話を続ける。

「私たちの仲間を殺したあなたには、想像力なんてありませんよね？　もしあったら、あんな残ざん虐ぎやくなことできませんものね？　私自身は想像力があるつもりです。無む抵てい抗こうの魔法少女を殺さなくてはならないとしたら、きっと苦しむと思います。あなたが今味わっている痛みも想像できます。しかし一方、こうやって、あなたを串くし刺ざしにすることを平然とできます。どうしてでしょう？　なぜだか分かります？」

　右足のサーベルを一度抜ぬき、再度突き刺し、抉えぐる。ボムホーニッヒが悲鳴を上げる中、吐はき捨てる。

「私にとって、仲間を殺したあなたの苦痛は、快楽だからです」

　サーベルの柄つかを握にぎりしめるレイラの頰ほおに、涙なみだが伝う。

「亜あ紀き、美み鈴すず、響きよう、アイリス、大おお下した、李り、神じん宮ぐう、祥しよう二じ、村むら雨さめ、大おお宮みや、杵き築づき、山やま口ぐち、斉さい藤とう、翔しよう平へい──あなたが殺した仲間の名前です。まだまだいますし、あなたの仕し業わざか分からない死体もある。みんな、苦楽を共にした仲間でした。一いつ緒しよに未来を見ていた仲間でした。それをあなたは、悪びれることもなく、壊こわした。命を奪うばうという認にん識しきさえ、あなたにはないのでしょう。バカで想像力のないあなたに殺されるというのは、そういうことです。ここまで不ふ憫びんなことはないです。申し訳ないと思うのなら、魔法で返してください。返してくださいよ。みんなを、返して…………」

　溢あふれる涙に言葉が詰つまる。

　しかし、ボムホーニッヒには、その涙の意味が理解できない。人の死が悲しいのかどうかさえ分からないからだ。

　──分かり合えない。

　レイラはそう確信し、手て心ごころを加える気持ちは消え失うせた。

「セイバーレザン同様、私もあなたを利用し食い物にします」

　涙なみだを拭ぬぐい、レイラはボムホーニッヒを見下ろす。

　先ほどまでの感情がどこに消えたのか？　そこには表情というものがおよそなかった。

「魔ま法ほう少女は、心臓を貫つらぬかない限り死なない。つまり死んでしまって困る場合でも、それ以外の箇か所しよを損そん壊かいさせる分には、何の支障もないということです」

　制服の裏ポケットを探さぐり、ナイフを取り出した。

「……うう……なにをする気なの？」

　怯おびえる幼い顔の魔法少女の質問に、レイラは答えずに、代わりにこう言う。

「まずは眼球ですかね？」

「あ、あ…………」

　逃にげ出すことはできない。ボムホーニッヒはサーベルで四し肢しを固定されている。

　レイラは感情を消したまま、宣告する。

「さあ、拷ごう問もんを始めます」




　　　　　　４




　鬼おに崎ざき暦れきの認にん識しきでは、『過去』とは現在の自分と切り離はなされているただの記録だ。ただの記録を、思い出し、懐なつかしむということはしないし、できない。必要でないデータは捨て、忘れ去る。

　だから今、自分が七年前の光景を思い出していることが不思議でならない。こんなデータは捨て去っていると思っていた。それなのに、その日降っていた雨の臭においまでリアルに再現されている。自分のどこに、こんな記き憶おくが残っていたのか？

　しかしどうせなら、おそらくもう二度と見ることができないその風景を、楽しむことにしよう。




　その日、暦は小さな足で歩き続けていた。

　静かな路地に、暦が歩く頼たよりないピチャンピチャンという音が響ひびく。雨は容よう赦しやなく暦の体温を奪うばい、緩ゆるやかに殺そうとしていた。

　知っている土地からとうに離はなれ、その場所がどこかは分からない。見知らぬ物しかない場所だ。持ち主を失った真新しいショッピングビルが、寂さびしそうに佇たたずんでいるのが見える。

　荒あれたコンクリートの道には、動いている自動車はない。そこら中に人間やあらゆる生き物の死し骸がいが落ちていたが、気を遣つかうほどの精神力はもう消えている。靴くつはとうの昔にすり切れ壊こわれ、足の裏はすり傷だらけだ。服はもはやただの汚よごれた布きれになっている。食事は少なくとも三日以上取っていない。

　もう声はほとんど出なかった。だから声を張り上げることはできず、ただ音を漏もらすだけだった。

　喉のどから溢あふれる声からは、かろうじてこう聞こえた。

「ママ、パパ、どこー」

　自分が親に捨てられたことは、当時三歳の暦れきでも薄うす々うす勘かん付づいていた。しかし、それを信じたくはなかった。信じた時点で、自分は終わりだと知っていたからだ。

「ママ、パパ、どこー」

　親に捨てられることは、世界の終焉ヒユーマンイールド後の世界では格段珍めずらしいことではない。単純な理由だ。生き残るのに、幼児の存在は邪じや魔まだからだ。

「マ、マ……パパ…………」

　暦にも限界が来た。震ふるえていた膝ひざは、ついに体を支えきれなくなった。一度膝が折れ、ぺしゃんと濡ぬれた地面につくと、立ち上がることはできそうもなかった。そのまま突つっ伏ぷして倒たおれ込む。もう指先一つ動かせない。泥どろ水みずが口の中に入り込む。不快ではなく、わずかに喉の渇かわきがいやされ、少しだけ気持ちいいと思った。

　倒れ込んでからどれくらい経たっただろう？　一時間かもしれないし、一日かもしれないし、もしかしたら一分程度だったかもしれない。

　とにかく生死の狭はざ間まにいた暦に、声が掛かけられた。

「かわいそうに、死んじゃいそうよ」

　暦は腕うでを摑つかまれ、無理矢理立ち上がらされた。

「…………？」

　状じよう況きようが読み込めず、声も出せない。

　暦を拾った人は、顔を近づけると、なぜか暦の腕を放す。立つことを維い持じできない暦は、また膝から倒れ込み、うつぶせになった。

「うふ、おもしろいわ」





　また暦の腕を摑み、無理矢理立ち上がらせる。暦の意識は遠ざかっていて、視界もぼやけている。だが、目の前にいる相手が女の子だとは分かった。

　そして、彼女が魔ま法ほう少女であることも。

　まず人間だったら、閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーでもない場所で、こんなに清潔な服を着ていることはない。そしてそれ以上に、女の子から漂ただよう人工的な甘ったるい匂においが、彼女が人間以外のものだと分からせた。

　まだ小さな暦れきも、魔ま法ほう少女に遭そう遇ぐうすれば、どんな目に遭あうかは分かっている。

「…………殺すの？」

　端たん的てきな問いに、魔法少女は上品に笑って、首を振ふった。

「ううん、あなたを育てることにするわ！」

　それがどれだけ異常なセリフかは、暦は分かっていなかった。殺されるとしか思っていなかった暦は、純じゆん粋すいに疑問をぶつけた。

「どうして？」

　魔法少女はかわいらしく、唇くちびるに指を当てる。

「うーん…………」

　しばらくして、こう答えた。

「よく分からないわあ」

　恐おそろしいことに、どうやらそれは本当のようだった。

「ほら、これ食べて元気出して。これから、あたしの住んでるところに行くわよ」

　魔法少女は、暦の口に、無理矢理真っ赤なお菓か子しを詰つめ込んだ。嚙かむ力のない暦を見て、頭と顎あごを摑つかみ、口を動かさせる。

　甘い。

　そして、この世の物と思えないほど、おいしい。

　暦はその後、何度かこの真っ赤なお菓子を魔法少女からもらった。その度たび、このお菓子の名前を聞いたのだけど、もう憶おぼえていない。

　それは今となっては、必要のない情報だからだ。

　食べ物を久方ぶりに口にしたおかげか、暦のぼやけていた視界がよみがえる。

　魔法少女は大人だった。いや、実際には十五歳ほどの見た目だったが、三歳の暦からは、十五歳の少女と大人の女性は区別がつかなかった。実際彼女は、魔法少女には珍めずらしく、大人びた印象を抱いだかせた。体のラインも女性らしくふっくらとしていて、どこか官能的だ。目鼻立ちがはっきりしていて、少し厚い唇は色気がある。

　魔法少女は暦を抱だき上げた。長く柔やわらかい金きん髪ぱつが、暦の鼻をくすぐった。

　暦は断言できる。

　彼女よりも美しいものは、今も昔もこの世に存在しないと。

「ママ」

　自然とその言葉が出た。おそらく普ふ通つうの魔法少女であれば、屈くつ辱じよくを感じ、その場で暦を煮にるなり焼くなりするだろう。

　だけど、その魔法少女はその見た目同様、例外的だった。

　心底うれしそうに微ほほ笑えんで、こう言ったのだ。

「そうよう、ママよう」




　狼おおかみに育てられた子供は狼少年と呼ばれるという。魔ま法ほう少女に育てられた人間は、なんて呼ぶべきだろう？

　暦れきの人間とは思えない異常性。

　それは暦が、魔法少女に育てられたことによって生まれた。




　大人びた魔法少女と出会い、暦が連れてこられたのは狂きよう気き的な赤い空の世界だった。三歳のとき暦は、レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーにいた。

　夕焼け空とはまったく違ちがう、ペンキで塗ぬりたくったような原色の赤。あの空の色に対する印象は、どんなにそこにいても変わらなかった。

　──気持ちが悪い。

　大人びた魔法少女の家に着いた暦は、天てん蓋がいの付いた、まるでお姫ひめ様用のベッドに寝ねかされた。が、休んでもその体調が回復することはなかった。咳せきが止まらず、熱が下がらない。食べたものは全部吐はいてしまう。その体調は三日間続いた。

「うーん、どうやらあなた、やっかいな病気にかかってしまったようねえ。このままじゃ死んじゃうわあ」

「ごめんなさい」

「どうして謝るのお？」

「だって……せっかく、連れてきてくれ──ゴホゴホッ！」

　吐き出した痰たんには、血が混じっていた。

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶ。あたしはあなたを死なせはしないわあ」

　魔法少女は今思うと看病などしなかった。出してくれた食事も、食べやすいお粥かゆなどではなく、粉っぽいお菓か子しだった。

　でも、言葉通り、魔法少女は暦を死なせはしなかった。

　しばらくすると魔法少女は、二十五歳の女性を連れてきた。人間なのに清潔な洋服を着ていた女性は、これから何をされるのかとガタガタ震ふるえていた。

「あたしの魔法はレアよぅ。みんなも、こんな魔法は見たことないって褒ほめてくれるの。君の病気だって、たちどころに消えちゃうんだから」

　魔法少女は、暦と女性の胸に手を当てて、唱える。

「【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】」




　次の瞬しゆん間かん、暦は病院のベッドにいた。さっきまでと違い天てん蓋がいなどない、簡素な白いベッドだ。すべてが疑問だらけであったが、最も不可解だったのは、その病院が清潔であることだった。まともに機能している病院が、世界の終焉ヒユーマンイールド後にあるわけがない。ならばここは？

　そして、どうして自分は、赤ん坊になっている？

　分からなかったが、次し第だいに分からないことも分からなくなった。暦れきはすぐに赤ん坊の思考能力になった。自分が暦であることも忘れた。

　次の記き憶おくは一気に飛んだ。暦は三歳になっていた。場所はマンションの部屋の一室。特筆することのない普ふ通つうの日曜で、暦は昼食を食べていた。他ほかの家庭に比べると甘い卵焼きを食べながら、テレビに映っていたアイドルの歌を口ずさんだ。若い母親は「エミリ、食べてるときは静かにして」と注意して、若い父親は「エミリは歌が上う手まいなあ。将来はアイドルかあ」などと、半ば本気で言っていた。

　マンションでの記憶はそれだけだ。鈴すず谷や家はマイホームを購こう入にゆうし、暦が四歳の頃ころに引っ越こしたからだ。

　鈴谷家は普通で、幸せな家庭だった。公務員の父に、専業主婦の母。金銭的に困ることもなかったし、大きなトラブルにも見舞まわれなかった。

　鈴谷エミリも、特別ではないが、幸せな人間だった。両親の教育がしっかりしていたおかげで成績もよく、人間もできていた。同級生にも教師にも信しん頼らいされる人望があった。容姿も芸能人ほどではないが恵めぐまれていて、男子に告白されることもよくあった。

　そう、暦は『鈴谷エミリ』になっていた。それになんの違い和わ感もなかった。それ以外の名前など、ありはしないと思っていた。

　しかし『エミリ』はどうしてか、はっきりとした記憶こそないが、『鬼おに崎ざき暦』という別の名前で生きた人生があったような気がしていた。六歳を迎むかえたある日、テレビのオカルト番組で、前世なるものの概がい念ねんを知ったとき、『エミリ』は『鬼崎暦』というのは前世の自分だと考えた。必死に前世のことを話したが、両親には適当に対応され、友達には噓うそつき呼ばわりされるだけで、誰だれにも信じてもらえなかった。こんな滑こつ稽けいなことは信じてもらえるはずがないと悟さとった『エミリ』は、前世を口にすることはなくなった。成長すると『エミリ』自身も前世を半ば信じなくなった。『鬼崎暦』なる人物も、ほとんどのときは忘れていた。

　ただ不意に『鬼崎暦』を思い出すことはあった。そのときは必ず、不可思議な胸むな騒さわぎに襲おそわれた。しかし、それを誰にも相談することはできなかった。

　だが、その程度の影かげは、『エミリ』の人生に影えい響きようを及およぼさない。容姿も性格も良い『エミリ』の人生は、基本的に華はなやかで充じゆう実じつしていた。

　今、『暦』が思い出せる記憶も、楽しそうなものばかりだ。

　小学生の頃、初恋の男子を含ふくめた数人でボーリングに行くことになり、浮かれて変な服を着て行ってしまったこと。家族で行った北海道旅行で、広大な自然に触ふれ、自分の価値観が変わるほどの衝しよう撃げきを受けたこと。中学で打ち込んだテニスは、最後まで上手くはならなかったが、最後の大会で運にも恵めぐまれ、ペアで関かん東とう大会まで行けたこと。高校受験に失敗し、数日部屋に閉じこもったとき、両親はエミリを信頼し、無理に部屋から連れ出したりせず、優やさしく接してくれたこと。中学の卒業記念に、友達五人で行った有名テーマパークが、夢のように楽しかったこと。高一のときに文化祭で仲良くなった他校生と生まれて初めてデートをし、初めて彼氏ができたこと。三度目のデートで初めてのキスをしたこと。文化祭でギターボーカルとして歌ったこと。アルバイトをして初めて自分でお金を稼かせいだこと。尊敬できる恩師に出会い、自分の夢が教師になることだと、はっきり自覚したこと。志望校に推すい薦せんで合格したこと。卒業式のあと、二年半付き合っていた彼氏と、ようやく一夜を過ごしたこと。

『エミリ』の人生はそこまで、薄うす明あかるい乳白色のような、優やさしい光に包まれていた。恵めぐまれていて、多くの人に大切にされていた。屈くつ折せつしないで育つことがどれだけ立派なことか、今の暦れきは誰だれよりも知っている。

　けれど、その充じゆう実じつした人生は、終わった。

『エミリ』が大学生になり、十九になった頃ころ、事件は起きた。全世界に。

　世界の終焉ヒユーマンイールド。

　穏おだやかな世界は、完かん膚ぷなきまでに破は壊かいされ、終わった。

　魔ま法ほう少女の登場──ではなく、まず世界を壊こわしたのは、知的生命体BZだった。地球に住む既き存そんの動物によく似た外見の知的生命体BZは、人間社会を荒あらし、人間を食い、文明を壊した。どこからやってきたのかはいまだ明らかになっていない。既存の動物が進化したという説もあるし、宇宙人との説もある。

　知的生命体BZは、とんでもない身体能力と、人間にはやや劣おとるものの、高い知能を持っていた。そうして不死であった。どんな兵器でも、BZを倒たおすことはできなかった。BZは莫ばく大だいな勢いで繁はん殖しよくし、人間社会を壊していった。

　初めにBZが現れてから二年が経たち、世界の人口は八十分の一になった。

　BZを殺すことができないと知った人類ができるのは、逃にげ隠かくれすることだけだった。BZがあまりいないと噂うわさされる地域に逃げ込み（そしてその噂は、ほとんどが噓うそだった）、一部の資産家は核かくシェルターの中に潜ひそみ、それ以上の金持ちは宇宙へ脱だつ出しゆつした。だが、ほとんどの人類は、生まれ育った地域に留とどまり、天命を待った。

　BZが襲しゆう撃げきしてきたとき、『エミリ』は大学に入学し、一人暮らしを始めていたところだった。襲来後すぐ家族とは連れん絡らくが取れなくなり、『エミリ』は家族と離はなればなれになった。そして、その後家族と再会することはなかった。結婚を約束していた恋人とも、それから会うことはできなかった。

　天てん涯がい孤こ独どくになった『エミリ』だったが、幸いにも生きる環かん境きようには恵まれた。『エミリ』が通っていた大学は、学長を中心に大人たちがまとまりを見せ、生きるための小さな社会を作ったのだ。もちろんインフラは崩ほう壊かいし不便を強しいられたし、若者が多いので諍いさかいもあった。だが『エミリ』はそこで、最低限人間らしい生活を送ることができた。その環境は当時としては、奇き蹟せきのように恵まれていた。

　そしてBZが現れた二年後に、世界は新しい展開を迎むかえる。

　知的生命体BZに、なんと天敵が現れたのだ。

　それはBZと同じく身体能力と知能が高く、不死だった。その上、BZを殺すことができる、魔ま法ほうなるものを使えた。

　そう──魔法少女だ。

　その力はBZと比べても圧あつ倒とう的だった。魔法少女たちは、半年でBZの大半を滅ほろぼし、一年で根絶した。魔法少女は救世主であり、人類の希望だった。世界はまた取り戻もどせると、人類は確信した。

　だが、そうはならなかった。

　魔法少女たちは、BZの根絶が終わると、人間の弾だん圧あつを始めたからだ。特定魔法少女クレヨンズが各地に閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを作ると、そこに人間を詰つめ込み、飼育し始めた。魔法少女の食しよく糧りようは人間の魂たましいで、常に確保する必要があったのだ。それぞれの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーによる人間の扱あつかいには差があったが、人権など存在しないことだけは共通していた。

　魔法少女は人間を虐しいたげた。食糧にするだけならまだしも、弄もてあそび、玩具おもちやにした。世界の人口はさらに減り、世界の終焉ヒユーマンイールド前の百分の一になった。

『エミリ』たち大学の人間は、レッドザーネ傘さん下かの魔法少女に見つかり、まとめて連れ去られた。連れて行かれた先で『エミリ』は赤い空を見て、「幸せは終わりだ」と感じたのを憶おぼえている。実際、レッドザーネの人間の扱いは、特定魔法少女クレヨンズの中で一、二を争う酷ひどさだった。

　レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーでは、魔法少女が住む土地と、人間が住む土地は分けられていた。人間は魔法少女に与あたえられた仕事（その中には、仕事というにはあまりにおぞましいものや過か酷こくなものもある）を強制される。レッドザーネが一番人数を割さいていたのは、自身の城作りだった。

『エミリ』はここでも比ひ較かく的運に恵めぐまれていて、割り当てられた土地で穀物を作るという、まだ人間らしい作業をしていた。作業量こそ過酷だったが、共同生活をする仲間もいた。

　だが、時折魔法少女がやってきて、人間を食い荒あらしたり、意味もなく殺したりすることがあるのは、避さけられなかった。

　誰だれもが過酷な労働と恐きよう怖ふで、絶望に押し潰つぶされた。次し第だいに仲間たちは思考を止め、ただ動くだけの人形となっていった。

　しかし『エミリ』はそんな中でも、生きたいという気持ちを強く持ち続けていた。生き続ければいつか、家族や恋人と再会することもあるかもしれない。そんな希望を胸に抱いだいていた。

　そういう『エミリ』の前向きさが、目に留まったのかもしれない。

「いい。あなた、いいね！」

　たまたま近くを散歩しにやってきたレッドザーネは、一目で『エミリ』を気に入った。

「他ほかの人間の目は死んでるけど、あなたの目はまだキラキラしてる。素す敵てき！　こんなところに置いてくのはもったいないよ！　お持ち帰りするー」

『エミリ』はレッドザーネの屋や敷しき（まだ城はできていなかった）に連れて行かれ、魔ま法ほう少女の世話係になった。魔法少女に襲おそわれることがない上、衣食住の整ったその環かん境きようは、快適とも言っていい環境だった。

　しかし命の保障はない。むしろ気まぐれなレッドザーネに会う機会が多い分だけ、殺される機会は多いとも言えた。刃は向むかえば殺され、機き嫌げんを損そこねれば殺され、飽あきられれば殺された。そこでは一年生きられれば長い方だ。しかし『エミリ』はそこで三年半、殺されることなく生活した。

『エミリ』はいつしか家族や恋人と再会するという希望を抱いだいたまま、二十五歳になっていた。




　しかし、ついにその日が来た。

『エミリ』の前に彼女が現れた。

　魔法少女の中でもとびきり美しく、大人びた魔法少女が。




「ザーネちゃん。誰だれか一人、世話係の子、くれないかしらあ？　魔法に使うの」

「えー。そこら辺で見繕つくろえばいいじゃない。この子たちは貴重なんだよ？」

「血統書付きのちゃあんとした人じゃないと嫌いやなのお」

「んもう、しょうがないなあ」

　レッドザーネは並んでいる世話係を一いち瞥べつして、『エミリ』を大人びた魔法少女に渡わたした。おそらくレッドザーネはもう、『エミリ』に飽きていたのだろう。

　──自分の命もここまでかもしれない。

『エミリ』はなんとなくそう感じていた。逃にげ出したい。しかし、どこに？　どうせすぐに捕つかまる。魔法少女に刃向かったとなれば、散々いたぶられ殺される。『エミリ』は脂あぶら汗あせがにじむ額を何度も拭ぬぐいながら、どうすべきか考え続けていた。

　しかし何も具体案は浮かばないまま、無情にも目的の場所に着いてしまった。

　その屋敷にはほとんど損傷らしい損傷はなかった。とあるヨーロッパの大使館だったらしく、かなりしゃれた外観をしていた。中の装そう飾しよくも凝こったものばかりで、シャンデリアなど一目で高級品だと分かった。

　こんな場所に住めるということは、この大人びた魔法少女は、レッドザーネに気に入られているのだろう。

　連れて行かれた部屋にあったベッドも手の込んだものだった。天てん蓋がい付きで、細かい装飾が付けられている。

　そのベッドには驚おどろくことに、三歳ぐらいの子供が眠ねむっていた。どうして魔法少女の家に、人間の子供が眠っているのか？『エミリ』は大人びた魔法少女に配はい慮りよしつつ、首を伸のばして子供の顔を見た。

　瞬しゆん間かん、その名前が分かった。




　──『鬼おに崎ざき暦れき』




　そう、そこには自分がいる。




　体が震ふるえ出す。

　直感的に分かった。これから起こるのは、死よりも恐おそろしい破は滅めつだ。自分を根本から壊こわし、なかったことにする悪あく魔まの所行だ。

「あたしの魔法はレアよぅ。みんなも、こんな魔法は見たことないって褒ほめてくれるの。君の病気だって、たちどころに消えちゃうんだから」

　魔法少女は、『エミリ』と『暦』の胸に手を当てて、唱える。

「【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】」




　その感覚をどう説明したらいいのだろう？

　体の内側がわから、ガジガジと虫に食い荒あらされているような感覚。痛みと、痒かゆみと、嫌けん悪お。全身の毛穴から、羽は虫むしが飛び出しそうな感覚。悲鳴を上げることさえもできない。だって、その虫こそが、自分の本体だ。『鈴すず谷やエミリ』という薄うす皮かわを剝はいだところに、本体がある。

　だけど──今まで生きてきた。

『鈴谷エミリ』として生きてきた。

　それがすべて崩くずれ去る。すべてを覆くつがえす虫が、自分だ。

　ついに顔面を突つき破り、虫が飛び出す。
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　そう、私は。

『鬼崎暦』だ。




「うふ、思い出した？　元々はあなたはコレだったのよう」

　暦はエミリの体から、抜ぬけ殻がらのようになっている元の自分を見る。三歳の暦の体は、呼吸こそしているが、意識はないようだった。それは脳死状態に似ていた。

「【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】はねえ、魂たましいを別の体に寄生させて、その体を乗っ取るものなの。魂を奪うばい取るために、その人の人生を体験しないといけないんだけどね」

　暦はエミリの人生を丸々体験した。さっきまで自分は確かに『鈴谷エミリ』だった。今は『鬼崎暦』──いや、正直何者なのだろう？　自分でも分からない。

「ね、死なずに済んだでしょう？　病気からも解放されたでしょう？」

　それはそうだ。今の体は、三歳の自分の体ではなく、『鈴すず谷やエミリ』なのだから。

「ママ」

　その単語を暦れきは、この魔ま法ほう少女相手に二十五年ぶりに言った。

「なにかしら？」

「『鈴谷エミリ』はどうなったの？」

「分かるでしょう？　あなたはその体にある魂たましいを食い荒あらしたのよう？　食べたらどうなるう？　なくなるでしょう？」

　それがどれだけ残ざん酷こくなことか、『鈴谷エミリ』であった暦には分かる。これだけ絶望的な状じよう況きようにあっても、希望を失わず生き続けた女性。立派で、人に誇ほこれる人生を歩んできた女性。

　その魂を奪うばった。

　それはきっと、『鈴谷エミリ』という人間への、最大限の侮ぶ辱じよく行こう為い。

「うふ、三歳の人間に使ったのは初めてだったから心配したけど、見事成功ね。あなたはもう、どんな怪け我がをしても一いつ瞬しゆんで治るのよう」

「一瞬……」

　そんなことはなかった。二十五年という年月は果てしなく長かった。なにせ、暦はまだ三歳だったのだ。自分の人生の何倍もの人生を、『鈴谷エミリ』として生きてきた。

　だが、それは自分だけの感覚なのだろう。この魔ま法ほう少女から見れば──いや、自分を除いたこの世界のすべてから見れば、一いつ瞬しゆんのことだったのだ。

「んー？　怪け我がしても一瞬で治る……。それってよく考えたら、すごい能力よね」

　魔法少女は唇くちびるに指を当て、考える。

「そうよ、決めたわあ！　あなたには、人類最強になってもらうわよ！」

「人類、最強……？」

　意味が分からず、暦れきは顔をしかめた。

　暦が戸と惑まどっていることには構わず、魔法少女は『暦だったもの』を抱かかえた。

「これはもういーらない」

　魔法少女は窓から、それを捨てた。




　どうして人類最強になる必要があるのか？　その暦の質問に、大人びた魔法少女はこう答えた。

「だって、争いはこれからまた起きるわ。その時にあたしの魔法は無力だもの。この魔法、あたし自身には使えないしね。だからあ、あなたにあたしを護まもってもらうのよう！」

「争い？　誰だれと誰がするの？」

　誰が整備しているのか、きちんと調律できているピアノを彼女は弾ひいている。演奏しているのはショパンの英えい雄ゆうポロネーズ。指先を魔法のように自在に動かしながら、彼女は鍵けん盤ばんを見つめたまま答える。

「それは分からないわあ。でも、争いは起こるの」

　その理り屈くつは当時の暦には分からなかった。どうして誰と誰が戦うかも分からないのに、争いが起こることだけは分かるのか？

　しかし現在の暦には分かる。魔法少女が支配するこの社会はとてもアンバランスで、このままの状態が続くわけがない。彼女はそれを直感的に理解していたのだ。

「僕がママを護れるようになる必要はあるのかもしれないけど……。でも、どうやって人類最強になるの？」

「そこよねえ……人類最強ってことは、人類の誰にも負けないってことよね。うーん、例えばあなたが人間一万人と正面から一対一で戦って、すべてに勝てば人類最強と言えるかしら？」

「それだけ勝てるなら、そう名乗ってもいいかもね。だけど私は何の戦いの心得もないから、それは不可能だよ」

「不可能？　どうしてえ？」

「どうして、って……」

　魔法少女はピアノの演奏を止やめ、ひらめいたとばかり立ち上がって暦へと振ふり向く。

「分かったわあ！　単純な話よう。戦って、勝ち続ければいいのよ。武器は……日本刀が格好いいわね！」

「だから無理だって、ママ」

「無理じゃないわあ。だってあなたは不死身なのよう？　うふ、そうだわ。前に誰だれかが提案してた、コロシアムの話を進めましょう。あなたはそこにエントリーし続けるのよ。あなたが勝てば、体はそのまま。あなたが負ければ、勝った方の肉体にあなたの魂たましいを移すわ。引き分けもあり得るから、一応予備の肉体も用意していた方がいいわね」

「それは──」

『鈴すず谷やエミリ』の肉体を乗っ取ったときのように、他人の人生を何度も経験する、ということか？　何十、何百の人生を？　そんなことを普ふ通つうの人間が耐たえられると、この魔ま法ほう少女は思っているのか？

「暦れきちゃん！　あなたは生き続けて、いずれ最強になるわあ！　しかも記き憶おくや経験も引き継つげるのでしょ？　すごい！　無敵になれるわあ！」

「絶対にやらない！　そんなことはできないよ！」

　──バーン。

　魔法少女が鍵けん盤ばんに手を叩たたきつけた音で、暦は黙だまらされる。

　しかし、そんな対応を取られようとできるわけがない。暦の決意は固かった。

　でも、その決意は、魔法少女が流した涙なみだで、すぐに消えた。

「暦ちゃん……」

　ボロボロ涙を流しながら、子供のように暦にすがる。いや、実際、見た目の年ねん齢れいも、過ごした時間も、すでに暦の方が上だった。

「いやなの、死にたくないの、あたし。ずっとこのまま、変わることなく、生き続けたいの。あたしの望みはそれだけなの。だからお願い──」

　暦は美しい少女の、頭を抱だきしめる。

　それだけの行こう為いが、暦にとってはすごく背徳的だった。

「──ママを護まもって」




　コロシアムはそこにいる人間たちの手で、一週間ほどでできあがった。元々あったバスケットコートのある体育館を、それらしく改造しただけなので、さほど手は掛かからなかったのだ。

　すぐに話が動いたのは、魔法少女たちが、人間同士の殺し合いをそれだけ見たがっていたからだ。こけら落としには、暦が今までも、そしてこれからも見たことのないほどの数の魔法少女が一いつ斉せいに集まった。

　日本刀を武器に戦い始めた暦の第一戦は、敗北だった。全身の骨が折られ、呼吸もままならない。

　すぐに【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】で、肉体の乗っ取りが行われた。対戦相手だった三十六歳男性の人生を暦れきは体験し、そして奪うばい取った。その日のうちに第二戦。また敗北。二十二歳男性の人生を体験し、奪い取った。わずか数時間の間に、暦は五十八年分の時間を過ごした。暦は、『鈴すず谷やエミリ』であり『高たか梨なし賢けん太た』であり『鳳おおとりシュウ』になった。どれが偽にせ物ものだとか、本物だとかはなく、すべてが暦自身だった。乗っ取られたすべての魂たましいは、自分の人生が他人に食い尽つくされ利用されるために生まれたことが分かると絶望し、無念の中朽くちていった。

　暦は、誰だれかの人生の中で得た、ハリガネムシの知識を思い浮かべる。カマキリなどの昆こん虫ちゆうに寄生するハリガネムシは、自らの産卵のために宿しゆく主しゆを水場に呼び込み、最終的には入水自殺させるらしい。なんと自分そっくりな生き物だろうか？

　暦は魔ま法ほう少女の意向通り、連日闘たたかい続けた。

　二日目は、三人の人生を体験し、奪い取った。

　三日目は、二人の人生を体験し、奪い取った。

　四日目は、二人の人生を体験し、奪い取った。

　五日目は、四人の人生を体験し、奪い取った。

　暦は男になり、女になり、男として女に恋をし、女として男に恋をし、セックスをし、子供を持ち、人を殺し、自己犠ぎ牲せいを知り、愛あい憎ぞうを知り、仲間を裏切り、人を信じ、神を信じ、神に裏切られ、希望を抱いだき、絶望を抱き──混こん濁だくする魂はとっくのとうに本来の鬼おに崎ざき暦を忘れ去った。しかし暦の体感時間の長さに対して、実際の時間は一週間さえ経たっていなかった。

　一ヶ月が経過した頃ころ、暦の勝率は次し第だいに上がっていった。この時点で暦は五十六の人生を歩んだ。感情は消え、論理的に考えられるようになった。戦うことに何の感かん慨がいも疑問も抱かなくなった。他人の人生を奪うことに、罪悪感を覚えなくなった。生への執しゆう着ちやくも、死の恐きよう怖ふも消えた。

　二ヶ月が経つと、暦はほぼ負けることがなくなった。消化した人生は、六十七。六十の魂を喰くらったとき、暦は突とつ如じよ人のシステムを把は握あくし始めた。人の本質の奥の奥に潜もぐると、人のデータは数値化でき、掌しよう握あくすることができた。それにより暦には、ほぼ予見に近い能力が生まれていた。その人と対たい峙じするだけで、どう動くのかが分かるのだ。しかし自分の体をイメージ通り自在に動かすことはまだできず、必ず勝てるわけではなかった。

　半年が経つと、暦は無敵に近い力を手にした。消化した人生は、九十二。暦は世界のシステムの一いつ端たんを理解していた。世界にはびこる細さい胞ぼうの一つ一つを感じ取れた。その頃には人間の感情は機械に通すように読み取れるようになっていた。戦せん闘とうで人を思い通り動かすことは、暦にとっては人形を糸で操あやつるのと大して変わらなかった。対戦相手を自在に誘ゆう導どうでき、自死させ倒たおすこともできた。だが時に、枠わくに嵌はまらない人間がいて、その相手に負けることがあった。

　コロシアムで戦っている間、暦の頭では英えい雄ゆうポロネーズが流れ続けていた。もう戦っている感覚さえない。組み込まれたプログラムに従っているだけで、特に意思もない。音楽というのは、世界と繫つながることができるシステムの一つで、自分が勝利者となるプログラムを最も簡単に世界に植え付けることができた。

　世界の仕様を変えることさえできる。暦れきは時間を自在にスローにも早送りにもできた。暦にとってこの世界の音は遅おそく、大たい抵てい置き去りにしてしまう。

　一年間暦は闘たたかい続けて、コロシアムは閉へい鎖さした。暦に敵かなう人間がいなくなり、魔ま法ほう少女たちが飽あきたのだ。

　暦が奪うばい取った人生の数は一〇一。そしてその十倍以上の人間を殺した。

　暦は、『蜩ひぐらし大たい輝き』という十一歳の男子の体で、戦せん闘とう生活を終えた。




「すごいわあ。暦ちゃんはもう、人類最強そのものねえ」

　ピアノの椅い子すの上で、大人びた（といっても、すでに暦にとってはどんな人間も魔法少女も子供にしか見えない）魔法少女は、拍はく手しゆをして暦を褒ほめ称たたえる。

「暦ちゃんはもう、魔法少女にも簡単にはやられないわね。あたしを護まもるには十分だわ」

　満足そうに、彼女はピアノを弾ひき始める。曲はやはり英えい雄ゆうポロネーズ。

　彼女はピアノが好きで、毎日触さわってはいたが、その技術は停てい滞たいしているように思えた。それもそのはずで、一〇一の人生の時間を経験した暦に比べ、彼女の時間は一年しか進んでいない。暦から見ればあまりにも成長が遅い。

　ピアノの音は──すべての音は──相変わらず暦には遅おそい。

「魔法少女。頼たのみがあります」

　暦はもう彼女をママとは呼べなくなっていた。自分から見れば、稚ち児ごのごとく幼い少女を、ママとは呼べない。

「何かしら？」

「もっと私に、他人の魂たましいをくれませんか？」

　彼女はピアノの音を止めて、目を丸くして暦を見る。

「どうしてえ？　もうあなたは最強よう？　そんなことをする必要はもうないのよ？　人の人生を体験するのを大変だとは思わないの？」

　大変に決まっている。初めはどんな拷ごう問もんよりもつらかった。だがもう、つらいという概がい念ねんはない。

　しかし自分の感情を抜ぬきにしても、人の人生を奪うことが、罪深い行こう為いであることには変わりない。それは人がやってはいけない行為だとは知っていた。本来世界にあってはならないタブーだと思っていた。

　だが、やめられない。なぜなら──




　──魂の味は。

　どんな菓か子しよりも、甘かん美びだからだ。




　他人の人生を貪むさぼり食った末にたどり着いた場所は、世界の真理が見える宇宙。広大。あまりにも広大だった。この果てのない宇宙を、暦れきはもっと歩みたい。目的地にたどり着くことができなくとも、その先に待ち構えているのがただの絶望でも、もう歩みを止めることはできない。知の探求は人間の根源的欲求であり、その欲望には逆らえない。

「……ダ、ダメよう。ただでさえコロシアムで人間を失いすぎたもの。これ以上、人間を壊こわしちゃったら、ザーネちゃんに目をつけられちゃうわ」

「分かりました」

　暦は日本刀を取り出した。

　不思議そうに刀の先を見つめる魔ま法ほう少女。

　暦は表情を変えることなく。彼女の指をそぎ落とした。彼女のピアノを弾ひくのが似合う、細く長い指が五本、床ゆかに落ちた。

「き、きやああああああああああああああああああああああああ」

　悲鳴を上げる。

　人間に斬きられた傷などすぐに回復するだろうに、彼女はまるで二度とピアノが弾けなくなってしまうかのごとく慌あわてふためき、自分の指を拾おうとする。だが、指がそぎ落とされているから拾えず、パニックになっている。

「私に魔法を使ってくれるまで、あなたの四し肢しを斬り刻みます。苦痛を与あたえ続けます。分かっていますよね？　攻こう撃げき魔法もないあなたは、私に何万回戦いを挑いどもうとも勝てない」

「れ、暦ちゃん……！　ど、どうしてなのお！　あ、あたしが拾って育ててあげたのに！　感謝していないの!?」

　この魔法少女は暦を拾い、どうして育てるのかと尋たずねたときにこう言った。「よく分からないわあ」

　暦はとっくに、この魔法少女が自分を拾った理由を悟さとっていた。彼女は、自身の魔法【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】をもっと詳くわしく知ろうと、使用相手を探していた。

　暦を選んだ理由は特にない。敢あえて言うなら、手て頃ごろだったからだろう。

　彼女はちょっとした思い付きで、暦を人類最強にし、自分を護まもらせるための存在に育てようとした。彼女にとっていい魔法の研究になり、しかもうまくいけば用心棒にすることができる。

　彼女は暦が、人として生きられなくなることを考こう慮りよせずに実行した。

　それに、感謝をしろと、彼女は言う。

「しています」

　皮肉ではない。本当に暦は感謝をしている。

　自分に魂たましいの味を教えてくれたことを、圧あつ倒とう的なまでに感謝している。

「しかし、それは私の歩みを止めることと関係ありません」

　暦の感情は失われている。

　だからただ、最も確実に、自分に【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使わせるには、こうするのが合理的だと思い実行しているだけだ。

　暦れきは、まだ戸と惑まどう魔ま法ほう少女の腕うでを斬きり落とした。




　魔ま法ほう少女は暦に屈くつした。暦の命令に従うことでしか、苦痛から逃のがれる術すべはなかった。

　魔法少女は人間を調達し、次々と暦へ【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使った。人間たちは目的を知らされることなく魔法少女の屋や敷しきに呼び出され、そこにいる人間に人生を奪うばわれた。老ろう若にやく男なん女によ問わず、暦は人生を体感し、奪い取った。

　驚おどろくべきことに、どんな人間にも新しい真実が存在した。その度たびに、暦は得も言われぬ恍こう惚こつを味わうのだ。──ああ、なんて世界は広く、奥が深い。人生を経験すればするほど、真理は近づき、そして遠ざかって行く。たまらない。たまらない。たまらない。暦の欲求は果てない。相手の人生を、雑ぞう巾きんを絞しぼるようにねじり、血の一滴てきまで残さず嚥えん下げする。

　もっと魂たましいを。

　もっと魂を──。

　気付けば、暦が喰くった魂は、蹂じゆう躙りんした人生は、二千を超こえた。

　二千の人生を背負った不気味なキメラを、もはや人間と呼ぶことはできない。魔法少女を怪かい物ぶつというのなら、暦は化ばけ物ものだ。

　そのときには暦は、人間でありながら、魔法少女の間でも悪評が広がっていた。

　人間を下品に食い荒あらす獣けもの。鬼おに崎ざき暦。

　悪わる目立ちした暦を倒たおそうと魔法少女が何度か襲しゆう撃げきしに来たが、暦はすべて返かえり討うちにした。しつこく襲撃しに来た魔法少女の一人を、暦は見せしめに一万回脳みそを破は壊かいした。その魔法少女は苦痛に耐たえきれずに自殺した。それは人類が初めて魔法少女を殺した瞬しゆん間かんだった。




　だが暦は忘れていた。

　この気持ち悪い赤い空の世界にいることは、レッドザーネの中にいるに等しいことを。

　暦は一いつ旦たん閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの中に入ってしまえば、強制的に外に出すことはできないと踏ふんでいた。それはある面では正しく、ある面では間ま違ちがっていた。

　レッドザーネは暦を追い出すために、半径二キロほどの半球型の閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーそのものを解除したのだ。

　暦は、快晴とはほど遠い土ど砂しや降ぶりの雨の中に放ほうり出された。

　そしてレッドザーネはすぐ、新たに閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを作った。新しいそれに暦は当然拒きよ絶ぜつされ、中には入れない。どんな化物になろうと、体が人間である暦には魔法は使えない。閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの境界を破ることなどできやしない。

　暦は雨に濡ぬれる自分の体を見る。『曽そ我が部べ騎士ナイト』という十一歳の男の体だ。幼いし、本来の自分とは性別も違ちがう。しかしこの体で生を終えるのを覚かく悟ごするしかないだろう。

「ふっ……」

　暦れきは思わず自分の思考に笑った。まさかこの期ごに及およんで、自分が元々女の子だったことを気にするとは、まだまだ未み熟じゆくに過ぎる。

　暦の目の前には閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーの境界があった。

　境界越ごしのすぐ側そばに、大人びた魔ま法ほう少女は立ちすくみ、暦を見守っていた。

「ようやく私から解放されましたね。ご迷めい惑わくをおかけしました」

　暦は頭を下げた。

　散々利用し尽つくされたこの魔法少女は、暦を憎にくんでいるだろう。そして、もう二度と会うことはない。

「ごめんね。本当にごめんね」

　しかし、彼女が口にした言葉はそれだった。

　暦は思わず頭を上げる。二千の人生を知った暦でも、その反応は予想できていなかった。

「なぜ謝るのです？　謝るのはどう考えても私の方ですが」

「だってあたしは、あなたのママなのよ？」

　大人びた魔法少女は、涙なみだを流す。

「ずっとあなたの側にいなきゃいけないの。それなのに、あたしの力が足りなくて、こうするしかなかったの。本当はあたしと離はなれるの嫌いやでしょ？　寂さびしいでしょ？　でも、ごめんね。もうあたしは……一いつ緒しよにいられないのぅ……!!」

　暦の体に触ふれようとするが、境界線はそれを許さない。魔法少女はその現実を思い知ると、その場に崩くずれ落ちる。号ごう泣きゆうし、動かない。

　あまりに無茶苦茶な理り屈くつを、暦はどうしても理解できなかった。ママだから側にいなきゃいけない？　ただ、魔法を使うために拾った人間に、一体この魔法少女は何を言っているのか？

　薄うす々うす気付いていはいたが、この魔法少女の愛情は異常でずれている。

　そう思っているのに、暦は言っていた。

「また逢あえます」

　思わず言っていた。言ってしまった以上は、責任を持つ。暦はそう心に決める。

　何が起こればまた逢えるのか。暦は瞬しゆん時じに理解し、実行することに決めた。

「戦争が起こるからです」







　暦の長い長い回想は終わる。

　あの別れから五年経たち、暦はステージで、魔法少女と戦っている。人類の希望としてセイバーレザンと戦っている。

　結果は見えていた。

　特定魔法少女クレヨンズならまだしも、普ふ通つうの魔ま法ほう少女に暦れきが負けることはあり得ない。暦は、魔法少女の立たち振ふる舞まいだけで、どういう魔法を使うかさえ判別できるのだ。どんな物事にも法則性が存在している。そして法則性がある以上、暦はそれを理解できる。

　あとは頭の中で、英えい雄ゆうポロネーズを流せばいい。自動的に音楽が、勝利するためのプログラムに、自分を組み込んでくれる。

　そう、暦には結果が見えていた。セイバーレザンと二度目の対たい峙じをした瞬しゆん間かん、未来のビジョンが見えた。

　今あるのは、そのビジョン通りの結果だ。




　暦は、セイバーレザンの剣に、心臓を貫かれている。




　透とう明めいな剣けんが抜ぬかれ、暦はその場に膝ひざを突つく。尋じん常じようでない血が流れている。いくら【全能への集約マシユマロを膨らます】により回復能力が宿っているにしても、心臓を貫つらぬかれれば助からず、死ぬ。

　暦はようやく、先ほどまでの回想が、なんなのかが分かる。

　どうやら死ぬ前に見ると言われる、走そう馬ま灯とうというやつだったようだ。

（分かっていた結果だ）

　セイバーレザンは普通の魔法少女ではない。自分と同等の戦せん闘とう能力を持つ魔法少女だ。だから勝つことはできない。

　だが、それでも暦にさえ分からないことがあった。

「……セイバーレザン……その力は……？」

　どうして暦にさえ対たい抗こうできる能力があるのか、それが分からない。セイバーレザンの魔法少女としての力は、あくまで剣を作り出す魔法だ。身に付けている剣術は、魔法によるものではない。

　なのに暦とセイバーレザンの戦闘力は互ご角かくだった。戦闘力が互角ならば、人間と魔法少女に身体能力の差がある以上、暦は勝つことができない。特に持久力の差は如によ実じつだった。

「冥めい土どの土産みやげに教えよう。まず私の名だが、魔法少女名はセイバーレザンという他ほかない……がそれは、私の名前ではない」

　セイバーレザンは言う。

「私の名は──安あん楽らく朽くち苗えだ」

「魔法少女になる前の記き憶おくが……あるのか……？」

　魔法少女は人間時代の記憶を失っている。しかし、ホワイトノワゼットのように例外は存在する。

　それが彼女の特とく殊しゆ性を作ったのか？

　だが、セイバーレザン──いや、安あん楽らく朽くち苗えは首を振ふった。

「違ちがう」

　ならば、魔ま法ほう少女の格好をしている人間？　……それも違う。安楽朽苗は確かに剣けんを作る魔法を使っていた。

　そこまで考え、暦れきは理解した。

「────そう、か」

　腑ふに落ちる。

「どうやら分かったようだな」

　安楽朽苗は感情のない目で、暦を見下ろす。

　その目は、他ほかでもない、暦にそっくりだった。

「お前のことはあの女からよく聞いている。あの女を母とするならば、私たちは姉妹とも言えよう。そう、私は【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】によって、千の人生を奪うばい取ってここにいる」

　何も暦だけにしか【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】が使えなかったわけではないのだ。あの大人びた魔法少女は、安楽朽苗にも【不浄な同棲三昧ココアにミルクをかき混ぜるがごとく】を使った。

　だが、安楽朽苗は魔法が使え、身体能力に優すぐれた体を持っている。

　どうしてか？

「私は最後に、魔法少女の人生を奪った」

　そういうことだ。

　人類最強である鬼おに崎ざき暦。その暦の人類最強たる所以ゆえんを、目の前の敵は持っていた。しかも魔法少女の体でだ。そんな相手に勝てるわけはないだろう。

　視界は霞かすみ、揺ゆれ、遠ざかっている。痛みはもうなく、すべての感かん触しよくがない。

　もう残された時間は少ない。そう考えたときに、なぜか出てきた言葉はこれだった。

「あの人は、どうしていますか？」

　頑かたくなに、暦はその名前を口にしなかった。

　あの人を裏切った自分は、その名前を呼んではいけないと、暦はずっと思い込んでいた。




「魔法少女、ギフトクラリフィエは、レッドザーネに処刑された」




「…………どう、して？」

「私に魔法少女の魂たましいを喰くわせたからだ。それは魔法少女殺害の罪と見なされ、死し刑けいとなった」

　もう、あの人はいない。

　本当の両親に捨てられた自分を、娘むすめだと本気で思ってくれたあの人は、いない。

「私からも、好こう奇き心しんだが聞きたいことがある」

　安楽朽苗は本当に不思議そうな口調で尋たずねる。

「どうして人間でないと言われた程度で人を蹴けり上げた？　私たちは人の言葉で感情が揺ゆらぐような精神はしていないはずだ。つまりお前は必要だと感じ、敢あえて激高して見せたのだ。それはなぜだ？　お前も、私も、化ばけ物ものであることぐらい自覚しているだろう？」

「私は……人間です……」

「無理のある主張だな。──ぐっ！」

　平然としていた安あん楽らく朽くち苗えは、そこで我が慢まんできずに苦く悶もんの声を漏もらす。

　心臓を破は壊かいされたわけではないから、魔ま法ほう少女の体を持つ安楽朽苗は死にはしない。

　だが、苦痛はそうそう拭ぬぐえない。上半身と下半身は暦の日本刀によって分離させられているのだから。

　この戦いの結果は見えていた。持久力に差がある以上、暦れきはその前に勝負を仕し掛かけなければならない。しかし、同じ戦せん闘とう力りよくを持つ安楽朽苗の隙すきを作ることはできなかった。相打ちに持ち込まなければ、やられて終わりだっただろう。

　ここまでの重傷でも、安楽朽苗の体は、放ほうっておけば再生する。だが、それはここにいる人間たちが許さないだろう。

　ある意味妹とも言える、安楽朽苗もここで死ぬ。

「私たちは、人間でも、魔法少女でもない。はぐれ者だ」

　──いえ、私は人間です。

　また反論するつもりだったが、その言葉はもう出ない。口はもう動かない。

　暦は二千の人生を奪うばい取った。二千の魂たましいを食い荒あらした。

　しかし、その魂すべてに敬意を払はらっている。すべての人生は奥深く、自分を形成する核かくになっている。

　二千の人間を抱かかえ込んでいる自分は、誰だれよりも人間であると主張しなければならない。そう胸を張らないといけない。そうしなければ、人間でありたかったすべての魂を侮ぶ辱じよくすることになる。

　だから暦は、自分が人間でないなどと、絶対に認めてはならないのだ。




　さて、もう安楽朽苗の言葉も聞こえなくなった。すべての音は聞こえない。

　しかし、暦の耳には確かに音楽が響ひびいていた。

　──英えい雄ゆうポロネーズ。

　それも、あの人が弾ひいていた、完かん璧ぺきではない演奏だ。

　なんの悔くいもない。人類が滅ほろびることも、今となってはどうでもいい。あんなに執しゆう着ちやくしていた知の探求にさえも未練がない。

　だって、あの人は、もうこの世にいない。

　もう逢あえない。

（…………なんだ）

　暦れきは心の中で苦笑する。

　二千もの人生を経験しても、この程度のものなのか。こんなにありきたりな価値観のままなのか。

　──愛いとしい人の死。

　そんな陳ちん腐ぷな悲劇が、一番応こたえるだなんて。




　鬼おに崎ざき暦。本来ならば齢よわいたったの十。

　せめて最後に年相応の少女らしくあろうと、自分の素す直なおな感情と向かい合う。

　出てきた言葉は、こんなくだらないものだった。

（逢あいたかったよ。ママ）




　　　　　　５




　人類最強であり、人類の希望である、鬼崎暦は息絶えた。

　暦が命を賭かけても、特定魔法少女クレヨンズでもない一魔ま法ほう少女に、勝ちきることができなかった。

「……早くトドメを刺さそう。再生されたら、会長が命を張った意味がなくなる」

「……分かってる。斬ざん」

　すべきことは分かっている。人類の滅めつ亡ぼうを望んでいるセイバーレザン──いや、安あん楽らく朽くち苗えを生かすわけにはいかない。

　だが気は進まず、足が重い。

　岳たけ哉やも、斬も、分かっていた。

　岳哉たちは目の前で、この戦いを見た。時間にして二十分ほどだったが、それは自分たちとは次元が違ちがうと思わせるのにはあまりに十分な、かけ離はなれた世界の戦いだった。

　駆かけ引ひきだとか、読み合いだとか、そんなレベルでどうにかなるものではない。問答無用の殺し合いにも関かかわらず、そこには秩ちつ序じよがあった。寸すん分ぶんの狂くるいもない配列によって成り立つプログラムだった。

　手助けに入ることさえもできない異世界。割り込めば、即そく座ざにあの空間に適合できない岳哉は、斬きられて殺されただろう。遥はるか高みにいる二人にしか許されない世界。

　その異次元の戦いを見れば、嫌いやでも思い知る。




　──自分たちは魔法少女との戦いで、無力だ。




　瀕ひん死しの安楽朽苗を殺したところで、そのさき何ができるだろうか？　安楽朽苗は、特定魔法少女クレヨンズでさえない。多くの魔ま法ほう少女の中に、彼女よりやっかいな魔法少女も、強い魔法少女もいるだろう。そんな相手に自分たちが戦って敵かなう？　……敵うわけがない。しかも、唯ゆい一いつ奇き蹟せきを起こせるかもしれない、鬼おに崎ざき暦れきはもういない。

　そんな葛かつ藤とうを抱かかえながら、下半身のない安あん楽らく朽くち苗えの前に、岳たけ哉やと斬ざんは立った。

　立ち上がることさえもできない相手だというのに、その圧あつ倒とう的な迫はく力りよくに萎い縮しゆくしている。絶対的優位な状じよう況きようであるにも関かかわらず、先ほどの強さを見て怯おびえている。

「安心しろ、もう魔法は使えない。鬼崎暦との戦いで魔力は出し尽つくした。その証しよう拠こに、体の回復もずいぶんと遅おそいだろう？」

　不意に安楽朽苗が顔をしかめる。

「ん……？　お前はまさか、岸きし波なみ斬か？」

「……どうして俺の名前を知っている？　それに、まさか、とはなんだ？」

「私は千人分の人生を奪うばった。その中で出会った人物のことは、できる限り忘れるようにしている。忘れなければ、理性が保てないからな。だが、例外もある。私の人生の中で、肉親だった人間だけは忘れることはできない」

「肉親、だと？」

「岸波弓ゆみ。お前の妹は私の中で生きている」

　斬は目を見開く。

「お前はずいぶんと印象が変わったな。あのときはむしろ、勇ましい真まっ直すぐな少年に見えたが、今はどこか厭えん世せい的に見える。弓がお前の目の前で魔法少女に連れ去られてから、そうなったのか？」

「…………ああ、そうだろうな」

「あのときは魔法少女に刃は向むかっていたな。あの魔法少女の機き嫌げんを損そこねても、まさか殺されずにすんだとは。よく許されたものだ」

「……許されたわけじゃない。それこそ殺されなかっただけだ。おかげで人間が魔法少女に勝てないことはよく分かった」

「正しい認にん識しきだ」

　斬のそんな過去は知らなかった。聞いているのは、三年前に道ばたで倒たおれていた斬を麗れい歌かが見つけたとき、廃はい人じんのような状態だったということだけだ。斬が人と話をできるようになったのは、それから半年後だった。

　斬は拳こぶしを握にぎりしめる。

「弓は……せめて人間らしく、死んだのか？」

「残念ながら絶望の中死んだ。魔法少女に散々弄もてあそばれた後に、私に魂たましいを喰くわれたのだから、当然だろう」

「…………そうか」

　斬ざんはそれきり黙だまり込んでしまった。無言のまま、自分が持っていたショートソードを岳たけ哉やへと渡わたす。

「……すまん、岳哉」

　その謝罪で、斬がショートソードを渡わたしてきた意味が分かった。

（安あん楽らく朽くち苗えの中に、わずかとはいえ妹がいる。その彼女を、斬は殺せないのか）

　ならば岳哉が、やらなくてはいけない。

　だが、岳哉にとっても、このショートソードは、異様に重い。

「一つ聞かせて欲しいんだ」

　岳哉は口を開く。

「会長との話を聞く限り、あなたは人間の記き憶おくがあり、魔ま法ほう少女より人間に近い。それなのにどうして、人間を滅ほろぼそうとしたんだ」

「人間は魔法少女に勝てないからだ。この体を持つ、私だからこそ分かる」

「魔法少女には敵かなわない。その結論は分からないでもないよ。でも、それが正しいとしても、人間を滅ぼそうという理由にはならないよ」

　岳哉の言葉に、安楽朽苗は表情を変えず、顎あごを動かし目線で促うながす。

　そこには安楽朽苗が持ってきた、人間の首が転がっていた。

「こいつらは繁はん殖しよくのためだけに生かされようとしていた。魔法少女に新しん鮮せんな魂たましいを食しよく糧りようとして提供するためだけの、道具になるところだった。その意味、分かるな？」

　岳哉は言葉を失う。

「こいつらは、自分たちが魔法少女たちに何をされるか分かって、懇こん願がんしていたよ。『殺してくれ』と。他ほかの魔法少女は無視したが、私はレッドザーネに罰ばつを受けるのを覚かく悟ごで、望み通りにしてやった。おかげでそいつらは、最後まで人間のままいられたのだ」

　改めてその首を見る。

　確かに首たちが浮かべるその表情は、殺される人間にしては、安らかにも見える。

「私は化ばけ物ものだ。鬼おに崎ざき暦れきはどう思っていたか知らないが、私は自分の人生を呪のろっている。魔法少女に利用された私は、人間として大切なものを奪うばわれた。何度も自死しようとしたし、実際に行動に移したこともある。だが、あるとき私は、どうせならこの能力を活用しようと考えた。この命を、多くの人間の救済に使おうと考えた。私が果たせなかった望みを叶かなえてやろうと思った」

　安楽朽苗は迷いなく言った。

「私は人間を、尊厳を持ったまま殺してやるのだ」




　岳哉はふと、麗れい歌かと出会った時を思い出した。

『尊厳が、死にそうだったから』

（ああ……そうだ。麗れい歌か姉さんも僕の母さんに、安あん楽らく朽くち苗えと同じ事をしていた）




　ショートソードを持つ手が緩ゆるむ。

（見逃のがすつもりか僕は？　あり得ない。人間が滅ほろんでしまっていいとでも思っているのか……？）

「……あなたはそれだけの強さだ。人間を殺すんじゃなく、魔ま法ほう少女たちに立ち向かうことも考えたはずだ。どうしてそうしない？」

「愚ぐ問もんだ。私はそれを選べなかった。そこから察しろ」

　これだけの強さをもってしても、魔法少女たちを倒たおすのは不可能だと、安楽朽苗は感じている。

　ずいぶんと悲観的な見解にも思える。だけど、どうして岳たけ哉やがそれを否定できる？　千の人生を体験した彼女より、正しい判断ができるとでも？　そもそも岳哉自身も、魔法少女に勝つイメージなどまるで湧わかないというのに。

（ダメだ。トドメを刺ささないと。安楽朽苗は殺さないといけない……！）

　しかし、ショートソードを持つ手に力は入らない。

（刺して、殺して、それから僕はどうする気だ？　戦う？　魔法少女と？　その結果、僕らの人間としての尊厳を、すべて奪うばわれるようなことになっても？　……また僕は、間ま違ちがった選せん択たくをしているんじゃないか？　人間をより苦しめる選択をしてるだけじゃないのか？）

　岳哉は首に掛かけたシルバーリングを見る。

（この世界に希望なんて初めからなかったんじゃないか？）

「僕は──」

（何を護まもりたい？）

「僕は、この世界を変えたい」

（誰だれよりも護りたかった人はもういないのに、何を護りたい？）

「魔法少女を残らず殺して、この世界を変えたい」




「変えられるわ」




　その声に、岳哉は顔を上げる。

「あたしたちは、魔法少女に勝てるわ」

　リリィは、ショートソードを握にぎっている、岳哉の手に手を重ねる。
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　真まっ直すぐに覗のぞき込んでくるリリィの瞳ひとみに、岳哉は思わず息を吞のんだ。

（──信じられない）

　驚おどろくべきことに、リリィのその目には、欺ぎ瞞まんが一ひと欠片かけらもない。その言葉を強がりでもなんでもなく、本気で口にしている。

（どうして？　リリィだって、あの戦いを目まの当あたりにしていたはずだ。会長の死で、希望を失ったはずだよ。それなのに、どうしてそんな目をできる？）

「なぜそう言える？」

　口にしたのは斬ざんだった。

「現実を見ろ、リリィ。異次元の強さだった会長でさえ死んだ。それなのに、どうしてこれから先、魔ま法ほう少女を倒たおせると思うんだ？　特定魔法少女クレヨンズのレッドザーネをどうやったら倒せるって言うんだ？」

「知らないわよそんなこと。でも、相手を見たこともないのに、負けるって思い込んでるのはおかしいわ」

「諦あきらめなければそのうち希望が見えるだなんて、甘いことを考えているんじゃないだろうな？　そんな楽天的な発想が通じない世界だと、俺たちは散々学んできたはずだ」

「確かにあたしたちは、今まで百回中百回転んできたかもしれない。でも、百一回目も転ぶとは限らない」

「バカなことを。百回転べば百一回目も転ぶに決まっている」

「じゃあ百一回目のとき、杖つえを持っていたら？」

「……なんだって？」

「ねえ、斬ざん。それに岳たけ哉やも見て。ステージの下の光景を」

　言われた通りに、岳哉たちはステージの下を見る。

　だが、そこにあるのは惨さん劇げきだ。死体と、暦れきの死により絶望している顔。この光景から何をリリィが言いたいのかまったく分からない。

「分かった？」

　だけど、リリィの目の光は変わらない。

「青い蝶ちようがいなくなっているわ」

　言われ、岳哉と斬は、思わずもう一度ステージ下を見る。

　確かに青い蝶はいなくなっている。

「……それがなんだって言うんだ。もしかしたら、副会長たち生徒会役員が、青い蝶を使う魔ま法ほう少女を倒たおしたのかもしれない。だがそれで、レッドザーネさえも倒せると思うのは飛ひ躍やくしすぎだ。たまたまマヌケな魔法少女だったのかもしれないだろ」

「ねえ、斬。もし一ヶ月前に、魔法少女を人間が倒したって話を聞いたら信じられた？」

「……信じられないだろうな。なにせ魔法少女は不死で、俺たちに倒す手段はなかった」

「でも今は、マヌケな魔法少女なら倒せるかもしれないと、斬でさえも思ってる」

「【全能への集約マシユマロを膨らます】があるからな」

「それって、転ばないための杖つえを、すでに持っていることとは違ちがうの？　杖がない百回とは全然状じよう況きようが変わってるじゃないの？」

　斬は一いつ瞬しゆん口をつぐむが、すぐに反論する。

「状況が変わったのは認める。だが、例えば俺たちに、安あん楽らく朽くち苗えが倒せたかといえば、ノーだ」

「本当にそう？」

「……何か手段があったとでも？」

「分からないわ。だけど、こう考えてみて。ホワイトノワゼットは、こんなあたしたちでも魔法少女たちに勝てるかもしれないって思っているから、こんな力を与あたえているんじゃないの？　勝てるかもしれないから、わざわざ空そら殻からファームで鍛きたえて兵士にするだなんて、面めん倒どうなことをしたんじゃないの？　もし、会長しか戦力にならないと思っていたら、空殻ファームなんて作らずに、会長の面倒だけを見ればよかった。ホワイトノワゼットは、特定魔法少女クレヨンズや、大勢の特殊な魔法少女がいることを当然知った上で、あたしたちが対たい抗こうする力になるって、そう判断したのよ」

　岳哉はその言葉に、自然と目を見開いていた。

「魔法少女の中でも頂点にいる、ホワイトノワゼットがあたしたちに勝てる見込みがあるって思ってる。それなのに、それでも絶対無理だって、希望を捨てるの？」

　岳哉は、驚おどろきを隠かくせない。

　誰だれもが絶望に包まれていた。絶対に魔法少女には敵かなうことがないと信じ込んだ。それなのに、リリィはその絶望に吞のまれない。

　冷静に見いだした希望の言葉には、十分な説得力がある。

　リリィは、岳たけ哉やの手を、ぎゅっと握にぎりしめる。

「あたしは、希望を捨てない。ママは死んだけど、パパを救い出すことは諦あきらめない。あたしは……あたしは──」

　リリィは歯を食いしばる。

　涙なみだを流して、訴うつたえる。




「世界を変えられるって信じて、生きたい」




　静まりかえった。斬ざんは反論するすべをなくしていた。ステージ下にいた住民たちも、固かた唾ずを吞んでリリィを見つめている。

　暦れきが息絶えたときに、希望は消えた──はずだった。

　でも今、わずかではあるが、光がまた見え始めた。状じよう況きようは何も変わっていないのに、リリィの言葉だけで、希望が生まれた。

「ふ、ははははははははははは」

　完全な静せい寂じやくを切り裂さいたのは、笑い声だった。

　安あん楽らく朽くち苗えがリリィを嘲あざ笑わらっている。

「笑えるな。いかにも夢見る少女らしい、現実味がなく薄うすっぺらい言葉だ。そもそもこの状況でも現れない、魔ま法ほう少女のホワイトノワゼットを、お前は信じるとでも？」

「あなたみたいな、噓うそつきの言葉よりはね」

「……何が噓だと言うのだ？」

　リリィは岳哉から離はなれ、転がっている首の一つを拾う。それはリリィの母親の首だ。

　その表情を、安楽朽苗に突つき付ける。

「あたしのママは、絶対に殺してなんて言わないわ。それなのにあなたは、誰だれか一人が『殺して欲しい』って言っただけで、ママを含ふくめた全員を殺したのよ」

　リリィの母親の表情は、無念さに満ち溢あふれていた。

「あなたは人間の幸せの形を、勝手に決めつけて押し付けるエゴイストだわ。何が人間の尊厳よ。私は、どんな目に遭あっても、尊厳を失いやしないわ。自分の生き方に誇ほこりを持っているもの。少なくともあたしは、絶対にあなたになんか殺されたくない。たかだか千の人生を乗っ取った程度で全部分かった気になって、人間を全員一ひと括くくりにしないで」

「それはお前が実際に、尊厳を失うほどの経験をしていないから言えることだ」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね。笑えるわ」

　ちっとも笑わずに、リリィは吐はき捨てる。

「あなたは自分の正体すら分かっていないようね。人間の気持ちを理解しないようにできているのが魔ま法ほう少女だっていうなら、あなたはまさに典型的な魔法少女ね」

「……私は、魔法少女ではない。魔法少女であるなら、人間のために自己を犠ぎ牲せいにし、滅ほろぼそうなどという発想をしない」

「ふん。みんなが騙だまされても、あなた自身が騙されても、あたしだけは騙されたりしないわ。自覚してないようね。あなた、人を殺すとき、すごく楽しそうな顔をするのよ。あなたは人殺しが大好きなのよ。でも、そんな自分を認めたくないから、人を救うだとかなんとか言って、苦し紛まぎれに自分を正当化しているだけ」

「訂てい正せいしろ。私は千の人生を超ちよう越えつし、この答えにたどり着いた。たかだかお前程度の人生の長さで何が分かる」

「何が超越よ、バカバカしいわ。あたしから見れば、あなたも、ついでに会長も──」




「多くの時間の中で価値観が壊こわれた、危険な殺人狂きようでしかないわ」




　安あん楽らく朽くち苗えはリリィに向かって手を伸のばす。透とう明めいの剣けんを放つ。

「う──！」

　顔に向かってくる剣を素す早ばやく腕うでで遮さえぎるが、右腕は貫つらぬかれる。血液が指先まで伝い、腕はもう上げられない。相当な痛みのはずだ。

　しかしリリィは勝ち誇ほこるように笑った。

「魔法はもう使えないんじゃなかったの？　噓つき魔法少女」

「黙だまれ。その言葉だけは許されないのだ。私の長い人生を否定する言葉だけは許されない」

「あなたは他人の言葉に感情を動かされないんじゃなかったの？　結局そういうことよ。あなた自身が自覚しているから、あたしみたいなガキの言葉が突つき刺ささるのよ。あなたは狂くるっている。それを他ほかの誰だれよりも自分が自覚している。……終わりね」

　安楽朽苗を見下ろし、吐はき捨てる。

「狂人の言葉には、誰も耳を貸さないわ」

　この瞬しゆん間かん──

　安楽朽苗は異次元にいる敵かなわない敵ではなくなった。たかが十五歳の少女の言葉で、逆上する敵。死にかけの魔法少女。

　見えていた、針のようなオーラも消えていく。

　なら、もう遠えん慮りよは必要ない。

（リリィ。おかげで僕は、この魔法少女を倒たおせる）

　岳哉はショートソードを握にぎる右手に、力を込める。

（僕の敵だった鬼おに崎ざき暦れきと同じ能力と価値観を持つ、化ばけ物ものを倒せる）

　安あん楽らく朽くち苗えは岳たけ哉やの変化を見て取ったようだ。

「……私を殺す気か。それは、魔ま法ほう少女たちと戦う決意をしたと考えていいのか？」

「そういうことになるね」

「必ず後こう悔かいする。死よりも酷むごい結末を多くの者は迎むかえる」

「そうかもしれない。それは否定できないよ」

「お前は安らかに死ぬのを望まないのか？　お前にとって、生きることより大切なものはないのか？」

「色々考えたよ。でも、少なくとも僕にとって何より優先することは、尊厳ではない気がする」

「では？」

「割と単純な話なんだ」

　首から掛かけている、不ぶ細さい工くなシルバーリングが目に入る。




「大切な人を殺した魔法少女を、僕は許すことができない」




　その言葉に、安楽朽苗は生きることを諦あきらめた。人の憎にくしみを止めることはできないと、多くの人生を見てきた彼女はよく知っていた。

　両手を大きく広げて、降こう伏ふくする。

　安楽朽苗が正しいのか、間ま違ちがっているのか、岳哉には分からない。

　けれどこれだけは分かっている。

（僕はまだ、麗れい歌か姉さんのために生きる）




「それだと、世界は救えないよ」




　聞き慣れない誰だれかの声。

　初めて聞くはずの声だ。

　なのになぜか岳哉は、ある言葉を思い出した。

『あなたにとって本当に大切なものを、見失わないで』

　歯を食いしばる。

（本当に大切なものってなんだよ？）

　心臓の鼓こ動どうが速まり、涙なみだが自然と浮かぶ。その誰かのことを考えるだけで、感情はぐちゃぐちゃにかき回される。

（──ああ）

　あのとき、答えは確かに手元にある気がした。

　少女の胸に触ふれたとき、すぐ側そばにあった。

　でも、すでにそれは失われている。

（麗れい歌か姉さん以外に、大切なものが、あってはならないんだ）




　だって、あのときのことは、岳たけ哉やにとって夢の一幕にすぎない。




　岳哉は声の方へと振ふり返らない。

　シルバーリングを首から掛かけ続けている岳哉は、振り返れない。

　優やさしいその声を振り切って、岳哉は魔ま法ほう少女に憎ぞう悪おを叩たたきつける。

「う、ぐ、あ…………」

　胸に張り裂さけるような苦痛が走る。岳哉の本能が必死になって、これからしようとすることを押し留とどめようとする。

　けれど、岳哉は振り切って、魔法少女を感情のままに殺すのだ。自分を止めようとするすべてに対たい抗こうするために、岳哉は体の底から悲鳴を上げるように叫さけんだ。

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　岳哉は安あん楽らく朽くち苗えの心臓に向かって、ショートソードを振り下ろした。




　すべてが終わり。

　間ま違ちがえたそのときに。

　声の主はすでに消えていた。
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　　　　　　†††




　安楽朽苗をこの手で殺してから、三日後。

　ようやく【ファミリー】の会議から解放された岳哉は、旧千せん里り道どう大学第三校舎の屋上にやってきた。第三校舎の屋上には天体観測ドームがある。最近は時間が空くと岳哉はここで一息吐ついていた。

　大きく息を吐はいて、横たわる。開放したドームの中に、月の光が入り込んでいる。この世界には明るい夜もあることを、岳哉は二日前、満天の星を見るまですっかり忘れていた。

　星の輝かがやきだけは、自分が生きていたどの時代よりもまぶしい。




　安あん楽らく朽くち苗えを倒たおした日を境に、岳たけ哉やを取り巻く環かん境きようは大きく変わった。

　岳哉は【ファミリー】の当主となり、空そら殻から市住民計五九九名を率いる立場となった。とはいっても岳哉は生徒であり、兵士である立場も変わらない。多くの時間を空殻ファームで過ごさなければならない以上、全権を持つわけにはいかなかった。

　麗れい歌かが健在の頃ころから街に残って中ちゆう核かくを担になっていた三人に、実質的な指揮を執とってもらうことになっている。だが、前当主の麗歌同様、岳哉の命令は絶対遵じゆん守しゆである。本来それは麗歌のカリスマがあったからこそ可能であり、岳哉が当主である今ではそぐわない。すぐには変えられないが、少しずつ調整していかなければ、【ファミリー】は瓦が解かいするだろう。

　そして、解散も危あやぶまれた生徒会の長になったのは、岸きし波なみ斬ざんだった。本来なら副生徒会長の雷らい連れんレイラが、生徒会長の座に納まるのが自然な流れだが、暦れきを失った精神的ショックが大きく、任せることができなかったのだ。好戦的な前会長色をなくしたいという曜よう子こたちの意見もあって、会長と適度に距きよ離りを取っていた斬が、半ば強制的に会長に選ばれた。これからは実質的に斬が、生徒たち二三一名のトップということになる。斬本人は、「俺が生徒会長だなんて分不相応にも程ほどがある」と言っていたが、なんだかんだ言ってバランス感覚が優すぐれている斬は、リーダーに適役だと岳哉は思っている。

　それから、瀬せ戸とリリィの今の立場について言げん及きゆうしなければ、空殻市のことは語れない。安楽朽苗を言い負かし、住民たちに希望を与えたリリィは、否いや応おうなく街の中心になってしまった。岳哉や斬の意見も、リリィが了りよう承しようしなければ支持されないぐらいの、街の象しよう徴ちよう的存在になっている。

　リリィ本人は戸と惑まどうばかりで、昨日は「近所に住んでたおばあちゃんが、手を合わせるようになったわ。あたしをなんだと思っているのかしら……」などと嘆なげいていた。

　岳哉、斬、リリィの三人は、空殻市の中心になることを余よ儀ぎなくされた。その重責に、岳哉は思わず大きな溜ため息いきを吐つく。

（僕らでどうにかなるのかな？）

　何しろそれ以前に中心となっていた二人は、麗歌と暦だ。その二人のようにはなれるわけがない。

　だが、戸と惑まどっている時間もない。レッドザーネの閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーに乗り込む時期は、すでに三ヶ月後に決まっている。

「さあ、星空も今日で見納めだ」

　ウサコロによると、これからホワイトノワゼットは再び閉鎖的象形空間21コンフエクシヨナリーを展開し、空殻ファームは復活するとの話だ。

　ホワイトノワゼットは早さつ急きゆうに魔ま力りよくが行使できるようになるために、暦に夢幻円環マジカルレシピリングを預ける以上のリスクを取った。なんと、旧千せん里り道どう大学敷しき地ち内にある教会に、夢幻円環マジカルレシピリングを放置したのだ。当然誰だれでも持って行けるし、敵の魔法少女に奪うばわれる可能性もある。

　だがおかげで、空はあのメルヘンな白い空に戻もどり、岳たけ哉やたちはレッドザーネたちから護まもられる。

（僕はまだ、あの空を見て、異常だと、気持ち悪いと思うのだろうか？）

　なんとなくそうでない気がする。




「岳哉」

　聞き慣れた声で呼ばれる。

　岳哉は笑え顔がおで手を上げる。

「やあリリィ。偶ぐう然ぜんだね」

　右腕うでに包帯が巻かれているリリィが、横たわっている岳哉の隣となりに座る。不ふ機き嫌げんそうな顔だけど、その表情はそう作っているだけで、実際不機嫌なわけじゃないことはすぐ分かった。

「馴なれ馴れしく名前で呼ばないで。それに偶然なわけないじゃない。最近ここにいるって秀しゆう平へいから聞いて、わざわざ来たのよ」

「そっか。何か用事？」

「まあ、あるようなないような感じよ」

「なんだそりゃ」

　リリィは答えずに、顔を上げて星空を眺ながめる。「なんか、この空も偽にせ物ものみたい」と呟つぶやくリリィの瞳ひとみには、満月が映っていた。

「ありがとう」

　横たわったままの岳哉に、リリィは視線だけよこす。

「リリィがいなければ、僕はセイバーレザンにトドメを刺させなかったかもしれない。住民は全ぜん滅めつしていたかもしれない。リリィの言葉には、底知れない力があるよ。みんなが崇あがめるのも分かる」

「やめてよ。みんなの反応には困ってるんだから」

　お互たがいに小さく、笑い合う。

「僕はリリィに、何度も救われてる」

「……惚ほれ直した？」

「惚れ直すも何も、僕はずっとリリィが好きだけどな」

　言った岳哉の腹を、リリィは思いっきり左拳こぶしで叩たたいた。

「ぐほっ！」

「軽々しく言って、腹が立つわ。あたしは誰だれかを好きだなんて、軽々しく言わないし、言えないわ」

「……ごめん」

「岳哉」

　リリィは岳たけ哉やの顔を覗のぞき込み、言った。




「好きよ」




　その表情は、告白するような表情ではなかった。

　まるで今にも泣き出しそうな、酷ひどく悲しそうな表情だった。

「いつかちゃんと、あたしを見てね」

　そうして、顔を逸そらした。

「リリィ……」

　岳哉は起き上がり、首に掛かかっている、不ぶ細さい工くなシルバーリングを見る。

　麗れい歌かのことを忘れることはできない。いつまでも麗歌のことを想おもい続けるし、それを変えるつもりはない。

（僕は変われないだろうし、変わりたくないと思ってる）

　だけど、リリィの言葉には、いつだって不思議な力がある。

「見るよ」

　だから言ってしまう。

「ちゃんと見るから」

　言った岳哉を、リリィは見る。

　わずかに口の端はしを上げているリリィの顔は、喜んでいるようにも見えたし、諦あきらめているようにも見えた。何かを言いたそうにしていたが、言葉が出る前に、空に異変が起こった。

「──あ」

　星空は塗ぬり替かえられ、侵しん食しよくされ、ペンキの缶かんを零こぼしたように白い色が広がっていく。

「なんだろうなあ」

　リリィはその空を見て、苦笑していた。

「あたしたちは結局、まだ魔ま法ほう少女の中」




「でも、今はノワの中にいるしかないです」

　突とつ然ぜんの声に、岳哉とリリィは振ふり返る。

　そこにはガスマスクを着けた女の子が立っていた。それ自体はもう第十八クラスでは見慣れた格好だ。

　だが、彼女は制服ではなく、仕立ての良さそうな紫むらさき色のドレスを着ていた。

「乃の乃の、あなた、まさか？」

　リリィが立ち上がり、目を見開く。

「あなたがホワイトノワゼットだったの!?」

　しかしガスマスクの女の子は首を振ふる。

「わたしは魔ま法ほう少女、ポイズンモンブラン。ホワイトノワゼットの命めいで、あなたたちの前に姿を現しましたです」

「一体、どうして急に……？」

　岳たけ哉やの問いには、見慣れた生物が答える。

「じょーきょーは変わっているんだ。手を打たなきゃ　レッドザーネにやられちゃうからね」

　ウサコロは振り返り、呼ぶ。

「ねえ　ノワ？」

　そうして、彼女は現れる。

　ウエディングドレスを彷ほう彿ふつさせる、純白の衣い装しよう。ピンク色の髪かみに、白いリボン。わずかに目め尻じりの下がった目の中心には、碧みどり色をした瞳ひとみがある。戦いにあまりにもそぐわない華きや奢しやな体に、頼たよりない表情。

　まとう空気は、綿わた菓が子しのように柔やわらかく優やさしく、静かだ。

　岳哉はその姿を見ただけで、胸が苦しくなってしまった。目の前の魔法少女はまるで聖人。

　自分の醜しゆう悪あくさを映し出す、美び麗れいな鏡。

（ああ……どうして……）

　岳哉はそれだけで、涙なみだを流す。

（──僕は、彼女を忘れていた？）

「岳哉くん」

　ホワイトノワゼットは岳哉の名前を呼んだ。

　透すき通るような白い肌はだに朱しゆが混じる。ホワイトノワゼットは恥はじらいながらも、勇気を出して口にする。

「あなたを、ください」





To be continued












　　　あとがき




「僕らは魔ま法ほう少女の中 -in a magic girl's garden-」をお送りしました。御み影かげ瑛えい路じです。

　今回の作品はちょっと変わったスタートをしています。元々この企画のプロットは、趣しゆ味みで始めた音楽活動で、歌詞を書くために作ったものでした。僕は普ふ段だん文章は書いていても、作詞の専門家ではありません。少しでもいい物を作ろうと試し行こう錯さく誤ごした結果、やはり小説家としての武器を活いかそうと、小説を書くとき以上に詳しよう細さいなプロットを作ることにしました。

　だけど実際にプロットを作ると、やっぱり小説にしたくなっちゃったんですよね。迷いましたが、一応編集さんに提出してみることにしました。

　で、今があります。やったー！

　音楽活動の方も予定通りにしています。「拝はい啓けい、魔法少女さま。」、「ずっとかくれんぼ」という曲をニコニコ動画に現在アップしていて、この本が出る頃ころにはさらに一、二曲投とう稿こうしているかもしれません。この一巻より先のストーリーも組み込んでいますので、「？」と思う部分もあるかもしれませんが、ぼやっと先の展開を想像なりしていただいて、楽しんでもらえるとうれしいです。楽曲公開時には、僕個人のツイッターで報告していますので、気になる方はチェックしてみてください。




　物語自体は、予想できない展開を普段より意識して作っています。読者の皆みなさんが緊きん張ちようしつつページをめくってくださるのを想像して、その姿を励はげみに執しつ筆ぴつしております。

　次の巻ではあの敵との決着をつけますので、是ぜ非ひともお付き合いを！




　それでは謝辞です。

　担当編集の三み木きさん、色々とわがまま聞いてもらってすみません。ご迷めい惑わくを掛かけております。これからもサポートをお願いします。

　イラストレーターのえいひさん、動画用イラストからお世話になっております。えいひさんにイラストを担当していただけたことは、この作品にとって一番の幸運だったと、誇こ張ちようなしに言い切れます。

　作曲担当の藤ふじ宮みや圭けいさん、忙いそがしい中協力していただきありがとうございます！　もう十年来の付き合いになるのですね。これからも面おも白しろいことをやっていきましょう！




　ではでは、ここまで読んでいただき、ありがとうございました。

　他ほかのシリーズもバリバリ書きますので、よろしくお願いしますね。





御影瑛路
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県出身。神奈川在住。私生活が謎とよく言われるので、普段の生活を思い返してみたが、自分でも普段何をしているのかよく分からなかった。
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イラスト／えいひ

神奈川県在住のイラストレーター。ゲームが好きですが、最近は時間が取れず積みゲーマーと化しています。老後に積みゲーを崩す日々を送るのが夢。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先
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本書は書き下ろしです。
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僕ぼくらは魔ま法ほう少しょう女じょの中なか




─in a magic girl's garden─








御み影かげ瑛えい路じ
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